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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。
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　定期船が島に近づいてその島しま影かげがはっきりと迫せまってきた時、吉よし井い海み沙さ希きはかけていた黒いサングラスを外してまじまじとその稜りよう線せんを眺ながめた。

　八はち丈じよう島じまから更さらに西に位置するその島は暮くれ名な井い島といい、風ふう光こう明めい媚びな島として通の旅行者の間で密ひそかに知られている。

（……あれが、暮名井島……）

　海沙希はこの島を訪おとずれるのは初めてだった。だが、物心ついた時からこの島の存在はずっと心のどこかにあった。

　上着のポケットの中で、小さな人形の存在を確かめ、ぎゅっと握にぎる。それは海沙希とこの島に、なんらかの繫つながりがある可能性を指していた。

　船はほどなくして波は止と場ばに着き、さほど多くない乗客が小さな港へと降りていく。海沙希はボストンバッグひとつを持ち、一番後に船を下りた。無ぶ愛あい想そうな定期船の乗務員がサングラスを外した海沙希の素す顔がおを一いち瞥べつした後、無言で船の整備にとりかかる。

「────……」

　地面に一歩足を下ろした海沙希の視界に、島の景色が広がっていた。背後の青い海の反対側は、緑の濃こい山々が存在している。いっそ質素なほどの風景なのに、太陽に照らされて反射するそれらの色は海沙希の胸に鮮せん烈れつな印象を与あたえた。

　────ここが暮名井島。

　海沙希は心細さと、どこか郷きよう愁しゆうにも似た思いを抱かかえて港をゆっくりと歩いて行く。素顔で歩いていても、誰だれも自分に関心を持っている様子を見せない。それだけで気が楽だと思った。

　海沙希の職業は役者だった。十六歳の時に食堂でアルバイト中にスカウトされ、映画の端は役やくでデビューした。それからドラマの出演が決まり、ＣＭの仕事もこなし、二十一歳の今ではそれなりに人気のある役者になっていたと思う。

『どこか陰かげのあるミステリアスな雰ふん囲い気き』

『硬こう質しつな、綺き麗れいな顔』

『繊せん細さいな演技』

　そういったものが海沙希に与えられた評価だった。

　過去形なのは、海沙希はそれらのすべてを捨てて逃にげてきたからだ。

　原因は、不ふ倫りん疑ぎ惑わくだった。もちろん海沙希は身に覚えなどない。ドラマで共演したことのある俳優に誘さそわれて飲みに行ったのだが、そこにはライバル事務所の社長の娘むすめがいた。彼女は酔よって海沙希にしなだれかかり、前から好きだったと言われていきなりキスをされた。

　そしてその場面を、どこかに張っていたマスコミにすっぱ抜ぬかれてしまい、事務所は上を下への大おお騒さわぎとなった。彼女の夫がひどく腹を立て、海沙希の事務所に抗こう議ぎしてきたのだ。そして相手の事務所は芸能界でも一、二を争うほどの大手事務所で、そこと事を構えたらこの世界では生きていけないと言われている。

　海沙希は呼び出されたが、もちろん釈しやく明めいをした。だがそこで社長に衝しよう撃げき的な言葉を告げられたのだ。

『謝罪会見に出てくれ』と。

　意味がわからなかった。自分だってそれなりに会社に貢こう献けんしてきたつもりだったのに、事務所は海沙希に泥どろを被かぶれと言ってきたのだ。犯おかしてもいない罪を被って。

『やっぱりなあ……。育ちかなあ』

　海沙希には親がおらず、施し設せつで育った。社長は海沙希の申し開きを聞き入れてくれず、その出自のせいでこんなことをしたのだろうと、決めてかかっているふうだった。ひどい偏へん見けんだが、彼にとってはそれが事実かどうかはどうでもよかったのかもしれない。ただこういった報道が出てしまったのが問題だというだけで。

『目をつけられちまったんだ。けじめはつけないとな』

　その事務所には、ちょうど海沙希と同年代の役者がいた。先日、人気小説の実写映画の役をめぐって、彼とオーディションで争ったばかりである。その役は海沙希が勝ち取ったが、もしも海沙希がいなければ彼がその役をもらったかもしれない。

『うちみたいな小さな事務所がかなう相手じゃない。ここは長いものに巻かれてくれ。お前だってわかるだろう。そういう世界なんだよ。なっ？』

　だいたい、嵌はめられるお前も悪いんだと、社長は苛いら立だたしげに海沙希をなじった。

　────その瞬しゆん間かん、何もかもが一気に崩くずれ去ったような気がして、海沙希は目め眩まいすら覚えてしまう。

（俺が今までやってきたことは、何だったんだろう）

　謝罪会見など開けば、海沙希は身に覚えのない不ふ貞ていについて、マスコミから矢のような質問を浴びせられるだろう。清せい廉れんで透とう明めい感かんのある海沙希のイメージは地に落ち、世間からは一いつ斉せいにだらしのない男だという目で見られる。

　何もしていないのに、どうして。

　そんな虚きよ無む感かんとも無力感ともつかない感情に支配され、海沙希はそれまで真しん剣けんに打ち込んでいたはずの役者の仕事さえどうでもよくなってしまった。

　親を知らずに施設で育った海沙希にとって、ある時はデザイナーとして華はなやかな生活を送り、別の世界では罪の記き憶おくを抱えた暗殺者となり、そしてまた別の世界でパイロットを夢見る学生であったりと、様々な役やく柄がらを演じることは、体験したことのない人生を送っているようでとても楽しかったのに。

　そのスキャンダルが一斉に報道された日の朝、海沙希はすべてを捨てて東京から逃げ出した。

　それは何かにせき立てられるようでもあり、自分がこんな大それたことができたのかという驚おどろきを実感した時でもあった。だが、あのまま東京にいたとしたら、自分は早晩潰つぶされていただろう。事務所はほとぼりが冷めるまでと言ってはくれたが、海沙希はもう以前のような気持ちで芝しば居いに臨のぞむことはできない。そう決めてしまうと、もともと持つものの少ない自分には、どこか遠くへ逃げることはそう難しくないことのように思えた。

　事務所が借りてくれた部屋に鍵かぎを置いて、海沙希は飛行機へと飛び乗る。そうして船を乗り継ついでやってきたのが、この島だった。










「……青いな……」

　空も海も、どこまでも青い。船から下りた人達が足早に港から出て行く中、海沙希はしばらくその場で海を眺めていた。建物が整然と建ち並び、流りゆう行こうの服を着た人間達が忙せわしなく行き交かう都会とは何もかもが違ちがう。波の音と、鳥の声が重なり、時々遠くで漁師達が話す声が響ひびいてきた。

「────さて」

　ここまで来たはいいが、ここから先のことはあまり考えていない。これまでほとんど休みなく仕事をしていたので、とりあえずはしばらくゆっくりしようと思っていた。

　今いま頃ごろ、ワイドショーやニュースは大騒ぎになっているだろう。だが、しばらくすれば、みんな騒さわぎ立てることにも飽あきるだろう。そうしていずれは、吉井海沙希という役者がいたことすらも忘れさられていくのだ。海沙希を応おう援えんしてくれたファンの存在にだけは申し訳なくも思ったが、おそらく時を経たたずしてまた別のスターに熱を上げる。そういうものだ。

　それを思うと少しだけ寂さびしい気もしたが、きっと自分はそういう運命なのだろう。誰からも、本当には求められない。そういう存在だ。

　気がつくと、周囲にはいつの間にか人の姿が消えていた。腕うで時ど計けいを見るとちょうど昼時だ。作業をしていた者達は皆みな、食事をとりに行っているのだろう。そういえば今日は、朝からほとんど何も食べていない。急に空腹を思い出した海沙希は、ボストンバッグを持ち上げると、島の中心とおぼしきほうに歩いていった。多分、どこかに食堂のようなものがあるだろう。

　島は人ひと気けがなく、静まり返っていた。時間的なものもあるだろうが、まるで海沙希だけが一人取り残されているようだった。

　ふと、道の向こうから誰かが歩いてくるのが見える。それは海沙希とそう年が変わらないように見える青年だった。彼は海沙希とすれ違い様、ちらりとこちらを見やる。どこか華のある整ったつくりの顔はあまり陽ひに焼けておらず、この島の住民にしてはやや浮ういているように感じた。おそらく観光客なのだろう。海沙希が芸能人だとわかるかもしれないと一いつ瞬しゆん身構えたが、彼は何も言わずに消えていった。思わずほっと息をつく。

　────どこかで見たか？

　その青年の顔に、見覚えがあったような気がした。が、思い出せない。気のせいだろうと片付けて、再び前を向く。

　五分ほど歩いていると、食堂らしき看板が見つかり、海沙希はゆっくりと近づいていく。いかにも田舎いなかの食堂といった佇まいで、入り口のサッシにマジックで書かれたメニューがセロハンテープで貼はりつけられている。ガラリと引き戸を開けると、いい匂においと共に、いらっしゃい、と中から声がかけられた。中は学校の教室ほどの広さで、並べられたテーブルの前には五、六人の客が食事をとっていた。何人かがちらりと海沙希のほうを見たが、特に何の反応も示さずにまた料理を口に運ぶ。空いていたテーブルのひとつにつくと、厨ちゆう房ぼうの中から四十代くらいの男が出てきて、水の入ったグラスを海沙希の前に置いた。

「お客さん、午前中の船で来たの？」

「あ、はい」

「そう。この島はいいとこだよ。注文何にする？　今日はいい鮪まぐろが出せるけど」

「じゃあ、定食でお願いします」

　店の主人は愛あい想そがよかった。ほどなくして運ばれてきた定食は品数が多く、とても美味だった。東京を出てから初めてのまともな食事に夢中になって箸はしを動かしていると、店の中でついていたテレビからふいに自分の名前が聞こえてくる。

『────つまり、吉井海沙希さんは家庭を持っていたアプローチの社長令れい嬢じようと関係を持っていたということですか』

『はい、関係者の情報によると、かなり以前からという話です』

　びくり、と海沙希の肩かたが震ふるえた。食堂にいる人間が一斉に自分を見たような気がして、おそるおそる顔を上げる。だが、誰だれもここにいる海沙希に注意を向けている者はいなかった。

　────噓うそだらけだ、こんな報道。

　海沙希は不ふ倫りんなどしていない。だが、事務所はそれでは困るのだろう。海沙希は人妻である社長令嬢と密通していなければならないのだ。

　あの時、せめて誰かが信じてくれたなら。

　事務所の一人でも海沙希の言うことを聞いてくれたのなら、今頃こんなところにはいなかったかもしれない。けれど実際はそうではなかった。皆お前のせいで厄やつ介かいな事態に巻き込まれたと、そんな目で海沙希を見ていた。

　それでも、食堂にいる誰も、ここにいるのがその不倫騒さわぎを起こした海沙希だと気づいてはいない。もしかしてわざと知らない振ふりをしているのかもしれないが、そうであれば有り難がたいと思った。

「────お兄さん」

　前の席に座っていた三十代くらいの男がふいにこちらを振り向く。海沙希はぎくりとして身構えたが、彼は吞のん気きな口調で訊たずねてきた。

「今日はどこに泊とまるの？」

「あ、いえ、まだ……」

「だったらいい宿知ってるよ」

　予想に反して、男は親切にも、島にある宿しゆく泊はく施し設せつのいくつかを教えてくれた。特にこだわりはないので、その中の良さそうなところに行ってみることにする。幸いこれまでの蓄たくわえがあるので、旅費の心配はしばらくない。どうやら自分のことを知っている人間はさほどいないようだし、しばらくはこの島に逗とう留りゆうしてみようと思っていた。

　食堂を出て教えられた道を行くと、この島にしてはやや大きめの建物が見えてくる。二階建ての、古いが風ふ情ぜいのある造りをしていた。今風に言えばレトロな印象を受ける。

　玄げん関かんをくぐると、受け付けでは初老の女性が帳ちよう簿ぼをめくっていた。

「すみません、予約はしていないのですが……」

「はい、いいですよ」

　女性は顔を上げると、海沙希の顔をしばらくじっと見つめている。もしや顔がばれたかと思ったが、彼女は何も言わずに部屋の鍵を渡わたしてくれた。とりあえずは一週間分の部屋代を前金で支し払はらう。それから食事の時間や風ふ呂ろの場所などが書かれた紙を受け取った。

「────あ、ねえあなた」

「はい？」

　女性は最後に、海沙希に話しかける。

「あなた、この島は初めて？」

「……ええ」

「そう……。ごゆっくり」

　どこか妙みようなやりとりに首を傾かしげながらも、海沙希は荷物を持って宛あてがわれた部屋へと向かう。二階の角に位置するそこは、海が一望できて、窓を開けると初夏の風が吹ふき込んできた。

　海沙希はしばらく窓辺に佇たたずみ、ここに来てからのことを思い返す。

　島の人達は特に愛想がいいというわけではないが、どこか自然体で感じがよかった。

　海沙希には、この島に来る理由のようなものがある。

　上着のポケットに手を入れ、指に触ふれた硬かたいものを握にぎり、取り出して眺ながめた。それはこの島から採取された鉱石で出来た人形である。この島の地形や地質の関係でできた鉱石は独特の色合いをしており、まるで血のような赤い色をしていた。目も鼻もないが、どこか愛あい嬌きようのあるつるりとした造形のそれは、島のみやげもの屋の店先にも並んでいる。海沙希はそのことを、たまたま見つけたインターネットの記事で見た。多分、誰かのブログだったかと思う。ブックマークをしていたのだが、いつの間にか消えて閲えつ覧らんできなくなってしまった。

　海沙希はその人形を、物心ついた時から持っている。施し設せつに預けられた時、手に握りしめていたのだ。まるで誰かが握らせたかのように。

　だが、だからといってそのことが海沙希がこの島の出身であるという証しよう拠こにはならない。自分を捨てた血けつ縁えん者が、何かのおりに手に入れたそれを海沙希に持たせたのかもしれない。それでも海沙希のルーツを示すものはこの人形以外にはなく、濡ぬれ衣ぎぬで追いつめられた海沙希の足は、自然とこの島へと向かっていた。

　────俺とこの島は、何かの関係があるのだろうか。

　陽は西に傾かたむきはじめ、海や砂すな浜はまを赤く染め上げていく。それは海沙希の手の中にある人形の色によく似ていた。










「……う────…」

　布ふ団とんの中で眠ねむりながら、海沙希は夢を見ていた。

（ああ、またこの夢だ）

　しばらく前から、繰くり返し見る夢。あたりはほの暗く、人の顔がどうにか視し認にんできるぐらいの薄うす闇やみに満たされていた。

『あっ…あ、はう────…っ』

　身体からだの中心を、硬いものが貫つらぬく。海沙希はその快感に喉のどを反らせ、感じるままに喘あえいだ。周りには何人もの男がいて、海沙希は両りよう腕うでを押さえつけられ、その指や舌で身体中を愛あい撫ぶされている。

（いやだ、こんな────）

『あ、あ…あぁっ、いい……っ』

　群がる男達に快楽を与あたえられて、夢の中の海沙希は恍こう惚こつと喘いでいた。現実ではないというのに、体温や息いき遣づかい、そして送られてくる感覚などが妙に生々しい。最初にこの夢を見たのは、半年ほど前だった。けれどその感覚は回数を追うごとにリアルになっていく。男に抱だかれた経験などないのに、海沙希の肉体は最初から男を従順に受け入れた。今も、入り口から奥までを男根で擦こすられる度たびに、背中がぞくぞくするほどの快感がこみ上げてくる。

『そら、気持ちいいだろう』

『ここも、たっぷり可愛かわいがってやるからな』

　男達の指で乳ち首くびを、そして脚あしの間のものを卑ひ猥わいに愛撫されて、身体中が快感を訴うつたえていた。抱かかえ上げられて頼たよりなげに宙に投げ出された両脚も、足の指を舌でねぶられたり、足の裏にねっとりと舌を這はわせられたりしている。

（たまらない）

　最初は男達に抗あらがおうとしていた海沙希だったが、どんなにもがこうとしても無む駄だだった。何よりもまず、力が入らない。海沙希は必ず男達に組み伏ふせられ、あまりに淫みだらすぎる輪りん姦かんを受けるのだ。

『いいぞ────、よし、出すぞっ……』

『あ、ああぁんんっ、い、イく…っ！』

　体内に射精される感覚すらはっきりと感じ取れる。海沙希は背中を大きく浮うかせて、自らも絶頂を味わった。男の手の中で、白しろ蜜みつがびゅくびゅくと弾はじけていく。男は海沙希の上で大きく息をつくと、やがてゆっくりと男根を引き抜ぬいた。犯おかされた後こう孔こうから、たった今放たれた精がしとどに伝う。そして次の男が海沙希の脚の間を陣じん取どった時、夢の中の自分がゆっくりと唇くちびるを舐なめた。

『ああ────』

　その男は、海沙希にとって特別だった。他ほかの男の顔は夢の中ではぼんやりとしているのに、彼の顔だけははっきりとわかる。数え切れない淫いん夢むを繰り返し、海沙希はいつしかその男が現れるのを待つようになった。

　陽ひに焼けたなめし革がわのような肌はだ。荒あら削けずりだが、男らしく整った顔立ち。

『海沙希』

　彼は海沙希の名を囁ささやいた。低く甘く、脳のう髄ずいを蕩とろかすような声。たったそれだけで、身体が発熱した時のように過か敏びんになり、ふるふると震ふるえる。その男のことは名前はもちろん、現実では見たことすらないのに。

『はやく……入れて』

　夢の中の海沙希が男に甘くねだる。腰こしを浮かせ、他の男の精で濡れた後孔をひくつかせ、力強い挿そう入にゆうを今か今かと待っていた。そんな海沙希に、彼は優やさしく微笑ほほえみ、その大きな手で頭を撫なでてくる。こんな淫いん靡びな光景には不ふ釣つり合いなほど、あたたかい感かん触しよくだった。

『ん、う────あうぅっ』

　それでも、やがて火のように熱い剛ごう直ちよくが肉にく環わをこじ開けて這は入いってくる。それはこれまでとは比べ物にならないほどに強きよう烈れつな快感をもたらし、海沙希は目の前の男に思わずしがみついた。すんなりとした脚が逞たくましい腰に絡からみつく。

『あっ────あぁあ、あっ』

　喜き悦えつに満ちた声が、反った喉から迸ほとばしり出る。震える喉のど元もとに嚙かみつくように口づけられて、彼をくわえ込んだ肉にく洞どうがきつく締しまった。そうするとその凶きよう器きの形がはっきりと感じ取れてしまって、海沙希はますます昂たかぶってしまう。

『ああ、そ、こ────、いっ』

　名前。彼の名前はなんだったろう。思い出せるはずがない。もともと知らないのだから。

『あっ、あっ、ああっ』

　それでも揺ゆらされてたまらなくなってくると、知らないはずのそれが身の内からこみ上げてくる。海沙希は震える両手で彼の背をかき抱いだき、濡れた唇を開いた。

『────…』

　海沙希の震える声は、確かに男の名を形作る。その瞬しゆん間かんに背骨が砕くだけんばかりに強く抱きしめられ、海沙希は絶頂の声を上げた。










「あ……っ!?」

　布団の中でびくりと身体が跳はねた時、意識が現実へと引き戻もどされたのを知った。海沙希ははあはあと息を喘がせながら、しばらく呆ぼう然ぜんとしたように天てん井じようを眺める。やがて暗くら闇やみに目が慣れ、そこが旅館の一室だと思い出した。そうだ、自分は都会から逃にげてきたのだ。東京から遠く離はなれたこの島に。

「……くそ……」

　海沙希は上体を起こすと、前まえ髪がみをかき上げて大きく息を吐はき出す。小さな悪態が、思わず口から出た。

　環かん境きようが変わればこんな夢も見なくなるのではないかと思っていたのに。

　甘かった。淫夢は海沙希を追いかけてきて、無意識の中で肉体を犯していく。夢から覚めたというのに、まだ身体が熱く、脈打っていた。脚の間には甘い疼うずきが広がっている。夢は次し第だいに現実へと浸しん食しよくしていっているようだった。以前までは目が覚めてしまえばどうということはなかったのに、次第に現実の身体も反応しはじめている。我が慢まんできずに、そのままベッドの中で自じ慰いをしてしまった事も一度や二度ではなかった。

　────どうしてこんな夢を見るんだろう。

　見知らぬ同性に、何度も何度も犯される夢。もしや自分は欲よつ求きゆう不満なのではないだろうかと、ずいぶん悩なやんだりもした。けれど海沙希は普ふ段だんそんな願望を抱いたことなどない。断じて。

「────…」

　夢の影えい響きようか、身体が妙みように火ほ照てっていた。このままだとまた布団の中でよからぬことをしてしまいそうで、思い切って寝ね床どこから出る。せっかく東京を抜け出してこんな遠くまで来たのに、同じことをしていたんじゃ意味がない。そう思った。

　宿のすぐそばには海があった。波の音を頼りに、海沙希は一人夜の中を歩く。ぽつぽつと灯ともる外灯の明かりが申し訳のように道を照らしていた。やがて波が打ち付けている壁かべの側そばまで来た海沙希は、暗い水面みなもを恐おそる恐る覗のぞき込む。高さは五メートルほどだろうか。壁に沿って設置されたブロックに当たる波が小さく砕けては飛ひ沫まつになる。

　夜の海は少し怖こわかったが、その夜は月が明るく、きらきらとした光が海を照らしていた。

（綺き麗れいだ）

　優しく吹ふき付けてくる風が火照った肌を冷やしてくれる。海沙希は深呼吸するように大きく息を吐き、壁かべ際ぎわに座って足を下ろした。

　見上げる月は東京で見るものと同じものなのに、まるで別の世界に来たように感じる。

　────なんでこんなことになったんだろう。

　別に、この世界でトップに立ってやろうとか、そんなことを考えたつもりはなかった。ただ与えられた役はどれも演じるのが楽しくて、このままずっとこの仕事をしていけたら、と願っていただけだった。それなのに、誰だれかが海沙希を疎うとましく思っていた。事務所の人達は、まるで海沙希に罪があるように言う。この世界でやっていくのなら、隙すきを見せてはいけなかったのだと。

　────隙ってなんだろう。

　ただ真面目まじめに一いつ生しよう懸けん命めいやってきただけではいけなかったというのだろうか。

　結局、芸能界という所は、自分のような人間はいてはいけなかったということか。

「未練なんかないって思ってたんだけどなあ……」

　居場所ができたと思っていたのに、あっという間に追い出されてしまった。これから自分は、どんなふうに生きていけばいいのだろう。

　誰が海沙希に、役割を与あたえてくれるのだろう。

「────」

　やりきれない、何度目かのため息をついた時だった。

「ぼんやりしてると、波にさらわれちまうぞ」

「……っ」

　ふいに後ろからかけられた声に、海沙希は飛び上がりそうになるほど驚おどろいてしまう。あわてて振ふり返ると、そこに一人の男が立っていた。

「その下はけっこう深いんだ。落ちたらあっという間に持ってかれちまう」

　月にかかった雲が動いて、男の姿を照らし出す。その顔を見たとき、海沙希は思わず息を吞のんだ。

　────夢の男だ。

　つい先ほども見た、淫夢の中で一人だけ覚えている顔。

　男は背が高く、均整のとれた鍛きたえられた肉体をしていた。洗いざらしの、こざっぱりとしたＴシャツの上から、実践的な筋肉の形がわかる。芸能界にいる男達のような、ジムで造り上げた身体からだではない。この島で、海で生きるための強い肉体だった。　>>>♥

「眠ねむれないのか？　この島じゃ夜通しやってる店なんてないからなあ」

　男は海沙希の隣となりに腰を下ろす。それは警けい戒かいを感じさせない、ごく自然な動作だった。けれど海沙希は、違ちがう意味で身体を強こわばらせてしまう。

「────悪い悪い。びっくりさせちまったな」

　彼は笑いながら謝ってきた。

「俺はこの島のもんなんだけど、なんだかあんたがちょっとしんどそうな感じだったからさ。つい心配になって声かけちまった」

「……飛び込んだりなんかしませんよ」

　自殺志願者だと間ま違ちがえられたことに苦く笑しようする。隣に座る男の顔を海沙希はちらりと盗ぬすみ見た。荒削りだが、色気のある端たん整せいな顔。意志の強そうな目元は、今は穏おだやかに前を見ていた。

「ちょっと目が覚めてしまったんで、風に当たっていただけです」

「そうか」

　月明かりしかないからか、彼は海沙希が芸能人だとは気づかないようだった。もっとも、海沙希のことを知らない可能性もある。海沙希はあまりバラエティなどには出ていなかったし、テレビや映画を見ない生活を送っていれば目にとまることもないだろう。海沙希はかえってそのほうが気が楽だった。

「けど、あんまり夜に一人でこんなとこに座っていると危ないぞ。クレナイ様に連れていかれちまうかもしれん」

「クレナイ様？」

「この島の守り神だ。女の神様だから、綺麗な男が大好きなんだよ。あんたみたいに」

　男がふいにこちらを向いて口の端はしを引き上げたので、海沙希は思わずどきりとした。海風に当たってせっかく静まりかけていた身体の熱が、また上がりそうになる。

「いつ来たんだ？」

「今日の昼頃ごろです」

「そっか。何もないところだけど、よく来たな」

「そんなことないですよ。食事もおいしいし、海も、空も綺麗じゃないですか」

　男の声は深くて低くて、どこか甘かった。こちらの胸の中にするすると入ってくるような響ひびきをしている。鼓こ動どうは相変わらず高鳴ってはいたが、なんだか安心できるような心ここ地ちもした。不思議な感じだ。

「そう言ってくれると嬉うれしいな」

　男のわずかに下がり気味の目め尻じりが、人ひと懐なつっこく緩ゆるむ。そんな表情をすると更さらに色気が増して、海沙希の身体の奥が熱くなった。

　────なんだよ、俺、初めて会った人相手に。

　夢の中で見たことがあるとはいえ、彼とは現実では初対面だ。それなのにこんなに意識してしまうのは、きっと夢の中であんなことをしていたからだろう。

（それとも、関係があるんだろうか）

　夢の中と同じ顔をした男が、今目の前にいることに。

「あんた、暇ひましてんなら、明日あした俺んちに来ないか。うまい魚ごちそうするぜ」

「いいんですか」

　海沙希は男の誘さそいを素す直なおに嬉しいと思ってしまった。この男と、もっと一いつ緒しよにいたい。その声を聞いていたいという気持ちが自分の中にあることに気づく。おそらく人ひと恋こいしいのだろう。東京を出てから、店の人以外とはほとんど人とまともに話していない。誰かと一緒にいたいのだ。不安で寂さびしいから。

　夢のことは気になるが、何か意味があるのなら知りたいと思った。物心ついた時から持っていた石の人形が、この島のものであるというのなら尚なお更さら。

「なんか、ほっとけないからな、あんた。名前は？」

「吉井────海沙希です」

　海沙希は本名で芸能活動をしていた。名乗った時に、もしや気づかれるかもしれないと思ったが、彼は別段気にしたふうもなく、綺麗な名前だと褒ほめてくれた。

「俺は小お埜の瀬せだ。小埜瀬榛はる真ま」

「小埜瀬さん」

「榛真でいいぜ。俺も海沙希って呼ぶ」

　いいだろ？　と聞かれて、海沙希は一も二もなく頷うなずく。なんだか距きよ離りが縮まったような気がして嬉しかった。そんなに人との関かかわりに飢うえていたのかと我ながら驚くが、きっと誰でもいいわけではない。海沙希は本来、孤こ独どくには強いはずだからだ。子供の頃ころから独りだったから。

　海沙希は榛真と連れん絡らく先を交こう換かんし、住所を教えてもらった。こちらは逗とう留りゆうしている宿の名を告げる。

「送っていくよ」

「平気ですよ。女の子じゃないんだから」

「関係ねえよ────。この島では」

　その時の榛真のふいに真顔になった表情に、海沙希の夢の中での凌りよう辱じよくが重なった。はっとなって息を吞むと、口元に笑えみを取り戻もどした榛真が行こう、と促うながす。

　月が照らす暗い砂じや利り道を、二人はほとんど何も話さずに歩いていった。それでも海沙希は不思議と気まずさを感じない。普ふ通つうは出会ったばかりだと、沈ちん黙もくが気になってしまうものなのに。

　沈黙と共に歩くのは、どこか心地よかった。穏やかな波にたゆたっているような感じがした。

　自分よりも高い位置に彼の肩かたがある。海沙希をそれを、幾いく度どもそうっと盗み見た。

「じゃあな」

　海にほど近い宿には、あっという間に辿たどり着いてしまう。

「ありがとうございました」

　名残なごり惜おしさを隠かくして海沙希が頭を下げると、榛真は首を振った。

「ぜんぜんお安いご用さ。じゃあな。ちゃんと寝ねろよ。────おやすみ」

「おやすみなさい」

　軽く手を上げて去って行く榛真の、広い背中を見送る。

　びゅう、と海から風が吹ふいてきた。ぶるりと肩を震ふるわせた海沙希は、踵きびすを返して宿の中に戻る。

　建物の中の暗くら闇やみは、外よりももっと闇が濃こいように思えた。










　次の日の約束は、午後四時だった。

　海沙希は朝から手持ち無ぶ沙さ汰たで、島の中をうろうろと歩く。宿にいてもよかったのだが、掃そう除じをするからと追い出されてしまった。

「時間まで何してよう」

　釣つりもダイビングもやらない身としては、この島の中でできることは限られている。

　榛真と会うのが待ち遠しい。そんな心持ちでいたので、時間が過ぎるのがよけいに遅おそく感じられた。

　それでもようやく昼時になり、海沙希は昼食をとるために昨日の食堂の暖簾のれんをくぐった。中は相変わらず、さほど混こんではいない。海沙希は昨日頼たのんだのとは別の定食を注文して、ぼんやりとテレビを見ていた。チャンネルは再放送のドラマを映していて、海沙希に関する報道が流れる心配がないのでほっとした。

「────でよ、どうなってるんだよ」

　店の主人が客の一人と話している声が聞こえてくる。

「クレナイ様のお勤め、もうすぐ終わるんだろ」

「早く次を見つけないとな」

　────クレナイ様？

　クレナイとは暮名井島というこの島のことだろう。だが、なんだろう。これと同じ言葉を昨夜聞いたことがあるような気がする。

『────クレナイ様に連れていかれちまうかもしれん』

（あ、榛真さんが言っていたやつか）

　確か、この島の守り神というやつだ。

「なあに、大だい丈じよう夫ぶだ。もう目星はつけてあるだろうよ」

　お勤め。次の目星。祭りか何かの役回りだろうか。この島の人達は、独自の風習を守っていると聞いたことがある。海沙希がちらりと店の主人に視線を投げると、彼らはそそくさと離はなれていった。

　食事を終えた海沙希は、海の方へと歩いていった。砂場を通り過ぎ、岩場へと歩いて行く。その時誰だれかの声が聞こえたような気がして、何の気なしに岩の陰かげから顔を出した。

「────っ」

　その瞬しゆん間かんに驚おどろきの声を上げてしまいそうになって、思わず息を吞のむ。そこで繰くり広げられている光景にカアッと顔が熱くなり、心臓が跳はねる。それでもどういうわけか、そこから目を離すことができなかった。

「あ、あ…はっ、い、いい……っ！」

　大きな岩の側そばに、三人の男がいる。一人の青年が、もう二人の男達に犯おかされていた。彼は岩にもたれかかった男のもので背後から突つき上げられているらしく、細くしなやかな肢し体たいが明るい太陽のもとであやしくくねっていた。

「郁いく斗と……郁斗、気持ちいいか…？」

「ん、あぁ…んっ、おっきぃ…っ、きもちいいよ…っ」

「よしよし。舌を吸ってやろうな。ほら、口を開けろ」

「あ、ふ、うぅうんっ……」

　もう一人の男が郁斗と呼ばれた青年の顎あごを摑つかみ、顔を近づける。彼はすぐにそのピンク色の舌を突き出し、男と濃のう厚こうに舌を絡からませ始めた。郁斗の表情には恍こう惚こつの色が浮うかんでいる。背後から衣服をたくし上げられ、ぷつんと勃たち上がった胸の突とつ起きを弄いじくり回されて、たまらないように身体からだを反らした。

（乱暴────されてる？　いや……）

　郁斗の様子には、少しも嫌いやがっている素そ振ぶりがない。二人の男達に犯され、愛あい撫ぶされて、その行こう為いを心から愉たのしんでいるようにも見えた。

「すげえなあ。ガッチガッチじゃねえか」

「ああああっ」

　下か肢しの衣服も膝ひざまで下げられ、無防備な下半身が陽ひの下に露あらわになる。その股こ間かんの屹きつ立りつを男に握にぎられ、擦こすられて、彼は一ひと際きわ高い喜き悦えつの声を上げた。郁斗の下腹には刺いれ青ずみのような紋もん様ようが刻まれていて、その紋様が彼が喘あえぐ度たびにまるで生き物のように蠢うごめく。

「────…っ」

　海沙希は気がつくとそこから逃にげ出していた。岩場を抜ぬけ、砂すな浜はまに足を取られそうになりながら、一刻も早くそこから離れようと走る。

（なんだ、あれ────あんな）

　海沙希はあの青年に見覚えがあった。昨日、食堂へ行く時に道ですれ違ちがった彼だ。この島の人間にしては妙みように垢あか抜ぬけているように見えたので、観光客かもしれないと思ったのを覚えている。

　海が完全に見えない場所まで走って、そこで海沙希はようやく足を止めた。

「……びっくりした」

　海沙希は今見たものを頭から追い出そうと、ふるふると首を振ふる。他人の、あんなにあからさまな姿を見たのは初めてだった。それも、複数を相手にして。

　────きっと、島に来て開放的になっているんだろう。

　あまり深く考えることじゃない。忘れよう。

　そう決めた海沙希は、努めて忘れようとして、彼らのことをあまり考えないようにした。










　榛真の家は、島の東側にあった。そこは住宅が点在しており、高台に向かう途と中ちゆうの坂道に立派な日本家屋が建っている。表札を見て小埜瀬の名をそこに確かめ、海沙希はチャイムを押した。

「よう」

　彼はすぐに出てきた。昨夜と変わらず人好きのする表情で海沙希に笑いかける榛真に、思わずほっとしてしまう。

「……こんにちは。昨夜はありがとうございました」

「ああ、いいって。上がれよ」

　促うながされて、海沙希は榛真の家に上がった。

　大きな家だが、生活感があまりない。あたりはしんとしていてどこか空気が冷たかった。

「ご家族は？」

「いねえよ。俺一人で住んでる」

　そう答えられて海沙希は驚く。では、独身なのだろうか。彼ほどの魅み力りよく的な男だったら、結けつ婚こん相手には不自由はしなさそうなのだが。だが人には事情というものがあり、これ以上の詮せん索さくをするのは憚はばかられた。

　通されたのは十畳じようほどの居間で、部屋の中には中央に黒い卓ちや袱ぶ台だいと、壁かべ際ぎわに細工が施ほどこされた簞たん笥すが置かれていた。畳たたみに敷しかれたラグは濃いブルーであり、どこかモダンな印象を受ける。

「適当に座ってくれよ。今、俺が釣った魚を出してやる」

「ありがとうございます」

「……それさ」

　海沙希が礼を言うと、榛真は肩かたを竦すくめるように苦く笑しようした。

「そんな堅かた苦くるしくしゃべらないで、友達と話すようにしてくれよ」

「……けど、榛真さんは年上でしょう？」

「海沙希は幾いくつなんだ？」

「二十一です」

「まあ、十四違いか……」

　ばつが悪そうに髪かみをかき回す榛真がなんだかおかしくて、海沙希は思わず笑いを漏もらす。

「けどまあ、別にいいだろ？　会社の上司でも、うるさい親しん戚せきでもないんだからよ。……っていうか」

　榛真はそこで少しだけ声を抑おさえて言った。

「島に来た可愛かわいい男と楽しい夜を過ごすんだから、もっと砕くだけてもらいたいな、俺は」

「────え」

　その言葉と口調がなんだか、海沙希を口説こうとしているように聞こえてしまって、そんなはずはないのにと思わず彼を見上げる。一いつ瞬しゆん息を止めてしまうと、榛真はそんな空気を壊こわすように、酒を持ってくる、と部屋から出ていった。

　────意識しすぎだ。

　一人になった海沙希は、詰つめていた息を大きく吐はき出す。

　彼が言ったのはそんな意味じゃない。だいたい、あれくらいでどうしてこんなに焦あせってしまうんだ。芸能界にいた時には、もっとあからさまな言葉をかけられた時だってあったのに。

　昨夜出会ったばかりの男にどぎまぎしているのは、自分のほうじゃないかとすら思う。榛真はきっと、観光で来た海沙希をほんの好意で誘さそってくれただけなのだ。

「お待たせ」

　ほどなくして彼は大きな盆ぼんと共に、料理や酒を持ってきてくれた。戸はどうやら足で開けたようだ。

　卓たくの上に並べられた刺さし身みや煮に物もの、焼き魚は、素そ朴ぼくだがどれもおいしそうだった。

「遠えん慮りよしないで食えよ。男の料理丸出しだがな」

「すごい、旅館のよりおいしそう」

「酒もいける口だろ？　島の地酒もうまいぜ」

　心づくしの持てなしに、海沙希の胸があたたかいもので満ちた。会ったばかりの自分にここまでしてくれる。それがただの好意でも純じゆん粋すいに嬉うれしい。

　そこまで思って、海沙希は自分が榛真に特別な感情を持っていることに気づいた。

　俺のほうが尻しり軽がるじゃないか。少し優やさしくされただけで。

　きっと弱っている時だったからだ。それは確かに、この人は魅力的ではあるけれど。

　榛真は確かに整った顔立ちをしているが、芸能界でイケメン俳優と呼ばれている男達にはない、雄お々おしい生命力のようなものを感じた。いや、そうじゃない、もっと荒あら々あらしい。

（なんだろう────獣けものっぽい、みたいな。野性的？）

「どうした？　さっきから俺のことじっと見て」

「あ────あ、ごめんなさい！」

　にやにやと笑いながら、からかうように言われて、海沙希はあわてて酒の入ったグラスを口に運ぶ。まろやかなそれは飲みやすくて、するすると喉のどを流れていった。すぐに酔よってしまいそうだ。

「俺に興味があるなら、なんでも聞いていいぞ？」

「……ええと、榛真さんは何してる人なの？」

「仕事か。今は俺だけになっちまったが、もともとこの家は島で割と幅はばをきかせていた家系なんだ。だからあちこちの土地の管理とかをしてる。漁にも出るぜ」

　つまりこの辺りの有力者の家ということか。一人暮らしなのに、家が古くて立派なわけがわかった。

「お前は？」

「────俺は……」

　海沙希は一瞬、彼に噓うそをつこうかと迷った。自意識過か剰じようかもしれないが、芸能人をやっていたと知れたら、何か変なふうに誤解されてしまうかもしれない。けれど海沙希のそんな逡しゆん巡じゆんよりも先に、榛真は直接的に訊たずねてきた。

「テレビとか出てるだろ」

「……う、ん」

　否定することもできなくて、思わず素す直なおに肯こう定ていしてしまう。

「あの、でも、出てたっていうか……。多分、もうあの仕事には戻もどれない」

「スキャンダルがどうとかってやつか。けど、あれ多分噓なんだろ？」

　海沙希は息を吞のんだ。彼が海沙希のスキャンダル報道を知っていたという驚おどろきもあるが、榛真は何の含ふくみもなしにあれが事実ではないということを指し摘てきした。

「……な、なんで……？　いや、あれ、もちろん本当のことじゃないけど、でも」

「なんでって、そういうことするタイプには見えなかったからな」

　あまりにさらりと告げられたので、海沙希はかえって混乱してしまった。気持ちを落ち着かせるように、自分の髪をかき上げる。

　初めてだった。

　しがらみとかそういうものを抜ぬいて、あれを噓だと見み抜ぬいて、面と向かって否定してくれた人は榛真以外にいなかった。嵌はめられたのだと理解してくれた人はいたが、厄やつ介かい事に巻き込まれたものだと、まるでミスをした部下を見るような目で見られていた。

「本当に？　信じてくれてる？」

「俺には芸能界のことなんてよくわからねえけど、お前が一人で逃にげるみたいにこの島に来たってことは、そういうことなんだろ」

　榛真の答えに、海沙希の肩の力が抜けた。これまでずっとどこかで気を張っていたので、一気にそれが緩ゆるんでしまったようだった。

「……俺、親とかいなくて、施し設せつで育ったんだ」

　彼になら話してもいいかもしれない。自分のことを。

　榛真に自分のことを知って欲しくて、海沙希は自分がどういういきさつで役者の仕事をするようになったのかを、ぽつりぽつりと話した。それほど饒じよう舌ぜつなほうではないので、台本がないからうまく話せたかはわからない。おそらく、要領を得ないところもあったと思う。けれども彼は、一度も横やりを入れず、時折相づちを打ちながらただ静かに聞いていた。

「芝しば居いをするのは好きだった。色んな人になれて、その人の人生を自分も一いつ緒しよに生きているような感じがしたし」

「俺、いくつかお前の出てるやつ見たことあるぜ」

「────ほんとに？」

「ああ、あの、『不知火しらぬいの森』ってやつが一番好きだった」

　それは小説を実写映画化した作品で、不思議な言い伝えのある村に纏まつわる伝でん奇き的な作品だった。海沙希はその中で、物の怪けに取り憑つかれる旧家の息むす子この役を演じている。

「静かなのに鬼き気き迫せまるって感じの芝居がすごかったな。あと、綺き麗れいだった」

「あ────ありがとう」

　褒ほめられて照れくさくなって、海沙希は顔を熱くした。実際、あの役はどう演じようか自分でも悩なやんだのだが、カメラの前に立つと不思議と自然に振ふる舞まうことができた。自分でも密ひそかに気に入っている作品だったのだ。

「最初は、俺なんかが役者に……って思ってたけど、あれで少し自信がついたんだ」

　それなのに、追いつめられ、自らすべてを捨てるようにして出てきてしまった。

「生き馬の目を抜くような世界だ。それはわかってたんだ。俺は結局、負けたんだと思う」

　すべては自分が招いたこと。必死で努力してきたつもりだったが、それだけでは駄だ目めだったのだ。海沙希はもっと、生き残るために、自分の身を守る知ち恵えを絞しぼらねばならなかった。

「負けたんだ」

　自分に言い聞かせるように呟つぶやくと、目の縁ふちからぽろりと雫しずくが零こぼれて頰ほおを伝う。その感かん触しよくに海沙希はあわててそれを拭ぬぐった。同情をひいているようで、自分がなんだかあざとく思えてしまう。

「ごめん、なんか……俺、みっともないな」

　諦あきらめようとして、うまく諦められたつもりでいたのに、本当は全然そんなことはなかったことに気づく。やっと自分の居場所を見つけられたと思ったのに。俺はこれから、どこで生きていけばいいのだろう。

「今いま更さら泣いたって仕方がないのにな」

　笑おうとしたが、うまくできなかった。演じることは、得意だったはずなのに。きっと酔っているからだ。だから感情のコントロールがうまくできない。そう言おうとした時、それまで黙だまって聞いていたはずの榛真に、突とつ然ぜんその胸に引き寄せられた。

「我が慢まんすることはねえよ」

　熱い胸と強い腕うでに包まれて、思わず息を吞む。

「お前はよくやった。負けたからって、恥はじることはねえ」

「……っ」

　ぐっ、と喉が詰つまった。胸から喉のど元もとに熱いものがこみ上げてきて、海沙希は次の瞬しゆん間かん、それまで押し留とどめていたものを解放するように、彼の腕の中で泣き声を上げる。

（どうかしている。昨日会ったばかりの人に）

　けれど、この腕はどこか懐なつかしかった。母の記き憶おくすらもたない海沙希の身体からだが、この体温は安心できると訴うつたえている。

「お前ががんばったことを、知っている奴やつはきっといる」

「……ん、うん……うん」

　後から後からあふれてくる涙なみだを拭いながら、海沙希は榛真の言葉にこくこくと頷うなずいた。彼はその腕で海沙希をぎゅうっと抱だきしめてくるので、ますます上体が密着して熱が伝わってくる。榛真の体温に侵しん食しよくされていくごとに、頭がくらくらとした。こんなに他人と身体を重ね合わせたことなど、これまでにない。女優と演じるシーンにすら、これほどのものはなかった。

「────海沙希」

「っ、え、────」

　榛真の大きな手で顎あごを持ち上げられ、上を向かされる。涙に濡ぬれた視界の中に彼の顔が映ったと思った途と端たん、唇くちびるがやはり熱いもので塞ふさがれた。

「────」

　一いつ瞬しゆん何が起きたのかわからなかった。けれどぬるりとした肉厚のものが口の中に侵しん入にゆうしてきて、口こう腔こうの粘ねん膜まくをぞろりと舐なめ上げてきた時、背筋に感じたことのない震ふるえが走る。

　口づけられている。

　やっとそれを認にん識しきした時、海沙希の頭は真っ白になった。

「んっ、んっ……！」

　どうしてこんなことになっているのかわからず、条件反射で身体が彼を押し留めようとする。けれどそれは、嫌けん悪おからというよりは、何が起こっているのか確認したいため、という衝しよう動どうのほうが強かった。だが海沙希がもがけばもがくほど、ますます榛真の腕の中に閉じ込められてしまう。彼の口づけは決して乱暴ではなかったが、ひどく淫みだらで、海沙希は舌を吸われる度たびにひくひくと腰こしが震えてしまうのを感じていた。

「……っふ、ぁ……んっ」

「可愛かわいいな……ああ…やべえ」

　体重をかけられ、畳たたみの上に押し倒たおされてしまい、海沙希の逃げ場はますますなくなる。けれども頭の芯しんがぼうっとし始めてしまって、もうそんな危機意識はあまりなくなってしまった。どうにでもなれ、という思いがあったのかもしれない。

「口、ちょっと開けて……、舌出してくれ」

「ん、ん……」

　榛真の指示に素す直なおに従って舌を突つき出すようにすると、すぐに彼のそれが絡からまってきた。ぴちゃぴちゃという、聞いたことのないような淫らな音が響ひびいてきて、海沙希の興奮を煽あおる。

「ふ、ん────…っ」

　下半身が重なりあって、布地越ごしに中心が触ふれている。榛真がその部分を刺し激げきするように腰を動かしてきて、海沙希の下か肢しにあやしい刺激が走った。そこまでされるとさすがに我に返るが、身体に力がまったく入らない。

「あ……や、あっ…」

「……抱だいていいか？」

　耳元で低い声で囁ささやかれて、びくりと背中が跳はねた。

「初めて見た時から、可愛くてたまらねえって思ってた……。誘さそったのも、下心が満まん載さいだったからだ」

「で、でも、俺……」

「行くとこがないなら、この島にいろよ。俺のとこに」

　榛真の手がシャツをめくり、素す肌はだに触れてくる。火のように熱い感触に、びくびくと肌はだが震えた。けれどそれ以上に、海沙希は彼のその言葉に感情を揺ゆさぶられてしまう。居場所を与あたえてくれるというのか。何もかも失った自分に。

「……っほん、きで、言ってる……？」

「もちろんだ。毎日俺の作ったメシ食って、一緒に朝と夜を迎むかえて、そんでセックスしようぜ」

　海沙希は頰を朱しゆに染めながら、あまりに直ちよく截せつな言葉に思わず吹ふき出してしまった。

「会ったばかりなのに……？」

「関係ねえよ」

　本気にしては駄目だと、わずかに残った理性が訴えている。けれどそれが噓うそだとしても、今一時身を任せるのに、何の不都合があるのだろうか。海沙希にはもう、失うものは何もない。

「楽しそうだな、それ」

「ああ」

「けど俺……、こういうこと、初めてなんだけど」

　それを言うと、榛真は少し驚おどろいたように瞠どう目もくした。

「マジかよ。処女？」

「芸能人だからって、遊んでいると思ったか？」

　少し睨にらむように見上げると、彼は苦く笑しようして首を横に振る。

「いや────けど、お前みたいな綺き麗れいなやつ、誰だれもほっとかないと思ったから」

　そう言われて喉のどがぐっ、と詰まった。確かに、これまでそういった誘いは何度かあった。けれど海沙希は、これまでどんなに寂さびしくとも、誰とも触れ合おうとはしなかったのだ。

「じゃあ、お前の初めての男にしてくれるか？」

「……いいよ」

　消え入りそうに小さな声で答えると、大きな手が海沙希の少し長めの髪かみをかき上げる。

「お前が、セックスが大好きになるように……めいっぱい気持ちよくしてやるからな」

「んぅ…っ」

　再び唇を塞がれて、海沙希は甘く呻うめいた。榛真の言葉が、その後でどんな意味を持つことになるのか知らないままに。










「そら、ばんざいしろ」

「あっ…」

　場所を移動し、榛真の寝しん室しつに連れてこられた海沙希は、そこでベッドに押し倒された。

　両りよう腕うでを上げられ、その間にＴシャツを脱ぬがされる。すかさず下肢の衣服も引き剝はがされてしまって、海沙希は素すっ裸ぱだかを榛真の目の前に晒さらすことになった。いたたまれなさに横を向いていると、彼の視線が身体中を這はい回る。

「きれいな身体だな」

　薄うすく筋肉が載のったなめらかな胸から引き締まった下腹へと掌てのひらを這わされると、ぞくぞくするような感じが込み上げてきた。

（これから男に抱かれるんだ）

　未経験の事実を前に怯ひるみそうになっている海沙希に、榛真はリラックスさせるように何度も口づけてくる。

「大だい丈じよう夫ぶだ。何も怖こわいことはねえよ。力を抜ぬいていろ」

「ん……」

　言われた通りに身体の力を抜き、目を閉じていると、榛真の唇と指が耳から首筋を愛あい撫ぶしてきた。熱い掌が胸むな元もとを這い回る感覚に、少しずつ息が乱れてくる。彼の掌が胸の突とつ起きに触れる度に、ぴくぴくと背中が浮うき上がった。

「あ、あ」

「硬かたくなってきたな……。気持ちいいか？」

　答えられずに目を伏ふせていると、ふいにその突起を指先で摘つまみ上げられる。そのままくりくりと捏こねられた時、胸の先と腰の奥からびりびりする刺激が込み上げてきた。

「んぅううっ」

　これまで感じたことのない快感に、思わず声を上げてしまう。そこがそんなに感じる場所だなんて、海沙希はまったく知らなかった。

「乳ち首くび責めでイかせてやるからな」

「な、あ、あ…っ、ああっ」

　刺激で尖とがった突起に、ぬるりとした感かん触しよくを与えられる。榛真がそこに口をつけ、舌先で嬲なぶり始めたのだ。舐め転がされると、むず痒がゆいような、くすぐったいような刺激が襲おそってくる。

「は、あぁ、…変な、感じ、する…っ」

「そのまま気持ちよくなってろ。今にここがたまらなくなってくるから」

　脚あしの間を榛真の膝ひざで押し上げられ、そこに走る快感に海沙希はああっ、と声を上げた。

　海沙希の乳首は彼に吸われ、しゃぶられて、次し第だいにじんじんとした疼うずきを身に纏まとう。胸の先から甘い痺しびれが生まれて、それが全身に広がっていくようだった。

「く、んっ」

「声、殺すなよ……。感じてきたろ？」

「な…なんでそんな、いやらしいことばっかり、言う…っ」

　それを言うなら、どうして自分が昨日会ったばかりの男とこんなことをしているのか、そのことから指し摘てきされなければならないだろう。けれど、自分でもよくわからない。『そうしたかったから』という理由が、きっと一番近い。初めてのことで戸と惑まどいつつも、海沙希は彼との行こう為いに興味があった。この、わけもわからずに自分を惹ひきつける男と、肉体を繫つなげてみたい。

　だが、恥はずかしいものは恥ずかしいのだ。

「エロいこと言われると、興奮するだろ？」

「ああっ」

　乳首を軽く嚙かまれ、もう片方はぐりぐりと押し潰つぶすように刺激されて、体内を電気が流れるような感覚が走った。弄いじられているのは胸なのに、股こ間かんがずくずくと脈打つ。それから下腹の奥のほうからも、これまで感じたことのない妙みような疼きを覚えた。何か、そこを思うさま硬いものでかき回して欲しいような。

「すげえ敏びん感かんだな。可愛かわいい────」

「は、あ…ぁあっ、そ、んなに、された…らっ」　>>>♥

　胸の突起が、こんなに感じるものだとは思わなかった。痛いほどに尖った乳首は、榛真の舌や指でのいたぶりに赤く膨ふくれ、刺激される度たびにこらえきれない快感でもって海沙希を責め立てる。まだ触れてもらえない股間のものがもどかしくて、自然と腰こしが動いた。膝が開いていき、はしたなく尻しりが浮き上がる。

「こ…こんな、あっ、あっ」

　左右の突起を交代で口に含ふくまれ、空いたほうは指先で嬲られた。次第に腰の奥からたまらない熱が込み上げてくる。乳首と性器が直接繫がったように気持ちよくなり、張りつめた先せん端たんからは透とう明めいな愛液がとろとろと零こぼれていった。

「ほら、ここもこんなにおっ勃たてて。もうすぐイけるぞ」

「は、あっ、や…だ、そんな、とこで…っ、んっ、うっ、あっ、あ────…っ」

　乳首で快感が弾はじけたと思った瞬しゆん間かん、それがもの凄すごい勢いで身体からだ中に広がっていく。初めての強い刺し激げきに、海沙希は背中を大きく浮かせてびくびくとわなないた。脚の間の屹きつ立りつからは白しろ蜜みつが弾けたが、触ふれられていないためかあまりに切なくて高い声が漏もれてしまう。

「あぁあっ、ああっ」

「ああ────、すごく、やらしいな」

　どこか上うわ擦ずった声で、感かん嘆たんしたように榛真が呟つぶやく。海沙希は頭の中が混乱しきってしまい、喘あえぐような呼吸を繰くり返しながらただ身体を震ふるわせているしかなかった。それなのに、他人による初めての絶頂がまだおさまらない中、濡ぬれた屹立を突とつ然ぜん口に咥くわえられ、海沙希は快楽の悲鳴を上げる。

「あぁあぁっ」

　乳首にだけ快感を与えられ、極きわめはしたものの肝かん心じんな場所には決定的な刺激は与えられていなかった。そのために海沙希の肉体は、未いまだこれ以上はないというところまで高まったままなのだ。そんな時に、最も直接的に快感を得られるものを口こう淫いんされてしまってはたまったものではない。

「ひ、あ…ぁっ、はぁ、んんあぁ、くぅぅ……っ」

　自分の身体が今どうなっているのかよくわからない。けれど凄すさまじい快感の塊かたまりが全身を駆かけ巡めぐっているということだけは理解できた。肉体の中で一番無防備な器官を口の中でしゃぶられ、吸われている。ねっとりと舌が絡からみついてきた時には、気持ちよさに頭がどうにかなるのではないかと思うほどだった。

「あ、はぁ、や、い…いぃ、ああぁあ」

　海沙希はひとたまりもなく絶頂に押し上げられ、榛真の口の中に精を放ってしまう。いけない、と思ったがどうしても我が慢まんができず、シーツから腰を浮かせてがくがくと下か肢しをわななかせた。

「あ、ぁ…あ、あ────…」

　榛真の喉が上下に動く。彼は海沙希が放ったものを飲み下してしまったのだ。羞しゆう恥ちといたたまれなさで、目め尻じりに涙なみだが滲にじむ。

「……の、んだ…？」

「ああ、いい味だ」

「……馬ば鹿か……！　信じられな……っ」

「いいんだって」

　彼は口元を舌で舐なめると、達したばかりで力の入らない海沙希の脚を今よりも更さらに大きく広げた。枕まくら元もとの物入れから何かを出したかと思うと、何かひやりとしたものが後こう孔こうに塗ぬりつけられる。

「ひあっ」

「冷たいか？　ちょっと我慢してな。すぐに熱くなるから」

　榛真は宥なだめるように言ったが、海沙希はそれどころではなかった。体内に男の指が挿そう入にゆうされ、それが内ない壁へきを探さぐるようにして蠢うごめいている。最初は違い和わ感かんしかなかったのだが、榛真の言う通り、すぐに内奥から熱いものが込み上げてきた。指の腹で媚び肉にくを擦られる度に、下腹がずくずくと痺れる。

「ふ、ぅ…うう…っ」

「よくなってきたろ？」

「な…なに、これ…っ」

　ただの潤じゆん滑かつ油にしては、快感を得るスピードが早すぎた。彼が指を動かす度に、後孔からくちゅくちゅと卑ひ猥わいな音が漏れる。また、腰が動いてしまう。たまらない。

「や、や…め」

「なんでだ。気持ちいいだろ？」

「へ、へん…に、ああっ」

　中で指を曲げるようにされ、ある部分を苛いじめられて、腰こし骨ぼねが痺れるほどの快感を覚えた。たった今吐と精せいしたばかりの股間のものはたちまち張りつめて、再び隆りゆう起きする。それを榛真にすべて見られてしまっているのが恥ずかしくてならなかった。それなのに、興奮している。こんなことをするのは初めてなのに。

「こんなに素す直なおな身体なのに、我慢するこたねえよ」

「んっ、ん…ううっ」

　唇くちびるを重ねられ、また口を犯おかされる。口内の粘ねん膜まくはさっきよりも敏感になっていて、彼が舐め回してくるたびに腰がびくびくと震えた。

「クソッ、可愛いな……。入れちまいたい」

「ん、い、入れたら……、もっと気持ちいい……？」

　理性が熔とけ崩くずれようとしている海沙希は、肉体が望むままの言葉を口にした。素面しらふであれば死んでも言わないような言葉だ。

「そりゃあもちろん。この中には、頭が壊こわれそうになるくらい気持ちよくなる場所がいくつもあるんだ。今からそれを開発してやる」

「あっ、あっ」

　指の腹でどこかを押され、じわっとした愉ゆ悦えつの波が広がり出す。榛真の指はいつの間にか二本に増え、海沙希の肉にく洞どうをかき回すように動いていた。指で中を広げられるようにされると、下腹にきゅううっと疼うずきのようなものが走る。

「あ、あううっ、あっ」

「尻が動き始めてきたな。そら、ここ、気持ちいいだろう」

　くちゅくちゅという音が一ひと際きわ大きくなった。途と端たんに我慢できないほどの刺激が内部から込み上げ、背筋を痺しびれさせていく。

「んんんんっ」

（気持ちいい）

　もっと逞たくましく、凶きよう悪あくなものがここに欲しい。指なんかではなく、圧あつ倒とう的な熱さと質量を持つものでここをかき回されたい。

「……っは、はる…ま…ぁっ」

「んん？」

　彼は優やさしげに答えながら、尚なおも海沙希の中を擦り続けていた。腹の奥がずくずくと収縮する。欲しくて欲しくて仕方がなくて、海沙希はいつしか腰を突つき上げるようにして啜すすり泣いていた。

「これが欲しいのか？」

「あっ」

　ずる、と指が引き抜ぬかれ、その喪そう失しつ感かんに思わず喘いでしまう。けれど榛真が下肢の衣服を寛くつろげ、その中から引きずり出された彼自身が目に入った時、海沙希は無意識に喉のどを上下させていた。

　雄お々おしく聳そびえ立つような男根はまさに凶きよう器きと呼ぶにふさわしい形状と大きさを誇ほこっていて、これで貫つらぬかれたらたちどころに屈くつ服ぷくしてしまうだろう。そんなものが後孔の入り口に押し当てられて、海沙希は自分の肉体が今か今かと挿入を待ちわびるのを感じていた。

「は、はや…く…っ」

「今入れてやる。奥まで…な」

　太い切っ先が、ぐぐっ、と肉にく環わを押し広げる。

「ううっ」

　息が止まりそうな圧あつ迫ぱく感かんに襲おそわれた。けれどそれはすぐに、蕩とろけるほどの快感にとって代わる。

　────入ってくる。

　男が、榛真が這は入いってくる。これまで誰だれにも犯されたことのない身体に。

「……あ、あぁあ────…っ」

　めいっぱい中を広げながら侵しん入にゆうしてくるそれは、熱くて苦しい。けれど海沙希の肉体は、その時どうしようもないほどの快感を得ていた。

（こんなこと、したことないのに、どうして）

　男同士のセックスは、慣れないと抱だかれる側にはある程度の負担がかかるときく。それなのに、今の海沙希にはほとんど苦痛らしきものが見つけられなかった。よほど榛真が手て練だれなのか、さっき使われた潤滑油のようなものに媚び薬やくのような成分があるのか、それとも、海沙希が淫いん乱らんだからか。

「……っ全部、入っちまったな」

　わかるか、と囁ささやいて、榛真が腰こしを揺ゆすってくる。途端に内壁に広がる快感に、海沙希は汗あせに濡ぬれた喉を反らした。

「ああぁっ…、…っ、いっ、ぱい、にっ……」

「そうだ。お前の中を、俺がいっぱいにしてるんだよ」

　唐とう突とつに、嬉うれしい、という感情が胸の中に浮うかび上がってくる。彼は昨夜出会ったばかりの男だ。それなのにこんなふうに何もかもを晒さらし、明け渡わたし、おまけにそんなことを思っている自分を、海沙希は不思議に思っていた。

　榛真は、疲ひ弊へいし、ガチガチに凝こり固まった海沙希の心にするりと入り込んできた。けれど、だからといって、彼に特別な感情を抱いてしまったというのは、少しばかり時じ期き尚しよう早そうのような気がする。

　だが、こういうことは理り屈くつではない、とも思う。何より海沙希の肉体が、それを訴うつたえていた。

「ああぁあああっ」

　ずん、と奥まで突き上げられ、脳天まで走り抜ける快感に、悲鳴じみた嬌きよう声せいを上げる。下腹に付きそうなほどに反り返ったものから白しろ蜜みつがびゅくびゅくと迸ほとばしり出た。一ひと突つきされただけで達してしまったのだ。絶頂の余よ韻いんにわななく身体からだの中を、榛真のものがまた擦こすり上げていく。

「あ、あ、あ、あうう…っ、や、あ、今、イって……」

「中イキした後も続けられると、たまらねえんだろ？　遠えん慮りよせず、何度でもイっていいからな。泣き喚わめいても構わねえ」

「あ、ああ、そんな、ひっ、ひぃんんんうっ」

　収縮する肉洞が、容よう赦しやなくかき回され、擦り上げられ、突き上げられていく。海沙希は力の入らない指でシーツをひっかくようにわし摑づかみながら、榛真のいうまま、何度も極きわめていった。イく度たびに彼のものを締しめつけ、口の端はしから唾だ液えきを滴したたらせて。

「……すごいな、お前……、吸いついて、締め上げてくる。すぐに持ってかれそうだっ……」

　海沙希を犯しながら、榛真もまた、快楽を得ているようだった。囁いてくる声が上擦り、息を荒あらげてのしかかってくる。

「あ、そこ…っ、あ、気持ちいい……っ」

「ここか？」

　快楽を訴えた場所に男根の先せん端たんが当てられ、ぐりぐりと抉えぐられた。

「んんくぅうううっ、あ────っ」

　頭が真っ白になる。よくてたまらない。海沙希は自分が、何か別の生き物へと変へん貌ぼうしていくような感覚を得ていた。途と方ほうもなく淫みだらで放ほう埒らつな存在に。

「────あ」

　絶頂に霞かすむ思考の中、何かが見えたような気がした。光とも、闇やみとも、景色ともつかないそれは、すぐに意識の淵ふちへと沈しずんでいく。

　そして海沙希はそんなことに気を取られている場合ではなかった。何度も海沙希をイかせてきた榛真のそれが、肉洞で一際大きく膨ふくれあがり、もうすぐ精が弾はじけそうに脈打っている。

「出すぞ、一番奥に、たっぷり出すからな────…」

「あ────は…うう、中に、なかに……っ」

　中に出して欲しい、と言いたいのに、呂ろ律れつがうまく回らない。それでも榛真はちゃんとわかったようで、大きな手で乱れた黒くろ髪かみをかき上げてくれた。

「いい子だ────好きだ」

「ん、ア、あ！」

　どくっ、と、内奥に火傷やけどしそうなほどの熱さを感じる。それが媚び肉にくに叩たたきつけられ、濡らされた時、海沙希はこれまでにないほどの充じゆう足そくを感じ、強きよう烈れつな絶頂を全身で味わった。










　遠くから可愛かわいらしい鳥の声が聞こえてくる。それが耳をくすぐり、海沙希は泥どろのような眠ねむりからゆっくりと浮ふ上じようした。目を開けると、視界には見覚えのない天てん井じようが広がっていた。ここはどこだったろうか。確か自分は宿に泊とまっていたはずだが。

「────……」

　身体が石のように気け怠だるくて、動こうとするとギシギシと関節が悲鳴を上げる。

「う……」

　これはいったいどういうことだ。そう思った時、突とつ然ぜん昨夜の記き憶おくが脳のう裏りに蘇よみがえる。

（────俺は、榛真とあんな）

　素面しらふに戻もどった思考で思い返すのは、信じられないほどに常じよう軌きを逸いつした自分の姿だった。まるで行きずりの男と寝ねるように榛真に抱かれ、それも初めてだったにもかかわらずあんな痴ち態たいを繰くり広げてしまった。

（なんであんなことを）

　酔よっていた、とか、つい流されてしまったとか、理由をつければそれなりには出てくる。とにかく今は、この状じよう況きようから脱だつ出しゆつするのが一番だった。

　けれど海沙希が寝ね乱みだれたベッドから抜け出そうとした時、背後からぬっ、と腕うでが伸のびてくる。

「────どこに行く」

「うわっ」

　羽は交がい締じめにされるように捕つかまえられ、海沙希は再び布ふ団とんの中へと引きずり込まれた。目の前には昨夜自分を抱いた男の顔がある。その視線に捕とらえられて、海沙希は目を逸そらすこともできずに硬こう直ちよくして見上げていた。

「────すげえ可愛かったよ」

「や……やめてくれ」

　そんなことを言われると、恥はずかしくていたたまれなくなる。海沙希が腕で顔を覆おおうようにすると、彼はその腕に口づけてきた。

「離はなしたくなくなるな」

「ご…ごめん」

「何がだ？」

「俺、昨夜みたいな、あんな……、どうしてあんなになったのか、わかんなくて……。俺、おかしかったんだ」

　顔が熱い。心臓がどきどきする。恥ずかしさで今にも消えてしまいたかった。

「ぜんぜんおかしくない。最高だった。だから顔を見せてくれ」

「う……」

　腕を摑まれ、やんわりとどけられて、海沙希は渋しぶ々しぶ顔を晒す。

　────ああ。

　朝あさ陽ひの中で見る榛真は、途と轍てつもなくいい男だと思った。こんな男に迫せまられたら抵てい抗こうなんかできるはずがない。そう思ってしまうくらいに。

「やっぱり綺き麗れいだな」

　榛真も海沙希のことをそんなふうに言って、軽く唇くちびるを重ねてきた。それは昨夜何度も吸われて、ぽってりと朱あかくなってしまっている。

「……宿に、戻らないと……」

　このままではまたなし崩くずしになってしまいそうだった。昨夜の、自分の狂きよう乱らんともいえる振ふる舞まいを思い返し、海沙希は自分がひどく自制心の弱い人間なのではないかとさえ思う。これまでこんなことをしたことがなかったからわからなかったが、もしかしたらこの男にたやすく溺おぼれてしまうかもしれない。現に今も、そんな雰ふん囲い気きに吞のまれかかっている。

　けれどそんなふうに戸と惑まどう海沙希に、彼は言った。

「ずっとここにいろよ」

「────」

　榛真は穏おだやかに笑っていたが、冗じよう談だんを言っているふうには見えなかった。

「で…でも」

　会ったばかりだし。

　そんなふうに言いたかったが、海沙希は言葉を吞んだ。会ったばかりの彼と、あんなことをしてしまったのは自分だ。

「……ありがとう」

　それでも、榛真のその言葉は嬉うれしかった。昨夜みたいに、全身で誰だれかに甘えたのは初めてだったような気がする。施し設せつでも、ましてや芸能界では、身も心も預けられる誰かには会えなかった。

「嬉しいけど、今日は戻るよ」

　だからこそ、少し頭を冷やさないといけない。この先、自分がどうしたらいいのかを。

「そうか」

　榛真は少し残念そうな顔をしたが、すぐに人好きのする笑えみを浮うかべて肩かたを竦すくめた。

「振られたか？」

「ち…違ちがう。俺も、正直離れがたいと思ってる……。けど、今まで、こんなふうに、衝しよう動どうにまかせてきたことなんてなかったから」

　まだ、臆おく病びようなのだ、自分は。

　うまく言葉にできないでいると、榛真は上体を起こした。海沙希もおずおずと起き上がり、彼に向き直る。すると、昨夜海沙希を抱だき潰つぶした腕が、優やさしく包み込んできた。

「待ってるから、またエッチなことしような」

「……うん」

　次の約束をすると、なんだかとても安心する。たとえそれが不ふ埒らちなものであってもだ。

「……俺だけのものだったらいいのになあ……」

　肩口に顔を埋うずめながら、榛真が熱い息を吐はいて囁ささやく。所有したいと請こわれるのは、ひどく心ここ地ちのいいものだと思った。










「じゃあ、また」

「ああ────、またな」

　海沙希は榛真の家で朝食を取らせてもらった後、その家を辞した。玄げん関かんを出て空を振り仰あおぐと、海の色を映した青が広がっている。薄うすく延ばしたような雲がところどころにちりばめられ、引きちぎった綿わた菓が子しのようだった。

「……ふう」

　いまだに熱くなっている頰ほおを冷ますように、海沙希は頭を振る。時間を確かめると、まだ午前の十時前だった。まっすぐ宿に戻る気にもならず、海沙希はぶらぶらと島の中を歩く。あまり人と顔を合わせたくない気分だったので、足は自然と山の中へと向かった。きちんと整備されている遊歩道だから、別に危険はないだろう。

　上っていると、遊歩道は片側が崖がけになり、そこには錆さびの浮いた柵さくが取り付けられていた。その様子から、この道がずいぶん昔からあるものだとわかる。緩ゆるやかに弧こを描えがいた角を曲がると、そこに、やはり古ぼけた、木でできた立て札があった。

『紅くれない神社　二百Ｍ』

　紅神社────暮名井島。

　ではこの先には、きっと島の神社があるのだろう。顔を上げると、先のほうに長い階段が見える。両りよう脇わきに木が生おい茂しげっているそれは、どこか神秘的で、空気が冷たく感じられた。海沙希はなんとなく、昨夜あんなことをした自分が行ってはいけないのでは、と思ったが、別段悪いことをしたわけではない。あの時、自分は確かにあの男に情を感じたのだ。だからあれは罪な行こう為いではない。そう自分に言い聞かせるようにして、石でできた階段を上る。風が吹ふいてきて、両側の木の枝がざわざわと音を立てた。まるで、異い邦ほう人じんの海沙希をここに迎むかえ入れるかどうか相談でもしているみたいだ。そんな光景に少し気味の悪さを感じながらも、海沙希の足は上へと目指していった。行かなければならない。どこかでそんな気持ちに押されながら。

　やがて石段を上り終わると、そこはいくつもの神社がそうであるように、開けた場所になっていた。拝はい殿でんの少し手前に、手ちよう水ず舎やがある。

「うわあ……」

　けれど海沙希の目を惹ひきつけたのは、そこから見下ろせる島の風景だった。緑と、空の青と、海の青。それから人々の営みの証あかしである建物。それらが、まるで一枚の絵のように光り輝かがやいている。

　風の色さえ見えるようだった。

　海沙希はしばしそこに佇たたずんで島を見下ろす。深く息を吸い込むと、身体からだの中に冷たく澄すんだ空気が入り込んでいった。

（いい場所だな────）

　島にいる間に、また来てみよう。そんなことを思った時、ふいに今朝の光景を思い出す。

『ずっとここにいろよ』

　冷えたはずの頰がまた熱くなるのを感じた。東京にはもう、おさらく海沙希の居場所はないだろう。それなら榛真とこの島で暮らしてしまうのもいいかもしれない。彼に仕事を教わり、二人で食事を作り、またあの濃のう密みつな夜を過ごす。それはとても魅み力りよく的な案のように思えた。

（けど俺はまだ、あの人のことをよく知らない）

　榛真だって、海沙希のことはよく知らないだろう。彼が見ていたのは、役を通した虚きよ像ぞうの自分だけだ。

　わかっている。だけど、どうしようもなくあの男に惹かれている。

　それがあの強きよう烈れつな体験によるものだったとしても、海沙希は今のこの気持ちをごまかすことは難しいだろうと思った。

「────抱いてもらった？」

　その時、急に後ろから声が聞こえて、海沙希の意識は物思いから急に引き戻もどされる。はっとして振り返った時、反対側の鉄の柵によりかかるようにして、一人の青年がこちらを見ているのが目に入った。濃こい紺こん色いろのシャツとデニムを着て、茶色がかった髪かみを風に嬲なぶらせている。

（どこかで見た）

　青年は海沙希の記き憶おくの中にいた。この島に来た時にすれ違ったのと、それから海辺で男達と情交を繰くり広げていた。

「昨夜、抱いてもらったんだろ？」

「え？　抱────、なに？」

　唐とう突とつに訊たずねてくる言葉の意味がわからなくて戸惑っていると、青年は薄く笑って自分の首を指で指し示してくる。その時、海沙希は自分の首筋に抱かれた痕あとがあるのだと理解して、あわてて手で押さえた。恥はずかしい。一目見てわかるほどのものをつけていたなんて。人に会わなくてよかった。

　けれど青年はそんな海沙希に対してにこりと笑いかけてくる。その面おも差ざしは、やはりどこかで見たことがあるような気がした。

「これから、最初のうちは大変かもしれないけど、御お印しるしが移ればすぐに慣れるよ」

「？」

　海沙希は彼の言っていることがわからなかった。

「慣れるって、なにに……？」

　そう問い返そうとした瞬しゆん間かん、海沙希は唐突に、その青年が誰なのかを思い出した。そうだ。自分は彼を知っている。

「相あい澤ざわ、郁斗……さん？」

　相澤郁斗、かつて一いつ世せいを風ふう靡びした人気アイドルだ。長い間ＣＤが売れない時代だと言われてきたが、彼が所属していたアイドルユニットのＣＤは飛ぶように売れ、ドラマやバラエティなど、彼の姿を見ない日はなかった。

　けれど相澤郁斗は、六年ほど前、ある日突とつ然ぜん失しつ踪そうしたのだ。今の海沙希と同じように。

「あれ、わかっちゃった？」

　くすりと笑んだ郁斗は、風で顔に乱れかかる髪を耳にかけた。その仕草はやけに妖よう艶えんで、海沙希は否いや応おうなしに岩場での彼の痴ち態たいを思い返す。

　解げせないことがひとつあった。

　郁斗が失踪したのは六年前になる。それなのに、目の前にいる彼は、海沙希の記憶の中の相澤郁斗とまるで変わらないのだ。そう、時が止まってしまったみたいに、寸すん分ぶん違たがわず。

「俺達みたいなのは、大だい歓かん迎げいなんだってさ。クレナイ様には」

「クレナイ様？　……って、この神社の？」

「そう。島の守り神でもある。君も、何もかも捨ててここに来たんだろ？」

「…………」

　海沙希は答えられなかった。自分と郁斗の共通点。失踪したアイドルと、役者。

「────郁斗」

　その時、彼を呼ぶ声が聞こえて、海沙希はそちらに視線を投げた。石段の手前に、男が立っている。短く髪を切った、三十を超こえたあたりの島の男だ。呼ばれた郁斗は鉄てつ柵さくから身を離はなすと、軽い足取りで男の側そばに寄っていく。男の腕うでが伸のばされ、郁斗の肩かたが引き寄せられた。昨夜、榛真に抱かれた海沙希ならわかる、二人の間に流れる淫いん密みつな雰ふん囲い気き。

「あ、あの、待っ────…」

　けれど、海沙希は郁斗にまだ話を聞きたかった。彼はどうしてこの島に来たのか。そして自分がこの島に来た理由も、もしかして彼が知っているのなら。

「またすぐに会えるよ。どうせね」

　けれど郁斗は意味深な言葉だけを残して、男と共に去って行ってしまった。後には海沙希だけが残される。

　一人になると、それまでよりもよけいに辺りが静かになる。再び聞こえてくる、ざわざわという樹木の音。それを聞くと、海沙希は急速に肩が冷えていくのを感じていた。
















「────高台にある神社なんだが、そこから見下ろす島の景色が最高に綺き麗れいなんだぜ」

　そう誘さそわれた時、海沙希はそこが、自分が昨日行った場所であることに気づいた。

「ん？　なんだ、もう行ったのか？」

「いや、行ったことない」

　海沙希はとっさに噓うそをつく。彼が好意で言ってくれたことに対して、水を差したくなかった。それに、あの場所は海沙希も好きだ。もともともう一度行きたいと思っていた。それが、すぐ次の日に訪おとずれるとは思わなかったが。

「いいよ。行こう」

　その翌日の夕方、海沙希は榛真と共に再びあの神社への道を上っていた。昨日見てきたとは言わず、さも初めてのような顔をして榛真と共に石段を上っていく。海沙希にとっては、彼に会えたことが嬉うれしいので、その他ほかのことは些さ末まつな問題だった。ただひとつ、相澤郁斗のことに関して以外は。

　いったい彼は何者なのだろうか。そんなことがいつまでも頭から離れない。だから榛真に会えた時はほっとした。彼は間ま違ちがいなく、今の海沙希の支えとなっている。

「どうだ、見事なもんだろ」

「ほんとだ────、すごい」

　演技には自信がある。もともと本職だ。それに、ここからの眺ながめは確かに美しくて、何度でも素す直なおに感かん嘆たんできる。

「……榛真」

「んん？」

　もしかして、彼に聞いたらわかるだろうか。郁斗がこの島で何をしているのかを。

「相澤郁斗って人が、この島にいるの知ってる？」

　榛真が一いつ瞬しゆん真顔になった。

「昔、六年くらい前だけど、すごく人気のあるアイドルだったんだ。今この島にいるみたいなんだけど」

　榛真は視線を海沙希からふと眼下の島に移し、それから口を開く。

「ああ。確かにそれは本人だな」

「────」

　やはり。だが、失踪した芸能人が行き着く島。果たしてそんなことがあるのだろうか。海沙希がここに来たのは、親のいない自分が唯ゆい一いつ持っていたものがこの島に繫つながるものだったからであり。

「────来な」

「何？」

「この奥に、もっといい場所がある」

　その時にふと、彼から何か、違い和わ感かんのようなものを感じた。どこがどうとは言えないが、努めて感情を消しているような空気が伝わってくる。海沙希の知る限りの榛真はどちらかと言えば饒じよう舌ぜつで陽気であるのに、まるで演技でもしているようだった。そう、まるで芝しば居いが不慣れな役者を見ているように。

　榛真は海沙希を促うながすと、昨日は行かなかった拝はい殿でんの裏手側へと足を進める。気がつかなかったが、そこには一棟むねの建物があった。社務所だろうか。

「入れ」

「ここは？」

「すぐにわかる」

　海沙希は一いつ瞬しゆん戸と惑まどったが、彼が自分に危害を加えるはずがない。そんなふうに思い込んでいたのだ。この時は。

　入り口を押さえている榛真に従い、海沙希はその建物の中に入った。後ろで榛真が戸を閉める音がする。ふと下を見ると、玄げん関かんとおぼしき場所に、幾いくつもの履はき物が置かれてあるのが目に入った。そしてもうひとつの戸の向こうからする気配。

「榛真、ここって……？」

「海沙希、おいで」

　榛真は海沙希と目を合わせなかった。腕を摑つかまれて中に引っ張られると、さすがに何かおかしいという感じがする。そして目に飛び込んできた光景に、海沙希は啞あ然ぜんとする。そこには、十数人の島の男達がいた。

「────榛真、その子か。新しいクレナイ様の依より代しろは」

「そうだ。俺がちゃんと躾しつけてやった。本当は差し出したくないんだから、感謝してくれよ」

　榛真に肩を押され、海沙希は部屋の中央に押し出される。男達の中に相澤郁斗の姿を見つけて息を吞のんだ。昨日迎むかえに来たとおぼしいあの男もいる。

「────…っ？」

　男達の目線が、それとわかるほどに身体からだに絡からみついてきた。衣服を通し、その下の素す肌はだまで凝ぎよう視しされているような感じがする。その様子に戸と惑まどっていると、後ろからふいに腕を摑まれ、たちまち身体の自由を奪うばわれた。

「ああっ……!?」

　視界が反転し、部屋の天てん井じようが目に入る。あっという間に手て脚あしを押さえつけられ、抵てい抗こうしたが、多勢に無勢だった。上から幾つもの男の顔が見下ろしてくる。

「なんのつもりだ！　やめ……っ」

「お前はこれからクレナイ様の依り代となるんだ」

　何度か聞いた言葉だった。思わず榛真の姿を探すと、男達の更さらに上から、彼が海沙希を見下ろしているのが目に入る。それまで見た事もない、冷ややかな瞳ひとみだった。

「この島の守り神であるクレナイ様は、多淫の神だ。一説には女め神がみだとも言われている。御お印しるしとなって器うつわに宿り、快楽を捧ささげられることによって島に恵めぐみをもたらす。……この場合、器は多くの人々の欲よく望ぼうの対象となっていることがより望ましい。今の器である相澤郁斗は、お前も知っての通りだ」

　御印？　器？　海沙希は、榛真が何を言っているのか理解できなかった。けれど、郁斗が岩場で男達に抱だかれているのを見たことがある。彼はまるで、あそこにいた男達に共有されているように見えなかったか。

「な……なに言ってるんだよ。依り代とか、そんな、小説みたいな……」

　海沙希は以前自分が演じた映画の役を思い出した。人ならざるものに取り憑つかれた海沙希の芝居を、榛真はいいと言ってくれた。

「信じても信じなくとも構わない。俺達は昔からそうやって生きてきたんだ。この島でな」

「────だから俺を……？」

　俺をクレナイ様とやらの依り代にするために、榛真はあの夜、自分に声をかけ、甘い言葉を囁ささやいて、抱いた。

　その時、海沙希の脳のう裏りを一番に占しめたのは、裏切られたという絶望でも悲しみでもなく、怒いかりだった。

「────噓つき」

　涙なみだをたたえながら榛真を罵ば倒とうすると、彼は一瞬苦しそうな顔をして横を向く。けれどすぐに酷こく薄はくな笑えみを口元に浮うかべて海沙希を見下ろした。

「今まで、我が慢まんしておとなしくしてたんだろ？　最近はすぐスキャンダルで暴あばかれるもんな。それなのに濡ぬれ衣ぎぬを着せられて、相当鬱うつ憤ぷんがたまっていたんじゃないか」

　依り代になれば、島の皆みなに大事にしてもらえる。そんなふうに彼は言った。

「俺はお前と一いつ緒しよにいたい。それは本当だ。だから依り代にして、この島から出られないようにする」

「ふ…ふざけるな」

「それしかないんだ、海沙希。思い出せよ、こないだの夜のこと────気持ちよかったろう？」

「っ」

　唐とう突とつにあの夜のことを思い出した時、海沙希の身体に熱が灯ともった。喉のどが鳴り、もう一度それを味わいたいというように上下する。

（馬ば鹿かな。こんな時なのに）

　だが、ここは東京都心から何百キロと離はなれた孤こ島とうだ。都会での常識や当たり前だったことは、この島においてはあまり意味がないのかもしれない。この島には、この島なりの理ことわりが存在する。

（けど、榛真は俺を騙だまして）

　海沙希は必死に理性を保とうとした。

　だいたい、そんなことを急に言われても、にわかには信じられるものか。郁斗が村の男達に凌りよう辱じよくされ、島から出られないというのなら監かん禁きんされているようなものだろう。

　だが昨日神社で会った郁斗からは、そんな様子は微み塵じんも感じられなかった。初めて会った時もそうだった。彼はいつも島の中を、蝶ちようのように気ままに舞まっているようにも見える。

「そう悪くもないよ、ここでの暮らしも」

　一人我関せずといった顔をしていた郁斗が、前に出てくると着ていたシャツを脱ぬぎ始めた。あまり焼けていない肌はだと引き締しまった身体が妙みように艶なまめかしい。そして彼が下か肢しの衣服を脱ぎ捨てた時、その下腹部には複雑な曲線を描えがく紋もん様ようがあった。彼はその紋を愛いとおしげに撫なでる。

「この御印がここに宿ってから、いつも男が欲しかったけど……。今日でお別れかと思うと変な気持ちだよ」

　そう言うと、彼は隣となりにいた男と唇くちびるを合わせ、熱ねつ烈れつに抱だき合い始めた。やはり、昨日神社で郁斗と一緒にいた男だった。周りにいた男達も、郁斗の身体に手を伸のばし、淫みだらに愛あい撫ぶをし始める。

　ああ……、と、彼の唇から切ない声が漏もれ出した。

「さあ、お前も可愛かわいがってやろう」

「い……嫌いやだ、やだっ」

　男達の手が海沙希の衣服を脱がしていく。異常な状じよう況きように、理解が追いついていかない。けれど誰だれかの手が胸のあたりを這はい、胸の突とつ起きを捉とらえられ、摘つままれた瞬しゆん間かんに、ビリッ、と電流が走ったような感覚がした。

「んんっ」

「おお、乳ち首くびが敏びん感かんなのか。いいねえ」

　そのままくりくりと撫で回されると、身体中の力が抜ぬけていく。もう片方も同じように別の男の指で弄いじられ、胸の先が甘く痺しびれていった。抵抗する気力もどんどん失われていき、海沙希はとうとう全ぜん裸らにされてしまう。

「こりゃまた綺き麗れいな身体だな」

「郁斗もだが、手脚がすんなりしている。さすが都会っ子だ」

「肌のきめもビチッとしてるなあ」

　男達が口々に海沙希の身体を褒ほめ称たたえた。その間も、何本もの手が全身を這い回り、海沙希はひっきりなしに襲おそってくる痺れるような感覚に耐たえなければならなかった。自然と息が乱れ、濡れた吐と息いきが唇から漏れるようになる。

「……っう、ん、……っん」

　感じてはいけない。こんな理り不ふ尽じんな行こう為いに感じてしまったら、もう二度と戻もどれなくなりそうな気がする。

「あ……っぁっ」

　榛真に抱かれた時も、真っ先に責められた乳首。そこが海沙希の弱点だと知っているのか、男達は重点的にそこを嬲なぶってきた。乳にゆう暈うんをカリカリとくすぐられ、突起を摘ままれては時折きゅうっ、と強めに摘ままれる。

「はぁあっ」

　自分でも意識しない声が勝手に出た。そうしてそれが合図になったかのように、身体中を這い回る感覚が一いつ斉せいに熱を帯びる。股こ間かんのものを握にぎられた時、びくん、と腰こしが跳はね上がった。

「よしよし。ここは正直だな」

「うっ…うっ」

　男の手がそこをやんわりと握り込み、根元から先せん端たんへ向けて擦こすり上げてくる。途と端たんに背筋がぞくぞくして、海沙希は整った顔を悦えつ楽らくに歪ゆがめた。

（くやしい）

　声なんか出したくない。そう思っても、感じる場所を卑ひ猥わいに責め上げられては我慢などできない。

「これから、うんと可愛がってやる」

「しばらくは昼も夜もないぞ。覚かく悟ごしろよ」

「や…っ、あぁ────…っ」

　ふいに脚の間から強きよう烈れつな快感が込み上げてきて海沙希は思わず嬌きよう声せいを上げた。大きく開かされてしまった股間に顔を埋うめられ、自身を口こう淫いんされてしまったのだ。濡れた粘ねん膜まくに包み込まれ、じゅるじゅると音を立てて吸われる。その淫らさに腰こし骨ぼねが痺れた。

「あっ、あっ、ああぁあっ」

　びくん、びくんと内うち股またが震ふるえる。海沙希は快感の堪こらえ方を知らない。榛真はそんなことは教えてくれなかった。嫌なはずなのに気持ちがよくて、その情動に逆らえない。両の乳首もいつの間にか口で吸われ、舐なめ転がされていて、全身に点在する快楽のスポットに、海沙希は屈くつ服ぷくしそうになっていた。

「ふぁあっ、あっ、ア、だ、だめ……っ、くっ、んん────…っ」

　大勢の男達からいきなりそんなことをされてはたまったものではない。海沙希は背筋をぐぐっ、と浮かせ、脚の間のものから白しろ蜜みつを弾はじけさせてしまった。もちろん、男の口の中に。

「────…っ」

　イった。イかされてしまった。

　絶頂の余よ韻いんにびくびくと身体からだを震わせながら、海沙希は屈くつ辱じよくに唇を震わせた。

「あっけないもんだ」

　海沙希の股間に顔を埋めていた男が、口元を拭ぬぐいながら顔を上げる。

「だが依より代しろには最適な、敏感な身体だ」

「い…嫌だ…」

　そんなものになりたくない。

　けれど海沙希はなすすべもなく身体を返され、腰を持ち上げられて這うような、恥はずかしい格好にされた。背後から双そう丘きゆうを押し開かれ、収縮する蕾つぼみが露あらわになる。恥ずかしさに身体が熱くなった。

「郁斗、舐めてやれ」

「……っ」

　その声に思わず背後を振ふり返ると、他ほかの男達に絡からみつかれていた郁斗がこちらにゆっくりと這ってくるのが見えた。彼はその間も身体を嬲られ、弄られて、息も絶え絶えに喘あえいでいる。

「お前の最後のお勤めだ。しっかりやれよ」

「……ん……」

　郁斗は海沙希と目が合うと、淫いん蕩とうな微笑ほほえみを浮かべた。何をされるかわかってしまって、海沙希は嫌いや々いやとかぶりを振る。郁斗の細い指が海沙希の腰にかかり、伸ばされた舌が最さい奥おうの場所に触ふれた。

　ぴちゃり。

「んぁあ……っ」

　柔やわらかな舌がそこを舐め回してくる。細かい襞ひだのひとつひとつまでしゃぶられるような異様な感覚は、海沙希の理性をいともたやすく狂くるわせた。下腹がじんわりと熱くなり、後こう孔こうがひっきりなしに収縮してくる。郁斗は後孔だけでなく、双そう果かや、その間にある細い道まで舐めてきた。

「あっ、くぅんっ、んっ……」

「気持ちよさそうにヒクついているな」

「どれ、こっちのほうも可愛がってやろう」

　伏ふせている胸の下に手が差し込まれ、乳首を摘ままれて、海沙希の声がああっ、と高くなった。後ろと胸を同時に責められ、どう我が慢まんしたらいいのかわからなくなってくる。高く上げられた尻しりが次し第だいに揺ゆれ、いやらしくくねるようになった。

「……っ、あっ、あぁあ…っ、は、ア」

　口元から伝った唾だ液えきが床ゆかを濡ぬらしている。背後からは郁斗が舌を使うぴちゃぴちゃという音が聞こえていた。時折中に唾液を入れるようにされると、下半身が痺れてくる。

「あ、うぅ、う────…っ」

「よし、そんなもんでいいだろう。あと少しでイっちまいそうだからな」

　ふいに後ろから舌先の感かん触しよくが消え、海沙希はもう自分を支えていることができずに頽くずおれた。だがそのまま今度はあおむけにされ、脚あしを大きく開かされる。

「────御お印しるしの移い譲じようを」

　海沙希と郁斗の間に、恭うやうやしく捧ささげもたれたある物が置かれた。それを目にした海沙希は、思わず息を吞のむ。

「こ……これ」

「普ふ段だんはここの宝物庫にあるものだ。お前達は今からこれで繫つながってもらう」

「────……」

　それは、今まで見たことのないような形状をしていた。男根の形をした淫いん具ぐが、根元の部分で繫がっている。表面にはえげつない突起や装そう飾しよくが施ほどこされ、それを挿そう入にゆうされた者の内部を淫らに刺し激げきしてしまうことは容易に想像できた。おそらくこれは、二人に同時に入れるものだ。

　とっさに目の前にいる郁斗を見ると、彼もまた大きく脚を開かれている。下腹にある、複雑な紋もん様よう。それが御印というやつなのだろう。

　────これを入れられたら、終わりだ。

　何な故ぜだかそう確信した。海沙希はありったけの力を振り絞しぼり、男達の腕うでから逃のがれようとする。

「い────嫌いやだ！」

「こらっ、この期ごに及およんで暴れるんじゃねえ！」

「そっち押さえろ」

　だが圧あつ倒とう的に不利な状じよう況きようの上に、半ば身体の力が快楽で抜ぬけてしまっていては、多少男達の手をわずらわせる程度の抵てい抗こうに終わってしまった。お仕置きだと言われ、両の乳ち首くびを強めに揉もみしだかれ、苛いじめられる。

「っ、あっ、あ────…！」

「どうだ、こたえられないだろう」

　背筋を鋭するどい快感が走り抜けた。耐えられずに泣き喘ぐ海沙希の敏びん感かんな部分に、さらに別の男達の指が這はわせられる。くすぐったさと快感で、もう身体のどこにも抗あらがう力が入らない。

「よし、始めるぞ。郁斗からだ」

「はい……」

　郁斗が小さく返事をすると、彼の後孔に淫具の片方の先端が押し当てられた。すでに濡らされて準備ができていたらしいそこは、決して小さくはない先端を嬉うれしそうに吞み込んでいく。

「ふっくぅううっ、……ああ……っ」

　心ここ地ちよさそうな声が郁斗の喉のどから漏もれた。ずぶずぶと音を立てて淫具が沈しずんでいく様は、目を覆おおいたくなるほどに淫みだらで、周りの男達も欲よく情じようにまみれた眼まな差ざしでその光景を見つめている。

「六年前にこいつを吞み込んだ時は、お前は依り代になる側だったからなあ。どうだ、感無量だろう」

「んっんんんっ！」

　男は握にぎった淫具を、時々小刻みに動かしたり、あるいはそれで中をかき回すようにして郁斗を責め立てた。その度たびに彼は泣くような声を漏らして腰こしを揺する。快楽を受けることに慣れた、淫いん乱らんな仕草だった。

「さて、次はそっちだ」

　矛ほこ先さきが海沙希のほうに向いて、びくりと肩かたを竦すくめる。周りの男達によって更さらに両脚を大きく開かされ、郁斗と向かい合わせにされた。彼の後孔から聳そびえ立つ男根の片方の先せん端たんが、油を塗ぬられてぬるぬると淫いん靡びにてかっている。

「い、いやだ、入れるな、入れな……っああっ！」

　どんなに抗っても無む駄だだった。両の脚をがっちりと捕とらえられ、下か肢しを広げられた海沙希は、その後孔の入り口に郁斗と同じように淫具を受け入れさせられてしまう。

「……あ、あっ、あ────っっ……！」

　ぬぐ、と肉にく環わが拡ひろげられ、男根と同じ形をしたそれの、一番太い部分が入ってきた。その瞬しゆん間かんに腰から背筋にかけてぞくぞくと愉ゆ悦えつの波が走り、肉にく洞どうの奥が収縮する。

「あ、やだ、っあ、そん…な…っ！」

　信じられなかった。

　ここに何かを挿いれるのは、まだ二回目だ。なのに、海沙希のそこは、まるでもう何年も調教を受けていたみたいに熟うれて、犯おかしてくるものを嬉しそうに包み込む。

「く、ひ────…っ」

　淫具を入れられただけで、海沙希の股こ間かんのものは耐たえられずに白しろ蜜みつを弾はじけさせた。先端がぶるん、と跳はねて、白はく濁だくした愛液が内うち股またや下腹を淫らに汚よごす。

「入っただけでイったか。気持ちいいか？」

「────…っ」

　あまりのことに、頭がついていかない。海沙希の涙なみだに濡れた視界の中に、こちらに向かって両脚を広げ、同じように淫具で犯されている郁斗の姿が映った。彼は頰ほおを紅潮させ、息を喘がせながら、恍こう惚こつとした微笑みを浮うかべる。そして下腹に刻まれたような、奇き妙みような紋様。それは、郁斗が喘ぎ、下腹部を上下させる度に、生き物のように蠢うごめいているように見えた。

　やがて郁斗が腰をくねらせ、互たがいにくわえ込んだ淫具を抽ちゆう挿そうさせるように動かしてくると、海沙希はたちまち快楽の渦うずに吞まれてしまう。

「ああっ、ああっ」

「そら、郁斗ばかりに動かせていないで、お前もしっかり腰を使え」

「二人で気持ちよくなって何度も気をやらんと、終わらんぞ」

　男達はまるで勝手なことを言っているように海沙希には思えた。けれど、ずちゅずちゅと中を犯してくる男根は感じる粘ねん膜まくを確実に擦こすり上げて、たまらなくさせる。動きたくないのに、勝手に腰が動いてしまう。

「うぅっ、ん────…っ」

「あ、あくぅう、ああ…っ」

　淫具で繫がっている二人はいつしか身体からだを火ひ達だる磨まのように火ほ照てらせ、肌はだを汗あせで濡らし、肉洞を刺激する快感に思考を濁にごらせていた。互いの股間のものはそそり立ち、先端を愛液で潤うるませながらびくびくとわなないている。

　部屋の温度は男達の熱気と興奮で確実に数度は上がっているだろう。埃ほこりっぽい蛍けい光こう灯とうが、そんな淫靡な空間を橙だいだい色いろに染め上げていた。

「うあ、ああううっ」

　その時、海沙希の下腹部にどくん、と焦こげつくような感覚が走った。痛みにも似たそれは、けれどすぐに強きよう烈れつな疼うずきに変わる。

（なにか、くる）

　淫具を伝って、異様な愉悦と熱さが海沙希を支配しようとしていた。それに怯おびえて思わず腰を引こうとしたが、周りの男達によってたちまち押さえつけられてしまう。

「始まったぞ」

「よしよし、なーんにも怖こわくないからな」

「さあ、もっと気持ちよくしてやろう」

　そう言って男達は、海沙希と郁斗に一いつ斉せいに愛あい撫ぶを仕し掛かけてきた。身体中に伸のびる卑ひ猥わいな手に、二人分の嬌きよう声せいが上がる。

「あああ、ああ────っ」

「やっ、あっあっ、ひぃ、いぁあ…っ」

　耳や首筋はもちろん、興奮と快感に尖とがりきった乳首や、感じやすい脇わき腹ばらや腋わきの下にまで指が這い、苛められた。濡ぬれて張りつめた内股、足の指や裏側にまで愛撫の手が及び、海沙希と郁斗は凶きよう暴ぼうなほどの快感にびくびくと肢し体たいをわななかせる。もちろん一番弱い股間の屹きつ立りつには何本もの手が伸び、幾いく本もの指で過か敏びんな粘膜を撫なでられ、擦られては責められた。

「ああ、ああぁあ、ひっ、ん────…っ」　>>>♥

　海沙希の肢体を、強烈な絶頂が繰くり返し襲おそう。その度に背中を反らし、無防備な身体を男達の愛撫に晒さらしながら、じんじんと疼く下腹を感じていた。

「ああ、あっ、あっ！」

　瞼まぶたの裏がちかちかと瞬またたく。きつく閉じた視界の暗くら闇やみから、朱あかい靄もやのようなものがやってくるのが見えた。形の定まらない、得体の知れないもの。けれど絶対的な力で支配してくるもの。

「や、やだっ、あっ、くるっ、くるっ」

「そうだ、そのまま受け入れるんだ。そうしたら、ずっと気持ちいいままでいられるぞ」

　────ずっとこんな快楽を。

　それはひどく魅み力りよく的な誘さそいのように聞こえた。こんな気持ちがいいことはこの世にない。このまま、人の世ならざる愉悦に浸ひたっていられたら。

　いや、駄だ目めだ。こんなことしてたら本当におかしくなってしまう。

　絶対に普ふ通つうではない。こんな行こう為いは。

「ああ……あ、い、ぃ…っ」

　けれど海沙希の口から漏れるのは、いやらしい喘あえぎのみだった。数え切れないほどの極きわみに晒され、意思が白く濁りきる。考えられるのは、この快感と、あの男のことだけ。

（はる、ま）

　堕おちきる一いつ瞬しゆんの手前、海沙希は榛真の姿を探した。彼は少し離はなれた場所でこの狂きよう乱らんを眺ながめていた。けれど榛真がどんな顔をしているのかは、わからない。

（おれのこと、どう思っているの）

「────ようし、御お印しるしが移ったぞ」

　何度もイかされ、下腹部が自分のものとも郁斗のものともつかない白蜜で濡れ汚れる中で、肌の上にくっきりとそれはあった。

　朱い花の色のような、血の色のような紋もん様よう。ついさっきまで郁斗の肌の上にあったそれは、海沙希の下腹に住み家を移したかのように移動していた。

「…え……あ…っ？」

　目の前の光景が信じられず、海沙希は自分と郁斗の下腹を呆ぼう然ぜんと見比べる。息を荒あらげていた郁斗は、まっさらになった下腹部を見やると、それから海沙希を見つめ、どこか寂さびしそうに、あるいはほっとしたように微笑ほほえんだ。

「う、うっ」

「はあっ…」

　二人を繫つないでいた淫いん具ぐが引き抜ぬかれ、内奥にどうしようもない喪そう失しつ感かんを感じてしまう。だが、海沙希はすぐに男に組み敷しかれ、ヒクつく後こう孔こうに生の怒ど張ちようを押し当てられた。

「まっ……！　くあ、んんぁあ…っ」

「お前が新しい依より代しろになったんだ。これからたっぷり悦よろこばせてやらないとなあ」

「ん、ふうっ…、ああんん…っ」

　ずちゅ、ずちゅ、と貫つらぬかれるごとに、脳天まで快感が突つき抜ける。海沙希は自分の中に、自分ではない何かが潜ひそんでいるような感覚を覚えていた。それは与あたえられる刺し激げきを悦び、貪むさぼっては更に求めている。

　これが、クレナイ様の依り代になるということ。

　それは今や海沙希とほぼ同化しているのも同然だった。土着の神は海沙希の中に入り込み、自分自身を適合させ、違い和わ感かんを消している。

　それなのに、抱だかれたい、という欲よつ求きゆうは確かにあるのだ。郁斗から移されたばかりの紋様────淫いん紋もんが熱く疼き、男に抱かれるまでおさまらない。

「あぁ────っ」

　海沙希の切れ切れの悲鳴は甘く、淫みだらに部屋に響ひびく。それから部屋にいた男達のほとんどに犯おかされるまで、海沙希の新たな依り代としての務めは終わらなかった。










「……う…」

　暴力のような気だるさが全身を支配していた。床ゆかの上に手て脚あしを投げ出していた海沙希は、今になってようやっとその硬かたさに気づく。

　気づけば、誰だれかが丁てい寧ねいに身体を拭ふいてくれていた。それが誰なのか、だいたいはわかっている。ゆっくりと首を巡めぐらせ、海沙希は彼のほうを向いた。

「……榛真」

「気がついたか」

　部屋の中は、自分と榛真しかいないようだった。ついさっきまで流れていた狂くるった時間は過ぎ去り、今は白々として虚きよ無むのような空間に取り残されている。

「ちゃんと御印が移ったな」

　彼の指がそっと淫紋に触ふれた。ひりっ、とした感覚が生まれて、海沙希は思わず息を吞のんだ。

「……どうして、俺だったの」

　不思議なことだが、海沙希の中に榛真に対する恨うらみはなかった。どこか諦あきらめのような、あるいは開き直ったような気分があるだけだ。

「一目見て、お前だと思ったんだ」

　お前のことを待っていた、と榛真は言う。まるで幾通りにもとれる答えに、海沙希の思考は混乱する。ただでさえ衝しよう撃げき的な出来事の連続で、今の海沙希は考えることが面めん倒どうになっていた。東京を出た時からずっと、どうにでもなれ、という捨て鉢ばちな気分もあったのかもしれない。そういう気持ちを、この島の神はくみ取ったのかもしれなかった。

「榛真は、あの人のことを抱いたの？」

「郁斗のことか？」

「俺と交代するまで、あの人のことを共有していたんだろ、島のみんなで」

　そうであれば、彼が郁斗を抱いていたとしてもちっともおかしくはない。だが、それを聞いてどうするのだろう。もしかして、嫉しつ妬とでもしているというのか。この状じよう況きようで。

「いや、俺はあいつを抱いたことはねえよ」

　それでも榛真が言った言葉に、海沙希はゆっくりと彼を見上げた。

「こういう現場に来たのも初めてだ。依り代を抱くのは、強制じゃないんでな」

「どうして？」

「さあ、なんでだろうな」

　言葉でならどうとでも言える。けれど、それでも海沙希は榛真の答えに救われた思いだった。

「お前は俺に売られたと思っているだろうが、俺はこの島の男だ。親父おやじも祖父じいさんもここで生まれて、ここで生きて死んだ。俺もそうなるだろう。だから俺はこの島のためになることをしなきゃならん」

「俺が来たから、郁斗さんはお役やく御ご免めんになったってわけ？」

「逆だ。郁斗がお役御免になるから、お前が来た」

「────……」

　にわかには信じられなかった。だが、海沙希にはこの島との繫がりがある。捨てられた時から持っていた、この島でできた人形。

「言っておくが、逃にげられると思うな。誰もお前を船には乗せないし、泳いでいくなんて自殺行為だ。ここから一番近い島まで二十キロはある。島の周囲は波も速いし、よく鱶ふかも出る」

　では、この島は海沙希にとって牢ろう獄ごくとなるわけだ。

（ついてないにもほどがあるな）

　犯してもいない罪を着せられ、逃のがれてきた島では勝手に神の依り代にされて男達によってたかって犯される。運命という存在がもしいるとしたら、自分がいったい何をしたのかと襟えり首くびを摑つかんで聞いてみたいものだった。

　だが、それが俺の人生か。

　どう足あ搔がいたところで変わらないというのなら、受け入れるしかないではないか。

「おとといの夜俺のこと好きだって、可愛かわいいって言ってくれたのは噓うそ？」

「本当だ」

　榛真の腕うでが海沙希を抱だき起こす。

「一目見た時から離したくないと思ってたさ。あの夜、お前の周りだけがぼうっと光っているみたいに見えた」

　初めて会った夜、彼の方から声をかけてきたのを思い出した。あの時から好ましく思っていてくれたのなら、いい。海沙希はそんなふうにも思うのだ。

　海沙希は役者をしていた時、ある一定の評価は得られるものの、爆ばく発はつ的なヒットを飛ばす当たり役には恵めぐまれなかった。

『どうしても優等生で、クリーンなイメージから抜けきれない』

　それがだいたいにおいての海沙希の評価だった。容姿には恵まれていても、この世界はそれだけでは成功しない。そして海沙希もまた気づいてはいたのだ。自分はどこか小手先で芝しば居いをしているのではないだろうか、と。

　だが、自分の殻からを破るというのは、海沙希にとってはひどく難しいことだったのだ。

（クリーンで優等生な俺が、男達の慰なぐさみ者）

　自分が、いっそどこか爽そう快かいな気分になっていることに気づいていた。

　海沙希はもう、クリーンでも優等生でもない。ただのふしだらな、淫いん乱らんだった。

　いっそ愉ゆ快かいではないか、それも。どうせ自分には、戻もどる場所などどこにもないのだ。そうして、今までそれほどはめをはずさずに生きてきた自分がこんな考えに至ってしまうということは、もしかしたら本当に多淫の神とやらがこの身にいるのかもしれなかった。

　いまだに信じられない。けれどこの身に何かが起こったのだということだけは、紛まぎれもない事実だった。そのことに、ぶるっ、と肩かたを震ふるわせる。

「怖こわいか」

　得体の知れないものが自分の中にいるという恐きよう怖ふ。怖くないといえば噓になる。この先、自分がどうなってしまうのか、想像がつかない。

「……怖くたって、もう儀ぎ式しきは終わってしまったんだろ。クレナイ様は俺の中に、ここに入ってしまった」

　下腹に刻まれた真新しい淫紋をそっと撫なでた。まだ少し熱を持っているようなそれに触れると、腰こしの奥に新たな火種が宿りそうになる。

「お前を差し出してしまったせめてもの責任だ。俺がお前の面倒を見る。男が欲しくなったら、いつでも俺が抱いてやる」

「……当たり、まえだ」

　そう答えるのがやっとだった。さっきから、後こう孔こうの奥がひっきりなしに収縮している。あれだけ犯されたのに、身体からだがまだ男を求めているなんて。自分のせいではないとわかってはいるが、恥はずかしくて、情けなかった。

「依より代しろの役を演じればいいんだろう」

　普ふ通つうであれば到とう底てい納なつ得とくできることではない。けれど、もう逃げられないなら。

（俺が、つらいことから逃げたから）

　誰かが言っていた。逃げれば、逃げ出した先でもっとつらいことが起こると。今の状況は、その罰ばつではないだろうか。

　わからない。けれど、もうここから逃げることはできない。それなら、もう。

「やってやるよ。やればいいんだろう。幕が下りるまで」

　頭を抱かかえるようにして、海沙希は自棄やけになったように呟つぶやく。

「海沙希」

　榛真の手がそっと頭を撫でていく。大きくて優やさしい手。この手に触れられると、激しく惑わく乱らんしていた心が少しずつ凪ないでいくような感じがした。

「さあ、俺にも抱だかせてくれ、海沙希。お前に悦よろこびを与あたえさせてくれ」

「……あっ」

　榛真の前に、海沙希の両の膝ひざが開かれていく。快楽に蹂じゆう躙りんされた性器と何本もの男根をねじ込まれた後孔。それらが卑ひ猥わいに濡ぬれ光り、部屋の明かりに照らし出された。海沙希の身体から力が抜ぬけ、横向きに倒たおれると、榛真に片かた脚あしを摑まれ、高く持ち上げられていく。

「……っそこ、はっ」

　海沙希の後孔はぽってりと朱あかく腫はれて、そこでたっぷりと愉たのしんだのだということを示していた。蠢うごめく後孔から、中に放たれた男達のものが白く溢あふれている。榛真はその肉にく洞どうに、ためらいもなく自分の怒ど張ちようをねじ込んでいった。

「あ、あはぁああっ」

　ずん、と突つき上げられ、刺し激げきが背筋から脳天へと一気に駆かけ上がる。海沙希の背筋が弓なりに反り返って震えた。

「熱いな……。ヒクヒクしたものが絡からみついてくる。気持ちいいんだな」

「ん…っ、ううんっ、あっ、いっ…、きもち、い…っ」

　榛真は奥まで挿そう入にゆうしてから、ゆっくりと律動を刻み始めた。その度たびに、海沙希の肉洞の奥からぢゅっ、ぐちゅ、といやらしい音が響ひびいてくる。

（ああ、いい、いい────…）

　彼に媚び肉にくを擦こすられる度に、腰こし骨ぼねが痺しびれそうな快感が込み上げてくる。それは下か肢し全体に広がり、やがて全身を犯おかしていった。指の先まで悦えつ楽らくに浸ひたり、細さい胞ぼうのひとつひとつが悦んでいるように感じる。

　うれしい、うれしい、もっとみだらにおかして。

「こっちも可愛がってやる」

「ああんんっ」

　頭の隅すみで聞こえた声に一いつ瞬しゆん意識を向けた時、榛真の手が海沙希の前方で勃たち上がり、震えているものを握にぎりこんだ。大きな掌てのひらに包まれたそれは、根元から上下に扱しごかれる。指の腹で先せん端たんを撫で回されると、頭がおかしくなりそうに感じた。

「はっ…ひっ…、いぃっ…い」

「前を擦ると、後ろも一いつ生しよう懸けん命めい締しまってくるな。いやらしくて、可愛いぞ。ご褒ほう美びに、そら、お前の好きなとこだ」

　榛真は初めて抱いた時に見つけた海沙希の弱い場所を、男根の先端で抉えぐり、小刻みに突いてきた。

「あっあっ、ああぁあっ」

　そんなことをされると、海沙希はもう我が慢まんできなくなる。自ら腰を揺ゆらし、秘部を晒さらして、榛真の甘い責めに涕てい泣きゆうを漏もらした。かぶりを振ふり、襲おそい来る愉ゆ悦えつの波に無意識にいやいやと口走る。もっと味わっていたいのだ。絶頂寸前の、この一番気持ちのいい瞬しゆん間かんを。

「あ、いやだ、ああっ、い、イっ…く、いっちゃ、あ、ああぁあああ」

　けれど淫みだらな肉体が極きわみに勝てるわけもなく、海沙希は身体中を揉もみ絞しぼるようにして気をやった。榛真の手の中のものが白しろ蜜みつを弾はじけさせ、指の間からとろりとしたものを滴したたらせる。同時に奥深くまでくわえ込んで堪たん能のうしていた彼のものを、媚肉がきつくきつく絡みついては締しめ上げた。

「っ、くっ…うっ！」

　背後で短く呻うめく声が聞こえる。内奥で熱い飛ひ沫まつが弾け、海沙希の肉洞が彼の精で満たされていった。

（榛真のが、俺の中にいっぱいに）

　満たされた。そう思った時、海沙希は多幸感に包まれる。後ろから伸のびてきた手に顎あごを摑まれて後ろを向かされ、熱い唇くちびるが強ごう引いんに重なってきた。

「んっ…ん、んんん……っ」

　余よ韻いんに身体をビクつかせながら、海沙希は夢中で彼の舌を吸い返す。榛真のものはまだ海沙希の中でゆるく動いていて、達したばかりの媚肉を優しく刺激されていた。そのたびにまた身体が燃えるような感覚に包まれる。

「……ったまらねえな、お前……っ」

「う、ん…っ、おれ…も、あっ、なか、動かさないで……っ」

　膝の裏を摑つかまれ、腰を固定されてかき回されると、榛真が放ったものが攪かく拌はんされて繫つなぎ目が白く泡あわ立だった。

「は……っ、は、あ」

「……海沙希」

　榛真の声が、甘く低く鼓こ膜まくをくすぐってくる。

「昔の俺を、覚えているか」

「……え？」

　その言葉に、惚ほうけた意識が少しだけクリアになった。

　昔の榛真？　彼とは、数日前にこの島で出会った。それが初めてではないだろうか。

「な…に、よく、わからな……っ」

　だが、快感に揺さぶられ、よく考えることができない。すると彼は、もういい、と言うように、海沙希の目を掌で覆おおう。

「いや、いい。こんな時に不ぶ粋すいだったな」

　詫わびに気持ちよくしてやる、とばかりに、濡れた肉洞を大きくかき回された。下半身がびくびくとわなないて、泣き声が漏れる。

「ああ、ぅぁあ」

「他ほかの男に抱かれても、俺がこうして、毎日上書きをしてやる」

　だから忘れるな、と彼は囁ささやいた。

　お前をこの運命に堕おとしたのは、俺なのだからと。










　どういった決まりなのかは知らないが、海沙希の身み柄がらは榛真が面めん倒どうを見ることになったらしく、海沙希は泊とまっていた宿から彼の家へと拠きよ点てんを移した。

　そういえば、郁斗はどこに住んでいたのだろう。神社で一いつ緒しよにいたあの男のところにいたのだろうか。そして、依り代の役目から解放された彼はどうするのか。

「まだこの島にいると思うから、会ったら聞いてみたらどうだ」

　昼食のテーブルの向かい側で、榛真が吞のん気きにそんなことを言った。海沙希は大きな焼き魚を器用に身と骨と皮にほぐしていくが、榛真は頭からかぶりついて残すのは大きな骨だけだ。

「役目が終わったら、出て行けるのか？」

「ああ、基本的には自由になる。ただ」

「……ただ？」

　含ふくみのある榛真の言葉に、海沙希は箸はしを止める。

「何年も男と寝ねる生活をしていると、クレナイ様が抜けても身体からだがそれを忘れられなくなる奴やつが多い。結局は島の男と懇ねんごろになるのが多いな」

「役目が終わっても捕とらわれ続けるってことか」

　海沙希がため息まじりに零こぼすと、榛真は口元をにやりと歪ゆがめた。

「お前さ、女め神がみであるクレナイ様の依より代しろがなんで男なんだって、思わないか」

「……女だと、そのうち妊にん娠しんしてしまう」

　身重になってからもあんなことを続けていたら、最悪命にだって関かかわってしまうだろう。だからどんなに精を注がれても孕はらまない男の依り代が、きっと合理的なのだ。

「お、当たりだ。海沙希は賢かしこいな。けど、もうひとつ理由があるぜ」

「なに？」

「受ける時、男の身体のほうが女よりもずっとずっと気持ちいいんだってよ」

「────」

　思わず絶句してしまう。ただ、そう、芸能界にいた時に聞いた事がある。男の尻しりには女にはない器官があって、それがやみつきになるほどの快感をもたらすのだと。

「ずっと昔には、女の依り代もいたらしい。けどそのうち男ばかりになった。気がついたんだろうよ」

　何に、とは榛真は言わなかった。海沙希は肩かたを竦すくめ、味み噌そ汁しるに口をつける。海の出汁だしがふんだんに使われているそれは、こんな話をしている時でもとてもおいしかった。

「イかれてるよ、この島は」

　風ふう光こう明めい媚びな隠かくれ島。恵めぐみも多く美しいこの島は、確かに一見すると楽園にも思える。けれどそれは、奇き矯きような風習に支えられたものでもあるのだ。

「お前は都会育ちだからわかんねえんだろうな」

　榛真は気を悪くしたふうもなく湯飲みから茶を飲む。

「こんな海と山ばかりの土地で生きているとな、自然てものがいかに人間に優やさしくないかよくわかる。そういう存在が一度臍へそを曲げれば、俺達ができることは何もねえ。ただ頭を低くして、じっと通り過ぎるのを待つだけだ」

「…………」

　彼が何を言っているのかは、海沙希にもなんとなくわかるような気がした。時折聞こえてくる自然災害などのニュースを聞くと、人ができることというのはほんのわずかなことだけだ。そして人の営みが努力して築き上げたものも、『彼ら』はあっさりと壊こわしてしまうことができる。

　不思議なこと、というのは、実はあるのかもしれない。海沙希は何よりも自分の身をもってそれを知ったようなものだ。

「心配するな」

　不安な気持ちが表情に出ていたのか、榛真は海沙希に諭さとすように告げた。

「少なくとも、お前を傷つけたりするような真ま似ねはさせねえ。それは御ご法はつ度とになっているからな。島の男は、お前にご奉ほう仕しするのが役目なんだよ」

　海沙希に、というよりは、海沙希を通じて多た淫いんの神に快楽を奉ほう納のうするのが本来の目的であり、そのための依り代を害したりはできない、と彼は言っている。

　そして榛真の言う通り、その日から海沙希の生活は一変した。










　目の前には青い海が広がっている。空にはかもめが泳ぐように飛んでいて、静かで穏おだやかな夏の昼下がりだった。

　榛真が仕事に出るというので、海沙希は港に足を向けた。湿しつ気けの少ないこの島は夏でも過ごしやすい。こういったところもクレナイ様の恩おん恵けいなのだろうか。

　少し離はなれた場所では、停とまっている船の近くで漁師達が談だん笑しようしていた。よく覚えていないが、もしかしたらあの中に神社の側そばにある小屋で海沙希を犯おかした男がいるかもしれない。だが、こんな昼日中には何もしてはこないだろう。

　海沙希はポケットの中から、子供の頃ころから持っていたという人ひと形がたの石を出して眺ながめた。

　赤ん坊ぼうの時、施し設せつの前に置かれていた海沙希は、この石を手に握にぎりしめていたという。それにはいったいどんな意味があるというのだろう。

　────もしかして、俺はこの島で生まれた、ということだろうか。

（いや……まさか）

　だとしたら、いったい誰だれが海沙希を産んだというのか。

　二十一年前に自分を産んだ女性がこの島にいるとしたら。

（生きているのだろうか）

　ありえない、仮定の話だけとはわかっている。けれど海沙希は、自分がこの島に呼ばれてきたような気がしてならなかった。

「────暇ひまそうだな」

　思し索さくを中断され、はっとして振ふり向くと、そこには五人ほどの男達が海沙希を囲むようにして立っていた。先ほどからあそこにいた漁師達だろう。こんなに近寄られるまで気づかないほどに無防備になっていたなんて。

「退たい屈くつしてんなら遊んでやろうか」

「い……いい」

「遠えん慮りよするなよ。楽しませてやるから」

　彼らの目的は明らかだった。あの時とは違ちがって、振り切り、全速で走れば逃にげ出せないこともない。

「っ……!?」

　けれどその時、ずくん、と下腹が疼うずいた。それと同時に腰こしの奥が収縮し、身体の芯しんがカアッと熱を持つ。

「ほら、御お印しるしが疼くんだろう？」

「俺達はちゃんとわかっているからな。さあ、こっちに来い」

　海沙希は腕うでを摑つかまれ、彼らの船のほうに連れて行かれた。船室の中に入ると、中央に大きめのテーブルが置かれてある。海沙希はその上に乗せられ、あおむけにされた。その時点で身体はもうすっかり発情し、刺し激げきが欲しくてたまらなくなっている。

（これがそうか）

　依り代となるものが逆らえないようにする淫いん紋もん。一度これが熱を持ち始めれば、肉体が満足するまでおさまらない。海沙希は屈くつ辱じよくに耐たえて唇くちびるを嚙かみ、男達が衣服を剝はいでくる手にもろくに抵てい抗こうできなかった。コットンのシャツとデニム、それに下着がとられてしまえば、海沙希はもう全ぜん裸らになってしまう。まるで標本の虫のように、両りよう腕うでをテーブルに縫ぬい止められた。

「んあ、ああっ」

　ぴちゃり、と両の腋わきの下に舌を這はわされ、テーブルの上でびくりと背中が跳はね上がる。男達は示し合わせたように、敏びん感かんな柔やわらかい肉を食はみ、ちゅっ、ちゅっ、と音を立てて口づけてきた。

「たまんねえ、いい匂においだ」

「あっ、あっ！」

　舌で舐なめ回され、くすぐったい刺激に海沙希の肢し体たいがテーブルの上で躍おどる。まるで活いけ作りの魚のように。

「んっ、んっ、あっ！　そ、れ、くすぐっ…た…っ」

「くすぐったいのも気持ちいいんだろう？」

　刺激に固くなった胸の突とつ起きも、指で弄いじられ、転がされる。異様な快感が背筋を駆かけ抜ぬけ、海沙希は喉のどを震ふるわせて喘あえいだ。その間にも別の男に臍に舌先を差し込まれ、また別の男達に足の指やその裏側に舌を這わされ、しゃぶられた。

「あっ！　ああっ、んんっ」

　身体の至るところからぺちゃぺちゃと舐められる音が聞こえて、羞しゆう恥ちが快感と興奮を呼ぶ。脚あしの間のものはそそり立って震え、先せん端たんを愛液で濡ぬらした。けれど、そこだけは何もされない。切ない焦じらし責めに、海沙希は全身をわななかせながらテーブルの上で身み悶もだえた。

「は…っ、あふっ、あっ、やっ、ああんん…っ」

　内うち股またを這う舌がすぐそこにまで迫せまってきているのに、肝かん心じんのものには触ふれてくれない。そのもどかしさにどうにかなりそうだった。すっかり発情しきった身体からだを淫みだらな愛あい撫ぶで嬲なぶられて、頭の中がいやらしいことしか考えられなくなる。

「どうだ気分は？　感じるだろう？」

「…か、んじる…っ」

　肌はだの上を滑すべる指先に、気がふれそうになった。そこも気持ちがいいが、放ほうっておかれた場所を早くどうにかして欲しい。脚の間がずくずくと、痛いほどに脈打っている。

「だ…から、もぉ…っ、…ここも、舐め、て……っ」

　海沙希はとうとう自分からねだるような真似をしてしまった。一度口に出してしまえば後は興奮を煽あおるものでしかないということは、もう知っている。

「ここってどこだよ」

「あん、あ、あ…っ！」

　卑ひ猥わいな言葉を言わせようとされて、海沙希はぎゅっ、と眉まゆを寄せた、脚の付け根をくすぐられ、腰がびくびくと震える。腋を舐められながら乳ち首くびをくりくりと摘つままれ、じれったさが頂点に達した。

「こ、これ、────舐め、てぇ……っ」

　海沙希は腰を浮うかせ、尻しりを突つき出すようにしてその場所を示す。男達の望み通りに卑猥な単語を口走り、自らもまたそれで感じてしまった。

「いいぞ。腰が抜けるまでしゃぶってやるからな」

「────ア、ああああっ」

　次の瞬しゆん間かん、脚の間に灼やけつくような刺激が走る。先端から愛液の涙なみだを零こぼしながら震えていた屹きつ立りつを、ようやく男が口こう淫いんしてくれたのだ。根元から先端へと、何度も舐め上げられながらじっくりと舌を這わせられる。それから根元まで咥くわえられたかと思うと、ねっとりと舌を絡からませられた。

「あぁ────あ、ふあ、あぁぁあ……っ」

　男が言った通り、腰が抜けそうだった。また舌先をちろちろと先端まで這わされて、一番敏感な部分をじゅう、と吸われると、頭の中が真っ白に染まる。

「あ、いく、いっ……くうぅ…っ」

　あまりの快感に、身体が浮き上がりそうになった。海沙希は襲おそい来る絶頂に啜すすり泣きながら、男の口中に白しろ蜜みつを吐はき出す。達している間もじゅうじゅうと吸われるので、たまったものではなかった。

「……あぁ────…っ」

「よしよし、いい子だったな」

「こんなに泣いて……。よっぽど気持ちよかったんだな」

　男達に何か言われているのはわかったが、意識がぼうっとしてしまってよく聞き取れない。それでも、別の男がまた海沙希のそれに舌を這わせはじめたので、ぎくりとして頭を上げた。

「あ、んんっ、な、にを…っ、もう、イったからっ……」

「まだまだ。今日はうんと舐めてやるからな」

「エッチな海沙希にお仕置きだ」

　悶もだえる身体を押さえつけられ、全身の刺激に弱い場所、感じる部分を徹てつ底てい的に舐め転がされ、しゃぶられる。

「ああ、あ────っ、ひ、ひぃ、あ、ひ～～っ」

　決して広くはない船室に、海沙希の快楽の悲鳴が響ひびき渡わたった。さんざん泣き喚わめかされ、舌先で蕩とろかされ、海沙希が解放されたのは、それから数え切れないほどにイかされてからだった。










　空が茜あかね色いろに染まる頃、色づきはじめた島の中を、海沙希は気け怠だるい足取りで榛真の家に帰る道を歩いていた。すると背後から車が近づいてきて、海沙希の側そばで止まる気配がした。もしも自分に淫らな用がある島の男達からの誘ゆう惑わくだったらと、思わず身体を強こわばらせる。正直今日はもうできる気がしない。それほどに、あの漁師達の快楽責めは濃のう厚こうだった。

「海沙希」

　けれどかけられた声は知っているもので、海沙希は思わず振り返る。

「榛真」

「今帰るとこか？」

「うん」

「俺もだ。ちょうどいい。乗れよ」

　正直歩きたくない気分だったので、海沙希はこれ幸いと乗り込んだ。助手席のシートに深々と身体を沈しずめて、ため息を吐き出す。

「お疲つかれか？」

「……港で、漁師さん達に船の中に引っ張り込まれて、そこで」

　後は察しろと言わんばかりに黙だまると、榛真はそうか、とだけ言った。海沙希はそんな彼をちらりと横目で見る。彫ほりの深い、男らしい端たん整せいな顔。

「────」

　玩がん弄ろうされ、疲れ切った身体の奥に火が灯ともる感覚がして、海沙希はそんな自分に焦あせった。榛真と同じ空間にいると、胸が苦しくなる。これも御印のせいだというのだろうか。

「少し寄り道するぞ」

「え？」

　榛真は海沙希の返事を聞く前にハンドルを切り、海沿いの道に車を走らせる。辺りは夕暮れから、夜へと差し掛かかっていく頃ころだった。空の端はしがどんどん濃こい藍あい色いろに染め上げられていく。

「何ど処こ行くんだよ」

「デートでもしようかと思ってね」

「……俺と？」

「他ほかに誰だれがいるっていうんだ？」

　堂々と言い切られてしまって、海沙希は言葉を失って黙り込んだ。

　デートだなんて、榛真は自分と恋こい人びと同士のつもりなのだろうか。喉から出かかった言葉だが、結局言えずに飲み込んでしまう。聞いてしまって違ちがっていたら、多分がっかりするからだ。

　海は夜の闇やみを受けて、真っ黒な塊かたまりへと変へん貌ぼうしつつある。

「夜の海って、怖こわいな」

　ぼんやりと外を眺ながめながら呟つぶやくと、榛真が笑い混じりに言った。

「お前、初めて会った時、夜に一人で海を見ていたろうが」

「そうだよ。あの時も怖かった」

　何か、恐おそろしいものを波が連れてきそうな感じがする。あるいは波にさらわれ、どこか遠くの闇夜の世界へと連れていかれそうな。

「俺、施し設せつで育ったって、前に言ったよな」

　海沙希はなんとなく自分のことを話しはじめていた。それは多分、榛真にもっと自分のことを知ってもらいたいからだ。おかしいだろうか。自分を生け贄にえのように男達に差し出した彼に。

「周りにいるのは何人かの大人と、それから自分と同じような境きよう遇ぐうのたくさんの子供達ばっかりで、そこはあんまり居い心ごこ地ちのいい場所じゃなかった」

　だからとにかく早く大人になって、ここを出ようとした。外の世界なら、自分を受け入れてくれる場所があるかもしれない。海沙希を必要としてくれる人が。

　事務所は海沙希を最初アイドルとして売り出そうと、歌とダンスのレッスンを受けさせた。だが、その成果はあまりかんばしいものではなかった。

「そうしたら最初に出た映画がけっこう好評で……。榛真も褒ほめてくれたあれ」

　山間の村で、物の怪けに取り憑つかれた青年という役は最初は難しいもののように感じられた。芝しば居いが未経験の自分にやれるのかと不安もあったが、いざ演じてみると、なんだかとても自然にできたのを覚えている。

　だが、あの感覚はあれ一度きりだった。それからいくつかの役をこなしたけれども、あんなふうに、役と自分の境目が曖あい昧まいになったことは一度もない。他の誰かになることは楽しくて、芝居の技術だけは上達していったが、あれは特別な経験だった。

　今の自分に、ひどく似てはいないか。

　車内に沈ちん黙もくが走る。どうやら目的地についたようで、車は見晴らし台のような広い空き地に停とまった。とは言っても簡単に整地されただけの、舗ほ装そうもされていない場所だったが。

「ここだ。今日は新月だから、星がよく見える」

　車から降りて空を見上げた時、海沙希は言葉を失った。海で星を見たときも見事だと思ったが、周りに遮さえぎるものも何もない場所で見る空は、自分が宇宙に浮うかんでいるような錯さつ覚かくを起こさせる。

　それは少し怖いほどで、海沙希は思わず側に立つ榛真の腕うでを摑つかんだ。

「お前は怖がりだな」

　榛真は笑って、背後から包み込むように海沙希を抱だきしめてくる。彼の体温が伝わってきて、それからようやく海沙希は一人ではなくなったことに安心した。この広い宇宙の中に、二人でいられる。

「俺は信用ならない男かもしれねえが、お前のことを手放したくないって思ってんのは本当だ」

　そんな甘ったるいことを囁ささやくのはやめて欲しい。恨うらんでいることを、忘れてしまいそうになる。

「口説いてるつもりか？　今いま更さら」

「駄だ目めか？」

「駄目って言ったって……、どうせ俺はここからも、あんたからも逃にげられない」

「……手厳しいこった」

　後ろを向かされ、榛真に口づけされた。最初は軽く唇くちびるを啄ついばんでいただけのものが、次し第だいに深く重なってくる。肉厚の舌で口内を舐なめ上げられると、ぶるりと背中が震ふるえた。

「んん……っ」

「海沙希……」

　口づけの合間に可愛かわいいな、と褒められ、喉のどがひくりと動く。濃厚に絡からめ合う舌に、口の端はしから唾だ液えきが滴したたり落ちる。それを舌先で舐め取られて、浅く喘あえいだ。

「……っ」

　また、下腹が疼うずく。今日はもう、さんざんされたのに。

「……っ、榛真、やだ…っ、また、したくなるから……」

「疼いちまったか？」

「んんっ」

　厚いデニム越ごしに大きな手で脚あしの間を撫なでられ、思わず呻うめいてしまう。榛真に一撫でされただけで、それは布地を押し上げんばかりに昂たかまってしまった。こうなってしまったらもう、抱だかれないことにはおさまらないだろう。

「このまま星を見ながらやるのと、車の中でやるのとどっちがいい？」

「く、車で……」

「なんだ、ロマンチックに星空セックスとかいいんじゃね、とか思ってたのに」

「落ち着かないだろっ」

　切せつ羽ぱ詰つまった海沙希が顔を真っ赤にして嚙かみつくように言うと、何が嬉うれしいのか榛真が破顔した。

「俺と落ち着いてセックスしたいと思ってんだ？」

「────……～～っ」

　言葉に詰まると、彼はわかったわかったと言って海沙希の頭をぐしゃぐしゃと撫でた。

「意地悪するつもりはねえよ。ごめんな」

　榛真に髪かみを触さわられるだけで、そこにも神経が通っているみたいにじいん、となる。優やさしく見下ろされると、彼の言葉を信じてもいいような気がしてきた。少なくとも、今は。

　車の中に戻もどり、シートを倒たおしてもつれ込む。動くのに制限のある車内で、榛真が衣服を脱ぬがしてくるのに協力して腰こしを上げた。彼は海沙希を自分の膝ひざの上に、向かい合わせに抱き上げる。双そう丘きゆうの奥に潜もぐった指が後こう孔こうをまさぐってくると、ツン、とした刺し激げきが腰から背中へと走り抜ぬけた。

「んっ……ん」

　早くも男をくわえ込むのに慣れた身体からだが、指ではなくてもっと太いものを欲ほつして蠢うごめく。前を優しく撫で上げられると、たまらずに榛真の首にしがみつき、ねだるように腰を上下させた。

「ああ…ぁ、い、挿いれ…っ」

「よしよし。挿れてやろうな」

　尻しりたぶを広げるように両手で持ち上げられ、その入り口に彼の凶きよう器きの先せん端たんを押し当てられる。ずず、という音と共に、肉にく環わがこじ開けられて太いものがねじ込まれていった。

「んんんん────っ」

　狭せまい媚び肉にくを押し広げられる感覚が、脳が蕩とろけそうになるほど気持ちがいい。ぐん、と背中を反らしながらその快感を味わい、榛真の大きさと形を堪たん能のうする。

「……お前の中、ほんとすげえよ。絡みついて、食われちまいそうだ」

「ふあ、あぁあっ」

　大きく突つき上げられて、ぐちゅん、と繫つなぎ目から音が響ひびいた。前も握にぎられ、同時に扱しごかれて刺激され、下半身が快感に占せん拠きよされる。榛真の力強い律動が海沙希のしなやかな肢し体たいを揺ゆらし、感じる肉にく洞どうを何度も擦こすり上げていった。愛あい撫ぶされる股こ間かんのものはたちまち我が慢まんできなくなり、ほんの少し先端を弄いじられただけで白しろ蜜みつを噴ふき上げてしまう。

「あっあっ、前がっ、いくうぅ……っ」

　絶頂の瞬しゆん間かんに榛真をきつく締め上げてしまって、息が詰まるような呻きを耳元で聞いた。それが無む性しように嬉しくて、どうしてなのか涙なみだが出そうになる。

「今度は後ろでイこうな」

「ふ、ふあ、あっ」

　乱暴なほどに強く尻を摑まれて揉もみしだかれると、肉洞の中の榛真の存在をはっきりと感じてしまって、興奮がますます大きくなった。最さい奥おうの一番脆もろい部分をぐりぐりと抉えぐられて、頭の中が真っ白になる。

「い、い……っ、ああっ、そ、そこっ……」

「ここが好きか？」

「っ、あうっ、あうう……っ」

　立て続けにそこを突かれて、脚のつま先にまで甘い痺しびれに侵おかされた。榛真の問いかけにがくがくと頷うなずきながら、抗あらがいようのない絶頂の波に吞のみ込まれる。息が止まり、身体がバラバラになるような快感。

「いいぞ、海沙希、俺ももう、出すからな……っ」

　速まる律動に、余よ裕ゆうのないような彼の声。最後のとどめとばかりに深い場所にぶち当てられ、身体が浮き上がりそうになった。

「あ、いく、ア、あっ、────～～っ、……っ！」

　他ほかの男に抱かれて到とう達たつする絶頂と、榛真とのそれは明確に違ちがう。どちらも快感には変わりないのに、榛真と共に駆かけ上がる極きわみには、深いところから来る喜き悦えつがあった。

　震える睫まつげを上げると、フロントガラス越しに怖こわいほどの星空が見える。

「んう……っ」

　荒あらい呼吸のまま唇を奪うばわれ、舌を吸われて、やがてそれも見えなくなった。
















　依より代しろとなってからは外に出るのもおっかなびっくりだったが、一ひと月つきも経たつと、そうびくびくしなくともいいということを学んだ。最初は島の男達に姿を見られれば犯おかされると思っていたのだが、彼らにも生活や体面というものがあり、手を出されるのは一週間に一度か二度くらいだった。

　島の男達は、確かに海沙希を粗そ末まつに扱あつかったりはしなかった。対外的な面においては、たとえば買い物に行けば値引きやサービスをしてくれる。他にも、魚や野菜などが家────榛真の家なのだが────に届けられた。人目のない場所では海沙希に淫みだらなことをしてくる店の主人が、買い物客の前では海沙希におまけだといって余分に商品を袋ふくろに入れてくる。そのギャップに最初はひどく戸と惑まどったが、そういうものだと榛真は言った。海沙希も次第にそれに慣れ、表向きの彼らの顔とも普ふ通つうに付き合えるようになってきている。奇き妙みようなことだとも思うが、ここは東京とは何もかも違う土地なのだ。いまだに神が根付く島。海沙希の下腹に刻まれた御お印しるしが、何よりの証しよう拠こだった。

　そうして依り代として、島の男達に玩がん弄ろうされることの拒きよ絶ぜつ感が薄うすらぎ始めた時、海沙希は郁斗に会った。

「よ。久しぶり」

「────……」

　あまりにも普通に、そう、たとえば休み明けの学生がクラスメイトに再会する時のような気軽さで、郁斗が声をかけてきた。昼日中の、道の上で。

「儀ぎ式しき以来だな。元気でやってるか？」

「郁斗さん」

　彼に会ったら聞きたいことや言いたいことが山ほどあると思っていた。けれど、いざ対面すると、何を言っていいのかわからない。

「どうしていたんですか、今まで。榛真は島にいるはずだって言ってましたけど……」

　海沙希が問いただすと、郁斗は柔やわらかな、謎なぞめいた微笑ほほえみを浮うかべた。

「どこかで話そうか。邪じや魔まのはいらないとこ」

「どこに……」

「そうだな」

　郁斗は耳に髪をかけながら、さらりと言う。

「神社とか」

「────……」

　海沙希の眉まゆが顰ひそめられたのを見て、彼は困ったように首を傾かしげた。

「二人でいるとこ見られたら、絶対にまた二人まとめて犯やられるぜ？　俺はまあ、もう付き合う義務はないんだけど」

　あそこにはあまりいい思い出はない。それを知っていてあの場所を指定しているのだから、郁斗も相当な食わせ者だ。だが、彼の言うことが正しいのも事実だった。せっかくこうして顔を合わせたのだ。できれば邪魔されたくない。

「わかった。行こう」

　郁斗は口元に笑えみを浮かべたまま頷いた。










「多分、色々聞きたいことがあるんじゃないかって思ってさ」

　今日もからりと晴れていて、空は抜けるような青さだ。今夜の星も、きっと綺き麗れいなことだろう。

「郁斗さんは、どうしてこの島にやってきたんですか」

「いきなりそれ聞くかあ」

　途と中ちゆうにあった自じ販はん機きで買った水のペットボトルのキャップをひねり、郁斗は一口水を飲んだ。

「俺以上に大おお騒さわぎだったんですよ。人気アイドル、謎の失しつ踪そうって。色んな憶おく測そくが飛び交かってました。それこそ陰いん謀ぼう論とか」

「だろうな」

　鉄てつ柵さくから下の景色を覗のぞき込むような姿勢で、郁斗はつまらなさそうに答える。

「まあ、よくある話だよ。枕まくらを強要されて、断ったら騙だまされてホテルに連れていかれて、スポンサーのおっさん達に犯された」

「っ……」

　海沙希は息を吞んだ。

「よくある話じゃ……ないと思います」

「そう？　役者と俺達とは違うのかな。けっこう普通にあった話だぜ。グループの中でも、俺の他にもやらされてる奴やついたし」

　枕営業。いわゆるスポンサーや有力者とベッドを共にして、便べん宜ぎを取り計らってもらう行こう為いのことだ。海沙希は幸いにして、それを強要されることはなかったが、酒の席に連れて行かれて愛あい嬌きようを振ふりまけと言われたことはある。

「あの時、俺、男のことなんか知らなかったんだぜ。ひどいと思うだろ？　────でも結局この島で、同じ事やってんだから、笑えるよな」

「この島を選んだのは？」

「なんだっけ……。どこかで、聞いたんだよな。暮名井島って、すごくいいところがあるって。そう、ネットかなんかだったかな」

「郁斗さんて、子供の頃ころからこういうものを持っていませんでしたか？」

　海沙希はポケットの中から、石の人形を出して見せた。だが郁斗はきょとんとした顔で首を振る。

「それって、クレナイ人形だろ？　土産みやげ物にいくらでも売ってるやつじゃんか」

　郁斗の表情は本当にわからないと言っているようで、海沙希はそれまで自分の中にあった疑念を引かざるを得なかった。これを持っているものが依り代になるわけではないのだ。

「郁斗さんの前の、依り代の人って？」

「いなかった」

「え？」

「俺がこの島に来た時は、そういう存在はいなかったっぽい。島に来たら、ある日突とつ然ぜん、そこの小屋に連れて行かれて────」

　郁斗は先日儀式が行われた建物を顎あごで指し示す。

「あの時、二人で繫つながった張り形みたいなやつあったろ？　あれを突つっ込まれたけど、相手はいなかった。けれど俺の腹にはちゃんと御印が浮かんだんだ」

　あの淫いん具ぐは、普ふ段だんは神社の宝物庫で保管されているという。おそらくそれが、クレナイ様の依り代を生み出す装置のようなものなのだろう。

「俺は多分、近々この島を出て行くと思う」

「それって、あの時一いつ緒しよにいた人と？」

　郁斗に寄り添そうように側そばにいた、あの無口そうな男の姿が頭に浮かんだ。そう言われた郁斗ははにかんだような、照れたような微笑みを見せる。

「お前と榛真さんと、同じようなものだよ。依り代にされた俺のことを、色々と面めん倒どう見てくれたんだ」

「それで好きになった？」

「なるだろ、そりゃ」

　知らない土地で男の慰なぐさみ者になる生活。そんな中で親身になって側にいてくれる人がいたら、心を寄せて当然かもしれない。

「一応忠告しておくけど、島の男達と犯るのと好きな奴と犯るの、別物だと考えたほうがいいぞ」

「────」

　自分の中でまだわだかまっていたことを指し摘てきされ、海沙希は思わず彼を見返した。

「この島には、俺達外の人間からしたら考えられないような常識とか、習慣がある。自分の物差しで判断しないほうがいい」

「……わかってるよ」

　こんな状じよう況きように置かれて、自分の感覚だけで推おし量っていたら、今いま頃ごろ海沙希はおかしくなっていたろう。同じようなことを榛真にも言われて、それでようやっと自分を納なつ得とくさせている状態だった。

　だから、海沙希のことを好きだと言ってくれた榛真も、悋りん気きを見せたりはしないのだろうか。

「俺も同じだからさ。老ろう婆ば心しんながら」

「ぜんぜん年取ってないだろ」

　思わず笑いを漏もらした海沙希だが、自分の何気ない言葉がもたらす違い和わ感かんにふと気づいた。

　目の前の郁斗は、海沙希の記き憶おくの中の彼と変わらないように見える。

　だが、彼が失踪したのは六年も前だ。当時の彼は確か二十二歳くらいだったはず。ここにいる郁斗が二十八歳になっているとしたら、もう少し面おも差ざしが変化していてもいいのではないだろうか。

「────依より代しろにされると、その間の時間が止まるらしいぜ」

「な……」

「若い身体からだのほうがいいんだろうな、クレナイ様も」

　郁斗は何気ないふうに発していたが、さすがににわかには信じがたい話だった。

「そんなことって、あるのか……？」

「あるもないも。現実にこうなんだから仕方ないだろうが」

　郁斗はそう言って肩かたを竦すくめる。

「まあ、俺の時間はこれからまた動き出すだろうけどな」

　お前はこれからだ、と言外に告げられて、海沙希は身体が冷たくなるのを感じた。

「────今日は話せてよかったよ。できたら友達にでもなりたかったな」

　それは、彼との別れが近づいているという意味なのだろう。

「この島のことを誰だれも知らない土地に行こうって話してたんだ。俺もアイドル時代の稼かせぎがほとんど残ってるし。この島だと金も使いようがないよな？」

　郁斗は苦く笑しようした。確かに、食べるだけならほとんど困らない。海沙希は片手を差し出し、郁斗に握あく手しゆを求めた。

「最後くらい、普ふ通つうに友達っぽいことをしてもいいんじゃないか？」

　郁斗は小さく笑い、差し出した海沙希の手を握にぎる。連れん絡らく先を交こう換かんしようと言えば教えてくれそうな気もしたが、それも不ぶ粋すいというものだろう。

　その次の日に、郁斗が朝の定期船で島を出て行ったと榛真から聞かされた。彼の男と一緒に旅立っていったのだろう。彼の行く末に幸さちがあればいいと、海沙希は素す直なおに思った。
















「────クレナイ様って、どんな神様なんだ？」

　その日は昼間から榛真とセックスに耽ふけっていて、行為の後の気け怠だるい身体でまどろんでいた。うつらうつらとしていたところでふと目が覚めると、榛真がじっとこちらを見ている。そんな時に、なんとはなしに問いかけてみたのだ。

「────どうした。急に」

「多淫の神で、この島の守り神だっていうのは知ってる。どんな由来の神様かってことだよ」

　土着の信しん仰こうや、奇き妙みような風習を持つ土地はこの国にはたくさんあるだろう。だが、実際に神が生きて、その力が作用している場所はどれだけあるというのだろう。これだけの影えい響きようを実際に及およぼす存在というのがどういうものなのか、知りたいと思った。

「自分で調べようにも、この島には図書館も歴史資料館もないだろ」

「ああ、まあ、ないな。古い資料もあるところにはあるが」

「どこに」

「うちにあるぞ」

「────え？」

　海沙希は思わず訊たずね返す。

「この家にあるのか？　なんで？」

「小埜瀬家は代々島の神職を務めていたからな。といっても、俺の親父おやじまでだが」

　榛真がこの島で何をしているのか、職業を教えてもらっていても、海沙希は今ひとつわからなかった。彼はどこか、この島の人間から一歩引いたところにいるように見えたから。

「クレナイ様は、もともとこの村にいた人間だ。八百年ほど前の話だが」

　当時この村には美しい巫女みこがいた。島の神社に仕える巫女は、その美しさから高たか嶺ねの花として島の男達から憧あこがれられていた。男達は皆みな、どうにかしてその巫女を手に入れたいと願っていたが、神に奉ほう職しよくする身であることから誰も手が出せず、それゆえに均きん衡こうを保っている状態だった。

　だがある時、島にある病が蔓まん延えんする。それは大人の女だけかかる病で、島の女達はたちまちその数を減らしていった。

　巫女の祈き禱とうと、懸けん命めいな努力により、ほどなく病の流りゆう行こうは去ったが、女達が極きよく端たんに減ってしまったことにより、島の男達は欲よく望ぼうを解消することが困難となった。その鬱うつ屈くつは次し第だいに大きなものとなり、島のあちこちで諍いさかいが生まれ、男達は苛いら立だちを募つのらせていった。

　そしてある日、島の中でひとつの噂うわさが生まれる。

『病を流行はやらせたのは巫女だ』

　男達は、あろうことか懸命に祈いのりを捧ささげた巫女に、その責を負わせたのだ。

　その怒いかりは長い間憧れつづけた巫女に欲望となって襲おそいかかり、神社に押しかけた男達は逃にげ惑まどう巫女を捕とらえ、その建物の中で、犯おかした。

　凌りよう辱じよくは十日あまりにも及び、その間巫女はずっと男に抱だかれ続ける。そして度たび重かさなる行こう為いは生き娘むすめだった巫女に悦よろこびを覚えさせた。

「そうして巫女は、気がふれるまで快楽に溺おぼれたってわけだ」

「────……」

　淡たん々たんとした口調で榛真が語る内容に、海沙希は固かた唾ずを吞のんで聞き入る。

「その……巫女が犯された神社って」

「もちろん、島にある紅神社のことだ」

　あの淫みだらな儀ぎ式しきが行われた場所で、八百年前にもそんな出来事があった。

「それで、巫女はその後どうなったんだ？」

「完全に男に溺れてしまった巫女は、それから島中の男と乱交を繰くり返した。まあ、女の身体でそんなことをしていたら、当然孕はらむ」

　だが腹が大きくなっても巫女は男に抱かれるのをやめようとはしなかった。その結果、出産はしたものの、それがもとで巫女はとうとう命を落としてしまう。

「そうして、巫女が死んでから、島に凶きよう事じが起こり始めたんだ」

　海は荒あれて魚は捕れず、作物は不作になる。そのうち、島の中で巫女の姿を見かけたなどということを言い出す者も現れた。

　これは巫女の祟たたりに違ちがいない。そう思った島の者達は、巫女がいた神社に彼女を祀まつることにした。そして島の若い女を選び、依り代として抱くことで、巫女が望む快楽を与あたえると、凶事はぴたりと止やみ、島に平へい穏おんが訪おとずれたという。

「クレナイ様のクレナイってのは、巫女の緋ひ袴ばかまのことだよ」

「…………」

　想像以上に凄せい惨さんな話だった。そんな神が自分に宿っているだなんて。

「依り代をよがらせてクレナイ様を満足させているうちは島は安あん泰たいだ。だからそんなことがずっと続けられていたんだろうよ」

　榛真はふと、毛布の中に手を滑すべり込ませ、海沙希の下腹の御お印しるしを撫なで上げる。びくり、と腰こしを震ふるわせる海沙希に、彼は口元を引き上げて笑ってみせた。

「この御印にどういう意味があるかわかるか？」

「な……なんだよ」

「男達はな。巫女に刺いれ青ずみを彫ほったんだ。自分達の所有の証あかしとしてのな」

　それがこの淫いん紋もんだ。そう告げられて、海沙希は目め眩まいを覚えそうになった。

「いくらなんでもひどすぎるだろ。そんなこと、本当にあったのか」

「今、お前がそうしているのが、何よりの証しよう拠こだろうが」

　そう言われてしまうと、何も言い返すことができない。この身に起こったことの異常さは、海沙希本人が一番よくわかっている。

「聞かないほうがよかったんじゃないのか？」

　こんな陰いん惨さんな言い伝えは怖こわいだけだろうと、榛真は言った。けれど海沙希は少し黙だまった後、首を横に振ふった。

「いや……、知っといてよかった。何もわからないまま流されるよりは、覚かく悟ごが出来る。そりゃあ……少しは怖いけど」

　戻もどる場所も、帰るところもない。それならここで、腹をくくるしかない。そんなふうに消極的な覚悟だったが、それでもしないよりはましだと思う。

　榛真はそんな海沙希を見つめ、やがておかしそうに笑って抱だき寄せた。

「なんだよ」

「心配ねえよ。俺が守ってやる」

　海沙希をこんな境きよう遇ぐうに堕おとした張本人とも言える彼がこんなことを言うのは、ひどく矛む盾じゆんしている。けれども榛真にそう言われると、海沙希はどこか安心できるのだ。

「お前が島の奴やつらに何されようと、俺は────」

　榛真は何かを言いかけて、そこでやめた。その代わりに海沙希の肌はだに口づけ、ちゅ、ちゅ、と音を立てながら下に向かっていく。

「っ……」

　榛真は上うわ掛がけを剝はぎ取り、海沙希の裸ら身しんを晒さらした。御印の上に口づけられ、舐なめられると、びくん、と全身が震える。

「は────…」

　海沙希はもはや抗あらがうことなく、その行為を受け入れていった。促うながされるままに両りよう膝ひざを開くと、その中心に榛真の頭が沈しずむ気配がする。そうして、ぬるん、と自身が含ふくまれた。

「ん、う……ああっ」

　熱く濡ぬれた口こう腔こうに包まれ、唇くちびるで扱しごかれると、腰こし骨ぼねが灼やけつきそうになる。はっ、はっ、と息が乱れ、込み上げる快感に背中を反らした。

「あ、あ────…、きもち、いい……っ」

　海沙希はもう、快楽を口にすることを止めなかった。セックスに対してのためらいや抵てい抗こう感が、次第に薄うすれていっているのがわかる。素面しらふの時はそうでもなくても、感じさせられてしまえばもう終わりだった。恥はずかしいのに、それが興奮となる。

　ぢゅっ、と音を立てて先せん端たんを強く吸われると、脳天まで刺し激げきが突つき抜ぬけた。

「あううんっ」

　その直後に優やさしく舌で宥なだめられて、甘い痺しびれに支配されてしまい、下半身の力が抜けていく。

「あ、そ…れ、いい…っ」

「これか？」

　榛真の舌が意地悪く、先端の蜜みつ口くちをちろちろと嬲なぶった。

「あっ、あっあっ！」

　最も敏びん感かんなところを苛いじめられて、腰がひくひくと動いてしまう。そこはいつも剝むき出しにされて責められるので、ほんの少しの愛あい撫ぶも我が慢まんできないようになってしまった。涙なみだのように溢あふれる愛液が屹きつ立りつを伝い、それも舐められて鼠そ径けい部ぶがぶるぶると震える。

「あぁ…っ、んんんっ、い、いく、もう、イくっ…！」

　だいたい、さっきまで何度もいかされていたのだ。身体からだ中を愛撫され、疼うずく肉にく洞どうを突き上げられ、泣き出すほどの快感を味わわされた。悦えつ楽らくの火種が、まだこの身体の中に残っている。

「これ、好きか？」

　もうとっくに達してしまうほどの快感なのに、吐と精せいできないのは彼が海沙希の屹立の根元を指で押さえているからだ。そのせいで、焦こげつきそうな愉ゆ悦えつが体内を荒れ狂くるっている。海沙希は力の入らない指でシーツをひっかき、反らした喉のどから嬌きよう声せいを漏もらした。

「あっ、あーっすきっ…、そこ、いじめられると、おか、しく……っ」

「好きならもっとしてやろうな」

　先端のくびれから割れ目にかけてねっとりと舐め回されて、両りよう脚あしががくがくと震えてしまう。

「ひっ、ひぃ…っあっ」

　快感が過ぎて苦しいほどだった。達せないもどかしささえ興奮にとって代わってしまう。

「おね、が…っ、もうっ、だし…たいっ」

　海沙希のそれは根元を封ふうじられ、かわいそうなほどにびくびくと張りつめていた。その今にも弾はじけそうなものにいやらしく舌を這はわせられているのだからたまったものではない。

「う、ふっ、あくぅう…っ、……あっ、あああっ！」

　狂おしさに喘あえぐ海沙希の声が更さらに高くなる。双そう丘きゆうの最さい奥おうの蕾つぼみに、榛真が指を挿そう入にゆうし、中をまさぐってきたのだ。この上新たな刺激まで与えられて、海沙希は汗あせに濡れた肢し体たいをのたうつように喘がせる。

「ああっやぁあっ、……うしろ、まで、そんな……っ」

「焦じれったいだろ？　……お前は欲しがるとほんと可愛かわいいよ。もっと俺を求めてくれ」

　後ろを攪かく拌はんする指が、くちゅくちゅと音を立てている。前方も相変わらず舌で嬲られ、海沙希は泣き喘いだ。

「あぁ────っだ、めっ…！　ほん、とに…っ、おかしく、なるっ…、あ、あっ、いいぃ……っ」

　嫌いやなのかもっとして欲しいのか、もうわからなかった。

　それからも海沙希はさんざん泣かされ、卑ひ猥わいな言葉を言わされ、榛真に吐精を哀あい願がんする。そしてようやっと彼が根元を押さえていた指を離はなし、その屹立を舌を絡からめて強く吸った。果てしなく長い時間の果てに、やっと絶頂を許される。

「くぅああっ、あぁ────…っ～～っ、っ」

　薄うす暗ぐらい部屋の中に、海沙希の淫いん蕩とうな声が満ちた。思考など吹ふき飛んでしまいそうな絶頂が身体中を駆かけ巡めぐる。それは長く深く、海沙希を翻ほん弄ろうした。

「……はっ、はっ、あぁあ……」

　じんじんと痺れる余よ韻いんに陶とう然ぜんとしていると、榛真が海沙希の股こ間かんから顔を上げるのが目に入った。口元から滴したたる白しろ蜜みつを、彼の舌先が舐めていく。それを目にした時、ぞくり、と背筋がわなないた。それは薄暗い恍こう惚こつにほかならない。

「……はる、ま」

　海沙希は力の入らない両脚をもっと大きく開いていき、その最奥をおずおずと彼に見せつけた。

「挿いれてくれ……、榛真の」

　彼の視線を受けて、それまで指で苛められていた場所が、ひっきりなしに蠢うごめいている。

「指だけなんて、言わないだろう……？　責任、とれよ」

　俺をこんなにしたこと。

　この情じよう欲よくも興奮も、もしかしたら海沙希のものではないのかもしれない。この身の裡うちにいるという憐あわれな女め神がみがもたらすものなのかもしれない。

　けれどそんなことはどうでもよかった。

　今海沙希が榛真に感じている情動や、そして多分執しゆう着ちやくは、海沙希だけのものだ。これだけは自分のものだと、はっきりと感じ取ることができる。

「ああ、もちろんだ」

　榛真はそそり立って天を仰あおぐ自分の凶きよう器きを海沙希に見せつけるよう握にぎりしめた。それを目まの当たりにして、海沙希は思わず喉を喘がせる。

　後こう孔こうに押し当てられ、それが一気に押し這は入いって来た時、脳天まで突き抜ける快感に抗えず、挿入の刺激だけで達してしまったのだ。

「んんぁああぁ」

　我慢させられず、思い切りイけるのはなんて気持ちがいいんだろう。

「海沙希────海沙希」

「んう、ふうぅんっ……」

　深く繫つながったまま貪むさぼるように口づけられて、頭が真っ白になった。夢中で彼の舌を吸い返しながら、突き上げられる快楽に恍惚となる。

　今の海沙希には、過去も未来もなかった。ただこの瞬しゆん間かんの悦楽に身を焦がし、激しい衝しよう動どうに溺おぼれるだけの、肉の器うつわだった。










　石段をゆっくりと上っていくと、やがて神社の拝はい殿でんが見える。

　榛真からこの島の言い伝えを聞いてから数日後、海沙希は紅神社にやってきていた。

　あの話を聞いてから、正直ここへ来ることにはためらいがあった。その風習から、おそらくあまりのどかな話ではないだろうと思っていたのだが、島の男に凌りよう辱じよくされた巫女みこの話は想像以上だった。

　その、祟たたり神と化した紅の巫女が、今、海沙希の中にいる。

　これからどれだけの間依より代しろとして過ごしていくのかわからないが、海沙希にはどうしてもひっかかることがひとつあった。

　何な故ぜ自分が選ばれたのか。

　郁斗は、自分達芸能人が、人の欲よく望ぼうの対象となっているからだと言ったが、海沙希の感覚は何かが違ちがうと訴うつたえていた。いや、おそらくそれもあるのだろう。だがそれはもっと、副次的な理由のような気がするのだ。

　海沙希はそれが知りたくて、またここへ足を運んでしまった。

　石段の最後の段を上り終え、前を向くと、正面に拝殿がある。

　その、拝殿の前に、長い黒くろ髪かみと緋ひ袴ばかまの巫女の格好をした者がいた。

「────っ!?」

　思わず息を吞のみ、硬こう直ちよくした海沙希はとっさに視線を逸そらす。恐おそる恐るもう一度正面を向いた時、巫女の姿はどこにもなかった。代わりに年老いた老ろう婆ばが手を合わせている姿があり、海沙希はゆっくりと身体のこわばりを解く。

　────見み間ま違ちがいか。

（あんな話を聞いたから、意識してしまっているのかもしれない）

　自分が思っていた以上に怖こわがっていたのだと気づき、海沙希は苦く笑しようしてかぶりを振ふった。

　ゆっくりと拝殿に近づくと、老婆は祈いのり終わったのか、ぺこりと一礼した後こちらを振り返る。

「おや、あんたは……」

「……あ、こ、こんにちは」

「ああ、観光で来た人かね。何もない島だけど、景色と魚は美味おいしいからね。ゆっくりしてっておくれね」

　どうやら老婆は、海沙希が依り代だとは気づいていないようだった。

　この島の女達は、依り代に対してあからさまな態度にこそ出さないものの、どこか冷ややかに見つめられることがある。それも仕方のないことだろうと思った。自分達の夫や恋こい人びとが、同性とはいえ他人を抱だいているのだ。それがいくらこの島の風習だと言っても、割り切れない部分はあるだろう。とは言え、やはり人から非難がましい目で見られるのは寂さびしいものだ。だから海沙希は、老婆が普ふ通つうに接してくれたことが、少し嬉うれしかった。ましてや、自分のことを性的な存在だと思わない人間と話すのは久しぶりで、もう少し話していたくなる。

「この島は、いいところですね」

「そうじゃろ？　でもこの神社もなあ。昔は巫女さんもいたんじゃけど、今は誰だれもおらんようになってね。小埜瀬さんとこが管理してるだけになってしもうた」

「え？」

　海沙希は老婆にたずね返す。クレナイ様の巫女のことを言っているのだろうか。

「昔って……どれくらいですか？」

「そうね、二十年くらい前じゃったと思うけど」

　さほど昔ではない。榛真はそんなことは言っていなかった。

「────あの娘こもかわいそうに。依り代なんぞに選ばれてしもうて」

　その時、独り言のようにつぶやいた老婆の言葉が、海沙希の耳にしっかりと届く。今、この人は依り代と言ったのか？

「あの、お婆ばあちゃん、その巫女さんが依り代って……」

　海沙希に問い返され、老婆ははっとしたような顔をした。自分が今口にしたことを、気づいていなかったような反応だ。

「────なんでもないよ」

「教えてください、お婆ちゃん」

「外の人が知ることじゃない」

　それまで海沙希に対し親しげに話していた老婆が、みるみる態度を硬こう化かさせる。海沙希は、自分が依り代であることを話してしまおうかと思った。だがそれを話して、更さらに遠ざけられてしまう可能性もある。

「────それじゃあね。あたしは行くから、ごゆっくり」

　老婆はまたやんわりとした口調と態度に戻もどったが、その笑え顔がおの下にはもう何も言うまいとする色が見えていた。海沙希は仕方なく、その小さな背中を見送る。

　────二十年前にいた巫女。

　依り代は男がなることが多い。男に犯おかされる快楽は同性のほうが大きいということと、女はいずれ孕はらんでしまうから。

　海沙希の中で、以前榛真から聞いたことが、妙みように頭で回っていた。
















　薄うす暗ぐらい小屋の中は、男達の呼吸する息で温度が上がっているように感じられた。

　その中央に、裸はだかに剝むかれた海沙希が、両りよう腕うでを頭の上に縛しばり上げられて、床ゆかに立たされている。

「これで身体からだ中可愛かわいがってやれるな」

「もうだいぶ慣れてきたから嬉しいだろう？」

「…………」

　海沙希は視線を下げ、くすんだ床を見つめて黙だまっていた。

　確かに、男達の言うとおりだ。

　依り代とされた海沙希は、最初は犯される度たびに抵てい抗こうの意志を示していた。抗あらがいはせずとも、決して好んで抱かれるわけではないのだと。

　それはおそらく、榛真とその他ほかの男達に対する唯ゆい一いつの明確な区別だったのかもしれない。この島では、そんなことは意味がないとわかっているにもかかわらずだ。

　それなのに、ここ最近は明らかに『慣れてきた』。

　大勢に犯され、卑ひ猥わいな行こう為いを強しいられる屈くつ辱じよくが興奮に変わり、快楽はたやすく理性を押し流していく。

　────俺が変わっていく。何か、別の淫みだらな生き物に。

　役目を終えて去って行った郁斗の様子からして、巫女に乗っ取られてしまうということはおそらくないのだろう。けれどそのことは、海沙希に対してより羞しゆう恥ちを感じてしまうこととなった。

　男達に抱かれ、淫らな声を上げているのは、巫女ではなく、紛まぎれもない海沙希自身だ。巫女は海沙希を通して快楽を受け取っているに過ぎない。巫女のせいには、できない。

「どうした。そんな顔をして」

　男の手に顎あごを捕とらえられ、上を向かされて、海沙希は悩なやましげに眉まゆを寄せて視線を逸らした。今もそうだ。これから始まる淫いん戯ぎに、期待を募つのらせている。

　その時、小屋の扉とびらがガラリと開き、また誰かが入ってきた。その男の顔を見て、海沙希は思わず瞠どう目もくする。

「あん？　榛真じゃねえか。めずらしいな。お前がこんなところに来るなんて」

「まあな」

　榛真は、海沙希が島の男に犯される場面には大たい抵ていの場合姿を見せない。海沙希もできれば見られたくないと思っていたので、それは有り難がたかった。

「たまには、俺も交ぜてもらおうかとおもってな」

「なんだなんだ。欲よく張ばりじゃねえか。どうせ家で抱いてんだろ？」

「そう言うなって、見られてするのもオツなもんだ」

　榛真の軽口に、男達の間で淫らな笑いが漏もれる。

「────…っ」

　海沙希は動どう揺ようしてしまう自分を抑おさえられなかった。榛真の前で、皆みなに犯される。皆の前で、榛真に抱かれる。そう思うと、そのどちらもがたまらなく恥はずかしくて、そして────昂たかぶってしまう。

「なんだ、興奮してるのか？」

「あっ！」

　脚あしの間のものをふいに握にぎられ、海沙希は思わず声を上げた。いつの間にか兆きざしていたものを、慣れた手つきで扱しごかれ、弄もてあそばれ、甘い刺し激げきが込み上げてくる。

「く、ふ、あぁあ……っ」

　身を捩よじると、天てん井じようの梁はりから海沙希の両腕を縛るために吊つるされた縄なわがギシリ、と軋きしんだ。両の乳ち首くびも摘つままれ、指先で転がされて、胸の先から甘い痺しびれが広がっていく。

　海沙希の身体に次々と愛あい撫ぶが加えられた。無防備な腋わきの下を、濡ぬれた舌がぺろぺろと舐なめていく。内うち腿ももや、脚の付け根を何度も撫なで上げてくる指。尻しりを開かれ、双そう丘きゆうの奥の蕾つぼみをマッサージするように揉もまれた。

「ああぁ────…っ、ふぁあああ……っ、あはぁあ……っ」

　全身の感じる場所を一度に責められてしまい、海沙希は惑わく乱らんしたように喘あえぎよがる。身体のあちこちで快感が渦うず巻まいて、我が慢まんなど到とう底ていできなかった。肌はだはたちまち汗あせをしき、身体中が薄うす桃もも色いろに染まっていく。下腹に刻まれた御お印しるしが、燃えるように疼うずいた。

「どうだ、感じるだろう」

「あっ、いぃ────…っ、ああぁあ…っ」

　両の乳首に吸いつかれ、音を立ててしゃぶられて、海沙希はたまらずに仰け反った。その反った背中にも男の指が這はい、脇わきのほうまで悪戯いたずらされる。

「ああっだっ、めっ、んああっ、あっ！」

　顔を真っ赤に上気させて喘ぎながら、海沙希は榛真の視線を感じていた。肌を舐めつくす、彼の焦こげつくような眼まな差ざし。　>>>♥

「油を塗ぬってやろう、海沙希」

　榛真は焦げ茶色の壺つぼと刷は毛けを手にして近づいて来た。その声に海沙希はハッと顔を上げる。

「や、やだ、油は、やだあ…っ」

「わがままは駄だ目めだぞ」

　彼らが油と言っているものは、ローションのようなものなのだが、その中に媚び薬やくが混ざっており、粘ねん膜まくに塗られるとたまらなくなる。嫌いやだと抗ってはみたが、両腕を縛られている上に、何人もの男達によって押さえつけられてはどうにもならなかった。両りよう脚あしを開かされ、剝き出しの股こ間かんに、油を滴したたらせた刷毛が迫せまってくる。

「お前が気持ちよくなるように、たっぷり塗ってやろうな」

「……ひ────…っ」

　ぺちゃり、と根元から刷毛で撫で上げられ、背筋にぞくぞくっ、と快感の波が走った。榛真は油をたっぷりと含ふくませた刷毛で、裏筋から先せん端たんにかけて何度も往復する。粘膜に染しみこんだそれは、カアッ、と股間を熱くさせると、やがてじんじんとした刺激へと変わっていった。

「ああ…あ、ひぃ…い」

「後ろにも塗ってやろう。脚を持ち上げてくれ」

　後半の言葉は男達に向けられ、海沙希は両脚を抱かかえ上げられ、まるで幼児が小用をさせられる時のような格好にされた。双丘の奥の恥ずかしい部分をすべて晒さらされてしまう。

「や、やだ…あ、そこも…なんて…っ、んんあぁっ、ああーっ」

　ひっきりなしに収縮する後こう孔こうから双そう果かの裏までも念入りに油を塗られてしまい、足の指がぎゅううっと強く丸まる。後孔が疼き、肉にく洞どうが貫つらぬくものを求めてあやしくうねった。

「一番好きなところに行くぞ」

「────っ」

　榛真の指が先端を剝き出しにする。嫌だ、という暇ひまもなく、刷毛がその部分に優やさしく触ふれた。

「あぁ────っ」

　強すぎる快感に耐たえられず、海沙希は身を捩らせた。けれども男達にがっちりと両脚を捕らえられているので、それも叶かなわない。

「ひ、あ、んんっ、くうううっ」

　最も敏びん感かんな粘膜に異様な快感が何度も走った。海沙希は口の端はしから唾だ液えきを滴らせながら喘ぎ、もう許して欲しいと訴うつたえる。けれど榛真が手を止めることはなかった。

「ああっだめっ、い、いく、いく────！」

　がくがくと腰こしを震ふるわせたかと思うと、榛真が刷毛でいたぶっている先端の蜜みつ口くちから、白蜜が弾はじける。精路を蜜が通過する感覚が、頭が変になりそうなほど気持ちがよかった。

「うあ、ああ、ぁあぁあ」

「なんだ、もう我慢できなかったのか」

　こんな快感を与あたえられて、どう我慢できるのか教えて欲しい。脚が下ろされ、再び床に立たされても、膝ひざが震えてしまってうまく身体を支えることができなかった。

「おっ…と、大だい丈じよう夫ぶか？」

「芯しんを入れてやらないとな」

　そんな声が聞こえたかと思うと、両手で腰を摑つかまれ、双丘の奥に男根を押しつけられる感覚がする。待て、という間もなく、それは肉にく環わをこじ開け、ずぶずぶと中に侵しん入にゆうしてきた。

「ああうううっ」

　海沙希の秀しゆう麗れいな顔が喜き悦えつに歪ゆがむ。奥まで入れられてしまい、強ごう引いんな律動にも感じさせられてしまって、海沙希は喉のどを反らして喘いだ。

「あう────うう、あっ、はっ、んあぁあ……っ」

　男の動きに合わせて腰が動いてしまう。ごりごりと中を抉えぐるようにされるのが死ぬほど気持ちがよかった。たちどころに追いつめられてしまい、ぎゅっと閉じた目め尻じりに涙なみだを浮うかべながら達してしまう。

「あくぅうう────…っ」

「ううっ締しまるっ…！」

　海沙希の強きよう烈れつな締めつけにより、道連れにされた男に肉洞の中に射精される。内部を濡らされる感覚に、内腿がぶるぶると震えた。

「なんだ、お前もう出したのか」

「面めん目ぼくねえ、あんまり具合がいいからよ」

　海沙希はがくりと項うな垂だれ、はあはあと息を荒あらげる。立て続けの絶頂に頭の中が霞かすみがかってうまくものを考えられない。けれど、次に榛真が手に引き寄せたものが目に入ってしまい、不安そうに彼を見上げた。

「ここの孔あなはまだ躾しつけてなかったな」

「あうっ」

　そう言って彼は先端の小さな蜜口にそっと触れる。

　────まさか。そんなところを。

「いやだ榛真っ…、それはやだっ」

「お前はさっきからいやいやばっかりだなあ。でもな、これは許しちゃやれねえんだ」

　榛真がどうして皆の前でこんな意地悪をするのか、海沙希にはよくわからなかった。彼は濡れた瞳ひとみで縋すがるように見上げる海沙希の目尻をそっと舐め取り、「いい子だ」と囁ささやく。

「────…」

　その時、肉体の芯がきゅうっと切なく疼いて、まだ体内にいる背後の男を締めつけてしまった。

「おっ、また締まったな…。興奮してるのか？」

「やっぱり榛真がいいのか？」

「てめえはいい加減抜ぬけよ。俺と代われ」

　背後の男がどやされ、渋しぶ々しぶといったふうに海沙希の中から自身を引き抜いた。ずるり、と中を擦こすられ、その感覚にううっ、と声が漏れてしまう。

「さあ、棒で支えてやるからな。がんばって立ってろよ」

　また別の男のものが後孔に押し当てられ、ずずっ、と入ってきた。押し開かれ、いっぱいにされる刺し激げきに膝ががくがくとわななく。

「ああぁあ……っ」

　入ってきたものに軽く揺ゆすられると、達したばかりの媚び肉にくがうねるように悶もだえる。その動きに、背後の男がまた海沙希を褒ほめた。

「じゃあ、入れてもらったとこで、そろそろ始めるか」

　榛真は掌てのひらに載のるくらいの小さな木の箱を持っていた。それを開けると、中には指の長さほどの、クリーム色をした線せん香こうのような細長いものがぎっしりと入っている。

「お前に苦痛を与えるつもりはないからな。これは薬だ。中に入れれば、すぐに溶とける」

「そいつを入れたら、気持ちいいぞお。中を擦って欲しくてたまらなくなるからな」

「……っ、ぁ、や」

　自身にそっと手を添そえられ、先端を剝むき出しにされ、蜜口を広げられた。

「さっき塗った油のせいで、こいつも痛くはないはずだ」

「あっあっ……、変なの、入れるなっ…、んあっ、あっ！」

　細い棒状の媚薬が精路の中に差し込まれる。ツン、とした刺激の後、それはすぐに内部で溶け出し、敏感な粘膜をじわりと潤うるおした。海沙希の腰がびくん、とわななく。

「うぁ、ふあっ」

「そら、もう一本いくぞ」

「もっと何本も入れてやれ、榛真」

　男達が囃はやし立てる中、榛真は器用に棒薬を何本も蜜口に差し込んでいった。海沙希の精路はたちまち媚び薬やくに浸ひたされ、犯おかされたことのないそこがずくずくと疼うずく。異様な感覚に、どう耐えていいのかわからなかった。　>>>♥

「あ、あぁあ……っ、あ、つい、そこ、あついぃ……っ、も、もう入れないでっ、あくぅう…っ」

「駄だ目めだ、もう少し入れるぞ」

　熔け出した媚薬と愛液が混ざり合い、蜜口から零こぼれでていく。だが榛真はそんなことにはお構いなしに更さらに数本を挿そう入にゆうしていった。

「ひ、ひいっ……」

「ようし。よくがんばったな。最後にこいつで栓せんをするからな」

「あうぅうっ」

　蜜口を塞ふさぐようにピンのようなものを挿さされ、突つき上げるように鋭するどい刺激に腰が動く。そうすると男のものが入っている後ろも一いつ緒しよに感じてしまい、海沙希は啜すすり泣くように喘あえいだ。

「後は可愛かわいがってもらえ。しばらくしたらピンを外して、中を犯してやる」

「え、あ……？」

　こんなにたくさん精路に薬を入れられたまま、放置されるというのか。海沙希のものは今や腹に付きそうなほどに反り返り、びくびくとわなないていた。蜜口を塞がれた精路は快感に疼き、ほんの少し振しん動どうを与えられただけでも気が狂くるいそうにもどかしい。

「今度は俺達が気持ちよくしてやろう」

「んあ、あはぁああっ」

　ずうん、と本格的に後ろを突き上げられ、身体からだ中にびりびりと快楽の電流を流されたようだった。

「あああっああっ、く…ひぃ、ま、前っ、おかしいっ…、…あ────…っ変になるっ…！　ど、どうにか、して……っ」

「よしよしいい反応だ。でもなあ、いくら頼たのまれても、しばらくはこのままなんだよ」

「他ほかのところを可愛がってやるから、ちっと我が慢まんな？」

「あ、んぁあっ、ああああ────…っ」

　入り口から奥までを突き上げられて、海沙希は悲鳴を上げた。それは肉の悲鳴だ。身体中の快感神経が媚薬で高められている状態だというのに、一番切なくなっているところを我慢させられて、理性どころか正気が飛びそうになる。そんな海沙希のギリギリの身体を、男達は容よう赦しやなく愛あい撫ぶし、犯していった。痛いほどに硬かたくなった乳ち首くびを指先でこりこりと転がされ、乳にゆう暈うんをくすぐられ、突とつ起きごと摘つままれては揉もみこまれる。腋わきの下や脇わき腹ばらも指や舌で悪戯いたずらされてしまい、海沙希は何度も背を反らし、びくびくと震ふるえた。

「い、イく、イくぅ────…っ！」

　精路を塞がれているので、達することができない。射精を封ふうじられているからだ。今まではそうだったが、今日は少し違ちがっていた。もっと身体の奥底から波が込み上げてくる。

「あ、あ、イく、出せない、のに、イく────」

　次の瞬しゆん間かん、身体の中で快感が爆ばく発はつした。外に出ることのできないそれは、海沙希の体内を駆かけ巡めぐり、神経を灼やきつくすかと思うほどの法ほう悦えつを運んでくる。

「あぁぁ、ひぃ、アあぁあ────…っ、～～っ」

　頭が破は裂れつするかと思った。吐と精せいを伴ともなわない極きわみは深くしつこく後を引き、海沙希を快楽でもって苦しめる。

「女の子みたいにイったな」

「これができれば、依より代しろとして一人前だ」

　えらいぞ、と褒められ、急に腕うでを縛しばる縄なわの力が消えた。両りよう腕うでの拘こう束そくはそのままに床ゆかに頽くずおれた海沙希を、男達が縫ぬい止める。

「よく我慢したな」

　榛真が脚あしの間に腰こしを下ろすのが見えた。何も言えずにいると、彼は今にも弾はじけそうな海沙希の屹きつ立りつを、そっと手で支える。

　────解放してもらえる。

　そう思うと、どっと涙なみだが出て来た。目の前の榛真が、海沙希を助けてくれる。

「ううっ！」

　先せん端たんのピンが外されると、口を開けた小さな口からとろとろと雫しずくがあふれ出てきた。

「は、やく、出した……っ」

「言っておくが、射精してもそこが熱いのは直らないぞ？」

　彼の言葉に、海沙希は瞠どう目もくした。ではどうすれば。

「言ったろ？　こいつで擦ってやらねえと」

　榛真の手に、細長い棒状のものが握にぎられている。それは薬ではない。その形状から、海沙希はもうそれがどういう役割を果たすものなのか薄うす々うすわかっていた。

　あんなものを、ここに入れるのは嫌いやだ。けれど、そうしないと────……。

　この狂おしい感覚から抜け出すことはできない。そう思うと、勝手に両りよう脚あしが開いていった。

「素す直なおで可愛いぞ、海沙希」

「……っ、あっ、はや…く…っ」

　それで、この中を擦ってほしい。今の海沙希には、もうそのことしか考えられなかった。榛真はわざとなのか、ゆっくりとそれを海沙希の先端に当てる。そして微び妙みように表面が波打ったその棒状の淫いん具ぐの先端を、パクパクとひくつく蜜みつ口くちに挿入していった。

「ああぁぁあぁあ」

　媚薬で充じゆう分ぶんに犯され、解ほぐれていた精路は、その淫具の侵しん入にゆうを嬉うれしそうに受け入れた。海沙希の全身がぞくぞくとわななき、死にそうな快感が脳を突き抜ぬけ、かき回していく。

「あっ、あ────っあっ」

「おっと、あまり暴れると危ないぞ」

「押さえつけろ」

　過ぎた快楽に激しく身み悶もだえしそうになる海沙希の両腕と両脚が男達に押さえつけられる。海沙希はまるで人ひと形がたの字のように床の上に貼はりつけられ、今度は身動きを封じられてしまった。ろくに身動きもできないままで精路を犯され、強きよう烈れつすぎる快感を逃のがすことができない。榛真が淫具を動かす度たびに、じゅぷ、という卑ひ猥わいな音が漏もれた。

「あ、ひ────ぃ、あ────っ…、ああ、いい、いぃ……っ」

「気持ちいいか？　あんまり腰を揺らすなよ」

「あああ、ひいい」

　榛真の声を受けて、太ふと股ももまで押さえつけられてしまう。海沙希の悲鳴のような泣き声が小屋に響ひびいた。

「ここはどうだ？　天にも昇のぼる気持ちだろう」

「……っア────……」

　榛真の操あやつる淫具の先がある場所に当たった瞬間、海沙希は声も出せないほどの愉ゆ悦えつを味わわされた。淫具がそこに静止しているだけで、身体が勝手に震え出す。

「くぅ────ああぁ、し…ぬ、しぬぅう……っ」

　ずっと、絶え間なく達しているような状態だった。全身の神経が快楽の鞭むちでひっきりなしに叩たたかれ、自分がもうどんな声を上げているのかわからない。

「そうだ、死ぬほどの快楽だ。お前が今感じているのは、その深しん淵えんだよ」

　榛真が何を言っているのか、今の海沙希にはわからない。意識が遠くなり、新たな快感によってまた呼び戻もどされる。本当に気が狂うかと思った。過ぎた快楽は、苦痛にも等しい。

　やがて淫具がゆっくりとその場所から離はなれ、精路から引き抜かれていくにつれ忘れかけていた射精感が蘇よみがえり、腰の奥からカアッと熱いものが込み上げてきた。

「あああ、あうう…っ」

「さあ、思い切り噴ふき上げてみろ」

　この後に訪おとずれる吐と精せいは、きっと耐たえ難がたいものになるだろう。それでもさんざん我慢させられた海沙希の肉体は、それを望んでいた。そしてとうとう、小さな濡ぬれた音を立てながら、淫具が精路から引き抜かれる。

「────！」

　押さえつけられている腰が、びくん！　と跳はね上がった。海沙希は汗あせに濡れた肢し体たいを反らし、泣きながら白蜜を噴き上げる。びゅくびゅくと音がしそうなほどに弾けるそれは、海沙希の下か肢しや下腹の御お印しるしを汚よごしていった。

「あっ、あっ、ああっあっ……！」

　身体の芯しんが引き抜かれそうなほどの絶頂の波はなかなか引かなかった。それどころか、精路に入れられた薬を流してしまったほうがいいと言われ、男達の指や舌で更さらに射精を促うながされて、海沙希はもう許してくれと哀あい願がんする。だが、それが聞き入れられることはなかった。










「正気に戻っているか？」

　気がついた時、榛真が側そばにいてくれたことに、海沙希は無意識に安あん堵どする。

「…………」

「ん？　なんだ」

　聞き取れず、顔を近づけてきた榛真の耳元で、海沙希は掠かすれた声で「水」とだけ言った。

「ああ、ほら、ここにあるぞ」

　ミネラルウォーターのボトルを口元に当てられ、ゆっくりと飲み下す。泣き叫さけんで荒あれた喉のどを冷たい水が潤うるおしていくのが心ここ地ちよかった。

「……死ぬかと思った」

「でも、気持ちよかったろ。あれでもぎりぎりを加減したんだぜ」

「……それは、わかってた」

　どんなに我を忘れている時でも、彼が海沙希の様子を注意深く見ているのは気づいていた。だからこそ、彼に身を委ゆだねることができたのだ。

「……あっ」

　身じろぐと、後こう孔こうから男達に注がれたものがごぽっ、という音を立ててあふれ出てくる。今夜も、いったい何度注がれたのだろう。毎度のこととはいえ、ため息が出てしまう。屈くつ辱じよくは、もう慣れてしまった。あれだけ恥はずかしい姿を晒さらしたのだから、もう今いま更さらだ。この御印が身体からだに刻まれているうちは、逃れられないのだから。

「俺が始末してやろう」

「え…っ、あっ！」

　気づくと、榛真に組み敷しかれていた。ろくに力の入らない海沙希の両脚を割り、その凶きよう器きが濡れそぼった後孔に押しつけられる。

「い…言ってることと、やってることがちが…っ、ああ……っ」

　さんざんに突つき入れられ、精を注がれた肉にく洞どうは、榛真の猛たけ々だけしいものも抵てい抗こうなく受け入れていった。

「知ってるか？　オスの生せい殖しよく器ってのは、他ほかのオスの精子を搔かき出すための形をしているんだぜ」

「……っ知るか…っ、あ、んっ」

　噓うそくさいことを言いながらも、ゆっくりと腰こしを動かしてくる榛真のものは、海沙希の熟うれた肉洞を刺し激げきし、嫌でも感じてしまう。

「はっ……あ…っ、ああ…う」

　犯おかされ、ぽってりと熱を持った媚び肉にくは榛真の男根を包み込み、奥へ奥へと誘いざなっていった。あれだけされたのだからもう感覚などなくなりそうなのに、御印の力か、それとも相手が榛真だからなのか、蕩とろけそうなほどに気持ちがよかった。

「あ、あ、かんじ…る…」

「俺もだ、海沙希……」

　さんざん他の男に抱だかれた身体を、彼はためらいもせずに抱く。それは、榛真自身にその責があるからなのか、それともそれが彼の興奮に火をつけるからか、それとも。

「抱かれてよがっているお前は、最高に興奮するよ」

「……っン、悪、趣しゆ味み、んあっ……っ」

　やっぱり興奮するほうだったか。自分も、とんでもないタチの悪い男に惹ひかれたものだ。

「はう…っ」

　くちくちと舌を絡からめ合いながら、海沙希は縛しばられて痺しびれた腕うでを、彼の首に絡みつかせた。

（今が気持ちよければいい。そう決めたはず）

「ン……ン…っ！」

　榛真が海沙希の奥深くに精を放つ。びくびくと腰を痙けい攣れんさせながら、それが自分の肉洞を満たしていくことに、海沙希は満足を覚えた。
















　急に空が曇くもってきて、頰ほおに冷たい雫しずくが当たった。庭に出ていた海沙希はあわてて軒のき先さきに回ると、干していた洗せん濯たく物ものを大急ぎで取り込む。

「またお天気雨か」

　夏の空は変わりやすいとは言うけれども、この暮名井島は比ひ較かく的てき気候が安定しているほうだと聞いた。それはおそらく、クレナイ様の加護のおかげで。

　それなのにここ数日、妙みような天気が続いている。今のように晴れていたかと思えば急に雨が降ってきたり、凪ないでいたはずの海が急に荒れたり、まるで冬が来たのかと思ったほどに気温が下がったり、あるいはその逆で、もうお盆ぼんも過ぎたというのに干ひ上あがりそうなくらいに暑くなったりなどだ。

「なんだか変な天気ねえ……」

「クレナイ様が、守ってくれているはずじゃないの？」

　島の中で、そんな声を耳にするようになった。噂うわさの出所は主に女達からだ。彼女達は、島に恩おん恵けいをもたらしてくれるからこそ、依より代しろという存在を黙もく認にんしている。それが機能を果たさないとあれば、それはただ単に自分たちの夫や婚こん約やく者を寝ね取とる忌いま々いましい存在でしかないのだ。

「お前が悪いわけじゃない。気にするな」

　榛真はそう言ってくれた。

　確かに海沙希は、望んで依り代となったわけではない。だから責任を感じる必要がないのは道理だ。そもそも、海沙希には島のために何かしているという自覚すらない。

　────それでも、気にはなるのだ。

　ここに住んでから、海沙希は自分がイレギュラーな存在であるということをいつも思い知らされていた。

　けれど生活をしてみれば、ここには確かに人の営みがあるというのがわかる。海沙希に淫みだらな行こう為いを仕し掛かけてくる男達も、家庭に戻れば夫や父親であり、仕事をして日々の糧かてを稼かせいでいるのだ。

　それに、この島の美しい風景と海、そして星空は、海沙希の心をずいぶん慰なぐさめてくれる。そう言えば、初めて榛真と出会ったのも、月が明るい夜空の下だった。

　────だから、この島に何かあれば、気になってしまうのだ。

　たとえそれが、自分の中にいるという、あの巫女みこの感情だったとしても。

　降り出した雨は強さを増して、数時間後には横よこ殴なぐりに吹きつけるまでになった。

「────今日、漁に出てる船もあるんだろ？」

「ああ……」

　窓の前で、難しい顔をして外を眺ながめている榛真の側そばに立ち、海沙希はそっと訊たずねた。

「心配ねえよ。すぐに戻もどってくるだろう」

　榛真の大きな温かい手が、海沙希の髪かみを撫なでる。

「それより、飯にするか」

「あ、今日は俺が作る」

　何か胸がざわめいていて、何かしていたいのだ。そんな海沙希の胸の裡うちが伝わったのか、榛真が肩かたをぽんぽんと叩たたいてくる。

「なら、一いつ緒しよに作るか」

「わかった」

　その時、雨の音がざあ、と大きくなり、外で何かが飛ばされて転がっていく音がした。思わずびくりと肩を竦すくませる海沙希を、榛真がぐい、と抱だき寄せる。

「ベッドの中で抱いていたほうがいいか？」

「────その前に、腹ごしらえが先だろ」

　わざと強気な口調と表情を作ってみせる。彼はそれに気づかない振ふりをして、「そりゃそうだ」と笑ってくれた。

　このまま何も起こらず、嵐あらしが止やんでくれるといい。

　人間には、頭を低くしてやり過ごすことしかできないのだから。










　翌日になっても、勢いは少しおさまってきたものの、雨は止まなかった。

　榛真と海沙希が居間で天気予報を見ていた時に、玄げん関かんのチャイムがなる。

「漁協の連中かもな」

　そう言い残して榛真は居間を出ていった。気になった海沙希は玄関の様子をそっとうかがう。土間で榛真と誰だれかが話している声が聞こえた。

「────やっぱり戻ってきてねえのか」

「ああ。昨日漁に出た船全部だ」

　聞こえてきた会話の内容に、海沙希は思わず息を吞のむ。

「今までは、多少海が荒あれても、みんな無事に戻ってきてたんだがな……どうしたもんだか」

「海沙希のせいじゃねえよ」

「いや、俺だってわかってるよ。けどな、女達がな……」

　漁から戻ってこない漁師達の妻や家族達が、集まっている時に、ふいに依り代についての不満を口にしたのだという。

　なんのための依り代だ。こんな時にこそ役に立つべきではないのか。

　これでは、あんないかがわしい存在を許している理由がないではないか────と。

「それを黙だまらせるのがお前らの役目だろうが」

「榛真よお。今は昔と違ちがうんだぜ」

　榛真と話しているのは、海沙希を抱いたことのある男だろうか。なんとなく声に聞き覚えがあるような気がする。

「男が黙れって怒ど鳴なってそれで済む時代じゃねえんだよ」

「だからって、あいつにどうしろって言うんだ」

「いや────それとは別に、言い出したら聞かねえ奴やつらもいてな」

　男は少しの間黙ると、やがて言いにくそうに口火を切った。

「────儀ぎ式しきが、失敗したんじゃねえかって言う奴もいるんだ」

「なんだって？」

　榛真の声が、呆あきれているように聞こえる。

「てめえも儀式の時に見てるだろうが。あいつの身体からだの御お印しるしを」

「だから、依り代としてどこか不完全だったんじゃねえかって話だよ！」

　男の言葉が、海沙希の身体の芯しんを一いつ瞬しゆんで凍こおらせた。

　────ここでも厄やつ介かい者扱あつかいか。

　もうどこにも自分の居場所はないのだと、突つきつけられているような気分だった。

「……今の言葉は聞かなかったことにする。帰れ」

　聞いたこともないくらいに冷ややかな榛真の声が聞こえた。

「榛真よ」

「帰れ。殴なぐられねえうちに。あと、海難事故の疑いがある時はまず海かい保ほに連れん絡らくだ。漁協にそう言っとけ」

　彼が怒いかりを抑おさえているのがわかった。自分のために、彼が怒ってくれている。それだけでもひどく嬉うれしかった。

　土間にいる男が、ちっ、と舌打ちをする気配がした。

「あいつら、今度は依り代を海に捧ささげろとか言ってるぜ。人ひと身み御ご供くうにする気だ」

「────なんだと」

「俺が言ったんじゃねえよ！　ともかく、女達は怒ってるし、あいつらも相当追いつめられてる。今までのようにはいかねえってことだけは、頭に入れとけ」

　じゃあな、と言い捨てて、玄関の扉とびらが開く音が聞こえる。雨の音が一瞬強まって、それからまた遮さえぎられた。

　海沙希はひとつため息をついて、土間へと続く戸をそっと開ける。そこには榛真が仁に王おう立だちになっていた。その拳こぶしが固く握にぎられている。

「……榛真」

「聞こえちまってたよな」

「やっぱり、俺のせいなのかも」

「んなことあるわけねえだろ！」

　声を荒あらげながらこちらを振り返る榛真を、海沙希はじっと見上げた。いつも人を食ったような笑えみを浮うかべている彼が、今は険しく怒った顔をしている。そんな表情をさせているのが自分なのだと思うと、なんだかたまらなくなった。

「東京で悲しい目にあって、やっとここに逃にげて来たお前を、勝手に依り代にして好き放題犯おかしたのは俺達なんだぞ。そんな勝手な話、吞めるわけねえだろ」

「けど、漁に出た人達が帰ってこないのは事実だろ。その人達の家族は、すごく心配だと思うよ。俺は、家族とかは知らないけど、いたら素す敵てきだなって思う。だからそれがいなくなるってことは、やっぱりよくないことだ」

　海沙希がそう告げると、榛真は言葉を失ったように口を引き結んだ。

「それに、俺のことで榛真が責められたり、困ったりするのは、やっぱり嫌いやだ」

「……お前」

　榛真は何かを考えるように眉まゆを顰ひそめると、それから突とつ然ぜん海沙希の腕うでを摑つかんだ。

「来い」

「榛真っ!?」

　彼は海沙希を、家の奥おく座ざ敷しきに連れてきた。ここには彼の父や祖父の写真が飾かざってあり、海沙希はなんとなく入りづらいものを感じて足を踏ふみ入れたことがない。榛真は海沙希の腕を摑んだまま座敷にある簞たん笥すの前に立ち、ポケットから小さな鍵かぎを取り出した。古い鍵と鍵かぎ穴あなは、少しの間カチャカチャと音を立てていたが、やがてカチリと手て応ごたえを寄こす。

「────これは」

　引き出しの中に、古ぼけた和わ綴とじの本が何冊か入っていた。それから、もう風化しかかっている巻物のようなものもある。

「お前が前に言ってた、この島の記録物だ。この家にあるって言ったろうが」

「いや、榛真、これ、保存状態悪すぎだよ……」

「まあ、あまり愉ゆ快かいな記録でもないからな。なくなるならなくなるで、それでいいと思ってた。……用があるのは、こっちだ」

　榛真は古い書物ではなく、比ひ較かく的てき新しい本を取り出した。ページをパラパラとめくると、一枚の写真がある。それには巫女みこ姿の、美しい女性が写っていた。

「この人は？」

「郁斗の前の、依より代しろだ。そして……お前の母親だ」

　一瞬何を言われたのか理解できなかった。

　海沙希は彼の言葉を何度か頭の中で繰くり返し、それから単語の意味をようやく理解する。

「俺の……母親？」

「そうだ。似てないか？」　>>>♥

　そう言われて見れば、目元と口元のあたりがなんとなく似ているような気がした。けれど、何な故ぜ海沙希の母親の写真を榛真が持っているのだろう。

「お前の母親は依り代として選ばれた。それまでは男の依り代が続いていたが、クレナイ様が気まぐれを起こしたのか、あの神社の巫女に白羽の矢が立った」

「……ずっと疑問に思ってたんだけど、依り代ってどうやって選ばれるの」

「ひとつは、お前や郁斗のような来訪者だ。通常はこっちが多い。もうひとつは、希まれに村の中から選ばれることがある」

「だから、それは」

「────小埜瀬の家系だ」

「え？」

「この家の跡あと取とりが、クレナイ様に夢の中で告げられる。お前がこの島に来る前の日、お前の夢を見た。郁斗を選んだのは六年前、まだ生きていた俺の親父おやじだ」

　彼の声はどこか苦しそうだった。

「お前を依り代にしろと、夢の中でクレナイ様が言った」

「…………」

「そしてお前の母親を選んだのが、俺の祖父だ」

　気まぐれに依り代に選ばれてしまった海沙希の母は、男達に犯され、そのうち身み籠ごもってしまった。それが海沙希だった。

「お前の母親……美み由ゆ紀きは、お前を産んだが、依り代が産んだ子は海に流すのが決まりだ。クレナイ様に、返すためにな」

　だが、美由紀はなんとしても海沙希の命を助けたかった。誰だれの種ともわからない子だが、その赤ん坊ぼうに自分の願いと夢を託たくしたかったのだという。

「俺はその時、まだほんのガキだったが、外の人間に連れられて島を出て行くお前を見ていた。幸せになればいいと思っていたよ」

　では、海沙希が施し設せつに引き取られる時に持っていたクレナイ人形は、母が握らせてくれたものだったのか。二度と会えない息むす子こに、せめてものヒントを与あたえて。

「────あ」

　その時、海沙希の脳のう裏りに、ひとつの光景が浮かんだ。まるで、映画の場面のように。

　薄うす暗ぐらい洞どう窟くつの中に船が繫つなぎ止められ、その側そばに知らない男と、美しい女性が立っていた。女性の腕の中にはまだ小さな赤ん坊。そしてその側には、榛真に似た男と、中学生くらいの少年が一いつ緒しよにいた。

　女が身をかがめ、少年に赤ん坊を見せる。彼はどこか寂さびしそうな顔をしながら、その赤子にそっと触ふれようとした。

　するとそれまで大人しく眠ねむっていた赤子がぱちりと目を開けると、その小さな手で、少年が伸のばした指をぎゅうっと握る。

『バイバイ、って言ってるのかもね』

　女の柔やわらかな声が赤子の耳をくすぐった。少年はそのまましばらく赤子をじっと見つめると、ポケットから出したものをその手に握らせた。

　それは海沙希がもっていたクレナイ人形だった。

　────ああ、あの時。

　どうして今まで忘れていたのだろう。

（違ちがう。今思い出すべきことだったんだ）

　その少年は榛真だ。

　鮮あざやかに蘇よみがえった記き憶おくに、海沙希は震ふるえる思いで目の前の榛真を見つめた。

「お前のことを初めてテレビで見た時、あの時の子供だとすぐにわかった。美由紀に似たその顔と、その名で」

　産うぶ着ぎに縫ぬいつけられていた海沙希という名は、母がつけてくれたものらしい。

「役者としてのお前をずっと見ていた。幸せになればいいと思っていたが、もう一度会いたいとも思っていた」

　まさか、こんな形で会うとは思わなかったがな、と榛真は苦く笑った。

「お前を依り代にしろとお告げがあった時、迷った。このまま島の奴らには黙だまっていようかと思った。けれどお前に初めて会った時に、どうしても我が慢まんできなくて触れてしまった」

　榛真は海沙希が依り代となった後、せめて最後まで面めん倒どうを見ようと決めたという。

「そしてお前がその役目を終えた時、俺だけのものにしたいと思ったんだよ。だから俺には、お前のことを守る義務がある」

　そうして榛真は一枚の紙を広げた。それはこの島の地図だった。

「この家の裏手の山を下りていくと、小さな洞窟がある。そこを抜ぬけていくと海に出るんだが、小さな船着き場がある。モーターボートが停とまっているから、雨が止やむまでそこで待って、東へ真っ直すぐ行け。この島を出るんだ」

　それは小埜瀬家が何かあった時のためにと用意している脱だつ出しゆつ口なのだそうだ。かつて、赤ん坊の海沙希も、そこから島を出て行ったらしい。

　今から準備をする、と動き始めた榛真に驚おどろいて、海沙希は彼の腕を摑む。

「ちょ、ちょっと待てよ！」

「なんだ。時間がないんだぞ。あの様子だと、いつまた島の連中が押しかけてくるとも限らねえ。海に投げ込まれたいのか」

「俺が逃にげたら、榛真はどうなるんだよ！」

　自分一人だけ逃げるなど、海沙希はごめんだった。だいたい、ここから出てどこへ行けというのだろう。

　だがそんな海沙希の訴うつたえを聞いて、榛真は顔をしかめた。

「俺は後始末がある」

「まさか、自分が海に飛び込む気じゃないだろうな」

「……俺が死ねば、小埜瀬の家は途と絶だえる。そうなれば依り代を選ぶ奴やつがいなくなって、風習を疎うとましく思っている奴らは納なつ得とくするだろうよ」

「俺は納得しない」

　きっぱりと言い切った海沙希の言葉に、榛真が瞠どう目もくする。

「さっきから勝手なことばかり言うなよ。俺のこと、最後まで面倒見てくれるんだろ？　第一ボートの乗り方だってわかんないし、方角だってまるきりだよ。一人で逃げたって、海の上で遭そう難なんするのが関の山だ。どっちにしろ死んじまうよ！」

「……確かにそうかもしれねえ。だが……」

　榛真は額に手を当て、どうしようもない、というように上を向いた。

「これじゃお前のこと放ほうり出すのと変わらねえよな────。いや、だが、他ほかにどうしたら……」

　その時、再びチャイムが鳴り、玄げん関かんの戸が激しく叩たたかれる音がする。ぎくりと顔を上げる海沙希を、榛真が守るように抱だき寄せた。

「榛真！　依り代を出せ！　庇かばってもためにならんぞ！　榛真！」

「やっぱり来やがったか」

　榛真が舌打ちする。先ほど来た村の男とは違う声だ。おそらく話し合いが決けつ裂れつして、業ごうをにやして海沙希を連れ出しに来たのだろう。

「とりあえず、裏口から出てさっき言った船着き場に行く。俺も一緒にな」

「────うん」

　一緒ならば怖こわくないと思った。自分達の運命が繫がっているのならば、どこへだって共に行ける。

　玄関を叩く音はまだ聞こえている。榛真と海沙希は大急ぎで簡単な準備をすると、裏口からそうっと山のほうへ抜けた。雨具の上に、雨が容よう赦しやなく降り注ぐ。

「足元気をつけろ」

「うん」

　隠かくされているというだけあって、道と言えるものはほとんどなかった。おまけに夜で暗く、雨もあってよけいにわかりづらくなっている。これは一人で行けと言われても、到とう底てい無理だったろう。

　悪あく戦せん苦く闘とうして二十分ほど進むと、石だけで足場を作られた階段がある。波の音が聞こえてきた。船着き場はもう、そう遠くないのだろう。

「────こっちだ！　足あし跡あとがあるぞ！」

　ところが後ろから島の男達の声が聞こえてきた。通路が発見されてしまったのだろう。

「見つかっちまったか」

　榛真は顔をしかめた後、海沙希の腕うでを引いて逆方向へと進む。

「いったん撒まくぞ」

「わかった」

　今現在、海は荒あれていて船を出せない。船着き場で追い込まれてしまっては退路がなくなると思い、榛真は山に身を隠すほうを選んだのだろう。ところが、男達はすぐ後を追ってきた。懐かい中ちゆう電灯の光が、海沙希の足元を掠かすめていく。

　だが、夜の山は暗く、見通しがききにくい。くわえて追われているという状じよう況きようではろくに方角を確かめることもできず、気づいた時には崖がけの上に追い込まれていた。振ふり返ると、追いついた島の男達がすぐ側まで迫せまってきている。

「逃げても無む駄だだぞ」

「────こいつをどうするつもりだ」

　榛真が海沙希の前に立つ。先頭に立つ男が、やれやれと肩かたを竦すくめた。

「榛真、そいつは不完全な依より代しろなんだ。お前がそんなに入れ込む必要はない」

　不完全な依り代。海沙希が思わず唇くちびるを嚙かむと、間かん髪はつを容いれずに榛真が言った。

「関係ねえ」

「なんだと」

「こいつが依り代かどうかなんて、関係ねえって言ったんだ。ましてや不完全でもねえよ」

「榛真……依り代に誑たぶらかされたか」

「ああ、そうだね。俺はこいつと初めて会った時から誑かされてんだよ」

「おい、俺は誑かしてなんか」

「何言ってんだ。寂しそうな顔して、夜の海辺なんかにいて、あんな姿見せられたら放っておけねえじゃねえか」

　どうもこちらのせいにされているような気がしないでもないが、状況が状況なので仕方なく口を閉じた。

「依り代のせいにしたって仕方がねえ。もしかしたら、クレナイ様の加護自体が薄うすれてきてるのかもしれねえじゃねえか」

「なんだと!?　榛真、貴様本気で言っているのか!?　小埜瀬家の人間が！」

「ああ本気だよ。だいたい、クレナイ様がどんだけ淫いん乱らんだって、そろそろ満足する頃ころだろうが」

「ば……罰ばち当あたりが」

「そもそも、考えてもみな。ここじゃない他のところは、災害だなんだって色んなことがありながら、なんとかやっていってるんじゃねえか。この島だって、もうそろそろ考えたほうがいい」

「黙れ！」

　男が激げき昂こうしたように叫さけぶ。片手で合図すると、猟りよう銃じゆうを持った男が前に出て来た。思わず息を吞のむ。

「……本気か」

「お前とはわかりあえん。致いたし方ない」

「────榛真！」

　海沙希はとっさに彼を庇おうと前へ出る。だが彼も同じことを考えていたようだ。榛真の胸に抱だき込まれたと思った瞬しゆん間かん、猟銃が発はつ砲ぽうされる。それは榛真の肩を掠めていき、赤い血が飛び散った。ぐらりと傾かしぐ彼の身体からだ。

「はる────」

　落ちる。

　彼が海に落ちてしまう。

　海沙希は本能的に身体を返し、渾こん身しんの力で榛真を突つき飛ばした。そしてそれが反動となり、崖から宙へと放り出される。

「────海沙希────！」

　まるでスロー映像のように、こちらに手を伸のばす彼の姿がゆっくりと遠くなっていった。

　────よかった。

　無事だ。

　そう思った瞬間、海沙希の意識は暗い闇やみの中に吸い込まれていった。










　────どこまで落ちていくのだろう。

　上下の感覚がない。ただただ冷たい闇の中を、海沙希はゆっくりと沈しずんでいった。苦しさも痛みもない。もしかしたら、自分はもう死んでしまったのかもしれなかった。

　……榛真。

　思い出すのは、ただ一人彼のことだけだった。

　生まれた時から一人だった海沙希に、抱き合うことを教えてくれた男。他の男は一方的に海沙希を犯おかすだけだったが、彼だけは違ちがっていた。

　────ずっと一いつ緒しよにいたいと思ったけれど。

　どうやらそれは叶かなわないようだった。

　海沙希の閉じた目め尻じりから涙なみだが零こぼれ、それは大きな粒つぶとなって闇の中を流れていった。

　────もう、意識が遠くなる。

　最後の最後は彼のことを考えていたいと思い、海沙希は榛真の姿を思い浮うかべようとした。

　その時、沈んでいく速度が急にゆっくりになったように思えて、海沙希は意識だけであたりを窺うかがってみた。

　闇の中に、巫女みこ服を着た女性がいる。

　────お母さん。

　そう呼びかけると、彼女は優やさしく微笑ほほえんで、上を指さした。

　榛真は言わなかったが、海沙希の母は、この世にいないのだろうと思った。

　それはおそらく、この海の中にいるのだ。

　────まだ、そっちに行ったら駄だ目めなの？　おかあさん。

　そう問いかけると、母はゆっくりと首を横に振る。海沙希の身体が、ゆっくりと上じよう昇しようを始めると、今度は逆に母の姿が遠ざかっていった。

　おかあさん。

　上昇していく中、また緋ひ袴ばかまの女性の姿が見える。同じような巫女服を着てはいるが、それは母ではない。けれど見み惚とれるような美しさを持っていた。

　────あれは。

　まさか。

　巫女はただ静かに海沙希を見つめていたが、やがてゆっくりと頭を下げ、そのまま消えてしまった。

「────海沙希!!」

　その時はっきりと声が聞こえ、はっとして上を見た。榛真が必死の形相で海沙希を追ってきている。真っ直すぐに伸ばされた力強い腕が見え、海沙希は必死で自分の腕を伸ばした。

　指が触ふれ、それから掌てのひらが触れ、しっかりと掌を握にぎられ、引き寄せられる。

　────ああ、還かえってきたんだ。

　そう思った時、海沙希の意識は再び途と切ぎれていった。
















「海沙希！」

　ぱっと目を開けると、柔やわらかな光が飛び込んでくる。眩まぶしさに目を眇すがめると、頭の上に大きな手がそっと置かれた。ゆっくりと瞼まぶたを開くと、そこには、こちらを覗のぞき込んでいる榛真がいた。

「気がついたか。気分はどうだ？」

「……ここは？」

「診しん療りよう所じよだ」

　言われて周りを見ると、辺りは白い壁かべに囲まれ、微かすかに薬品のにおいがした。

「俺……どうなった？」

　記き憶おくがあやふやで、どこからが現実でどこからが夢なのかよくわからなかった。

「海に落ちたんだ。俺がすぐ飛び込んで、引き上げた」

　そう言われて、海沙希は思い出す。確か彼は、撃うたれたはずではなかったか。

「榛真は、怪け我がは？」

「俺は平気だ。少しかすっただけだったからな」

　彼の首元から、白い包帯が微かに見えた。彼は海沙希の前で腕うでを動かしてみせて、本当にたいしたことはないとアピールする。本当に痛そうではなかったので、海沙希はそれでやっと、息をつくことができた。あれから三日ほど経っているらしい。

「あいつらな、ビビってたぜ」

　海沙希と榛真に向けて発砲したものの、実際に目の前で榛真が負傷し、海沙希が海に落ちたのを見て怖おじ気づいたらしい。どうやら本気で人を殺す覚かく悟ごはなかったようだった。

「それからな、船が無事に戻もどってきた。全員無事だ」

「────本当に!?」

「ああ」

　嵐あらしに遭あい、方角を見失っていよいよだめかと覚悟をしていたところ、柔らかな光が船の舳へ先さきに現れ、それが港へ向かって誘ゆう導どうしてくれたというのである。彼らは皆みな、クレナイ様の加護のおかげだと感謝していた。

「よかった……」

　これで皆、家族を失わずに済む。

「────俺もな」

「え？」

　榛真が神しん妙みような口調で話し出したので、海沙希は彼を見つめた。

「お前を追って俺も海に飛び込んだんだが、あの日は雨で星も月も出てなかったし、夜の海の中なんて何も見えねえ。だけどな、お前の姿だけが、こう……淡あわく光って見えたんだ」

　まるで月のように、と彼は告げる。

「不思議なこともあるもんだよな」

　それがなんなのか、とは、彼は言わなかった。けれど、もしかしたら、そういうこともあるのかもしれない。海沙希もまた、自分が海で見たことを榛真に話すと、彼は少し考えて、「やっぱり、もう満足したのかもな」と言った。

「じゃあ、俺はお役やく御ご免めんてわけか？」

「うーん……、どうだろうな」

　榛真は少し考えると、おもむろに海沙希の上に身をかがめて、優しく唇くちびるを重ねてきた。

「ん……ん」

　くちゅ、と舌が差し込まれ、榛真の熱い舌で口こう腔こうを舐なめ回される。なんだか久しぶりのようなその感覚に、海沙希は自ら唇を開き、顔を傾かたむけて彼の舌を受け入れた。

「あ……あふ」

　次し第だいに深く、濃のう密みつになっていく口づけに気が遠くなる。恍こう惚こつと舌を絡からめ返す海沙希の耳を、榛真の指先が愛あい撫ぶしていった。

「ん……ああん」

「っと……、ここまでにしておくか」

　名残なごり惜おしげに唇が離はなれ、海沙希は頰ほおを上気させながら榛真を見上げる。濡ぬれた唇をそっと指でなぞりながら、彼が訊たずねた。

「どうだ？　したくなったか？」

「……こんなことされたら、したくなるに決まっているだろ」

　けれどそれが御お印しるしによる疼うずきかどうかは、今はまだわからなかった。

「まあ、そうか。……けど今は駄目だな。身体からだに障さわる」

　海沙希も、今の状態でセックスするのは自信がなかった。まだ体力が戻りきっていないので、途と中ちゆうで気絶してしまうかもしれない。

「どっちにしろ、俺はもうお前を他ほかの奴やつらに触さわらせたくねえな」

　榛真が突とつ然ぜん独どく占せん欲よくを露あらわにしてきたので、海沙希は驚おどろいてしまった。

「そういうの気にしないって言ってたのに」

「気にしてないわけじゃなかった。ただ、仕方ねえってだけだ。クレナイ様のことがなくなったんなら、話は別だがな」

　なあ、と、榛真は海沙希の頭を撫なでながら問いかける。彼に髪かみに触れられるのは気持ちいいなと思った。

「この島でも、お前がそうしたいってんならこの島から出ていってもいい。俺の側そばにいてくれるか」

「榛真の側に？」

「そうだ。今みたいに一いつ緒しよに暮らして、飯食って、朝から晩までイチャイチャしたい」

「……それから？」

「お前のこと、毎晩可愛かわいがって気持ちよくさせてやりたい」

「……楽しそうだな」

「ああ。きっと楽しい」

　それはまるで、家族ができたみたいだ。

「俺も榛真とずっと一緒にいたい」

　同じ朝あさ陽ひと、星を見つめて。

「好きだ」

　そう告げると、榛真はひどく困ったような顔をして、それから少しくやしそうな顔になった。

「俺が先に言おうとしたのに、駄だ目めじゃねえか」

「じゃあ、榛真も言ってくれよ」

　ねだるように見上げると、彼は優やさしく笑って、海沙希の手を強く握る。

「お前のことが好きだ。離れたくない」

「……うん」

　なんだかとても恥はずかしくて、嬉うれしくて、泣きたくなる。

「もう少し眠ねむれ。起きたら、きっといいようになっているから」

「……うん」

　なっていても、なっていなくても、どちらでも構わないと思った。ただ榛真が側にいてくれれば。

　次第に重くなっていく瞼を閉じながら、海沙希は彼の気配を感じながら眠りについた。
















「そーら、襲おそっちまうぞー」

「ちょっ…、重いんだよっ」

　お互たがい裸はだかでベッドに重なり合い、忍しのびやかな笑い声が響ひびく。

「俺だけのものだ」

　顔中にキスを落とされて、海沙希はうっとりと瞳ひとみを閉じた。

　あれから幾いく度どかの話し合いがもたれ、結果的に海沙希は依より代しろの役目から解放されることになる。クレナイ様は充じゆう分ぶんに満たされたのだと、結論が出たからだ。海沙希が島中の男に抱だかれなくとも、今のところ島には大した異変はない。相変わらず景色や星は美しく、魚は豊富だ。

「ただ気持ちよくなれればいいだけなら、俺がいるしな」

　そう言って笑う榛真に呆あきれながらも、実際にその通りだと海沙希は思う。彼とのセックスだけで指の先まで痺しびれきり、何度も達することができるのだ。

　ただ、海沙希の下腹部から御印は消えなかった。

　これは置き土産みやげのようなものかと思っている。

　けれど、幕は下りた。海沙希が依り代の役を演じる必要は、もうないのだ。

「ん……んっ…ふ」

　何度も口づけされ、敏びん感かんな胸の突とつ起きを転がされて、海沙希の肌はだが震ふるえた。彼の手が下腹を探さぐり、御印をそっと撫で上げられて、その感覚にびくん、と腰こしが跳はねる。

「……これだけ、残っちまったな」

「あ……あ」

　大きな手で紋もん様ようを撫でられると、下腹がじくじくと疼いた。敏感になったそこを愛撫するように五本の指が這はう。

「ここ……、まだ、感じるのか？」

「あ、そ…そんなにっ、撫でるな……っ、あ…んっ」

　卑ひ猥わいな手つきで下腹を撫で回されるのにどうしようもなく感じ入ってしまって、海沙希は身体をくねらせた。脚あしの間がどくどくと脈打ち、海沙希のものが恥ずかしい姿に隆りゆう起きする。淫いん紋もんは強制的な発情という効力を失ったが、触ふれられれば感じる性感帯としては残った。

「でもまあ────お前に似合ってるし、それ。あと、エロいし」

「ちょ…っ、待っ、あっ、……あぁああ」

　海沙希の身体の上を榛真の頭が下がっていく。臍へそに舌先を入れられてかき回され、喉のどを反らして喘あえいでしまった。それから、すぐ下にある淫紋を舐め上げられてしまい、異様な感覚が背筋を走る。脚の間に疼とう痛つうが走った。

「勃たってきたな」

「だ、から、そこされたら…っ、感じる、んだって…っ」

　海沙希は涙なみだ目めになって榛真に訴うつたえる。今や海沙希のものはそそり立ち、先せん端たんを卑猥に濡らしながら榛真の目の前にあった。それは早く刺し激げきが欲しくて、震えながら張りつめている。

「こんなになって……、今、可愛がってやる」

　海沙希の疼く屹きつ立りつが、榛真の熱く濡れた口腔にぬるん、と包み込まれた。

「んん、くぅああぁ…っ」

　強きよう烈れつな快感が頭の天てつ辺ぺんまで突つき上げる。それをされると弱かった。榛真や島の男達にさんざん苛いじめられたその部分は、ほんの少しの愛撫も我が慢まんできない。じゅる、と先端を吸われてからねっとりと舌を絡ませられると、泣き喚わめきたくなるような気持ちよさが込み上げてくる。

「ひ、あ、ひぃ……んんっ」

「これ、イイだろう……。ピクピクしてる」

　先端の切れ目を抉えぐるように舌先で穿ほじくられて、がくがくと腰がわななくのに、榛真の力強い腕うででがっちりと押さえ込まれてしまった。

「あっあっ！　あぁ────あ────」

　鋭えい敏びんな粘ねん膜まくを舌で擦こすられ、あるいは屹立全体をしゃぶられて吸われて、海沙希はもう耐たえることができない。あられもない嬌きよう声せいを垂れ流しながら、榛真の口内に思い切り白しろ蜜みつを解き放ってしまった。

「くぅううぅ……う、あ────…」

　息が止まるような絶頂。腰を浮うかせ、目め尻じりに涙を滲にじませながら、海沙希はたっぷりと与あたえられる極きわみに恍こう惚こつと酔よいしれた。だが、イっている最中の海沙希の肢し体たいに、榛真は更さらなる快楽を与えてくる。

「ううぁあっ」

　最さい奥おうの蕾つぼみに、ぬぐ、と指が最初から二本這は入いってくる。それは刺激に収縮する内ない壁へきをまさぐり、中を広げるように擦ってきた。

「は、あぁあ…っ、い、イってる…のにぃっ」

「前でイきながら後ろ弄いじられるの、たまんねえだろ」

　榛真の言う通りだった。吐と精せいした直後のものを、ちろちろと舌先で弄られながら後こう孔こうを指でかき回されて、海沙希はもうどうしたらいいのかわからなくなる。力の入らない指先でシーツをかきむしり、何度も背中を浮かせては快楽を訴えた。

「ああっ、あ────…っ、あっ」

　苦しいほどの快感。けれど今の海沙希は、それらをすべて悦よろこびとして感じてしまう。もっと、もっと責められても構いはしなかった。そしてそれを与えてくれるのが榛真なら、何も嫌いやなことはない。たとえ肉体が許して欲しいと訴え、狂くるおしく悶もだえても。

「ううっ、あっ、……はる、ま、そこ、もう……っ」

「んん？　すげえ、ぐちゃぐちゃいってるぜ？　気持ちいいって、俺の指を一いつ生しよう懸けん命めいしゃぶってる」

　彼の長い、悪戯いたずらな指が海沙希の弱い場所をぐっ、と押してくる。

「ひぁあっ」

　頭の中が一いつ瞬しゆん真っ白になった。そこを、もっと凶きよう悪あくなものでかき回して欲しいのに。

「い、れ……てっ、ここ、はやく、榛真の……っ」

「俺が欲しい？」

「欲しい…って、言って……っ」

　榛真が嬲なぶっている海沙希の媚び肉にくはかわいそうなほどにわなないている。感じて仕方がないのに、もどかしさで内壁を舐なめ回されているようだった。海沙希の両りよう脚あしが無意識に開き、男を迎むかえ入れる体勢になる。

「い、入れて、なか、ぐりぐりって、して……っ」

　あられもない言葉でねだると、榛真の喉が上下するのがはっきりと見えた。海沙希の中から指がゆっくりと引き抜ぬかれ、彼の猛たけ々だけしいものを見せつけられる。

「そ、それっ、ほし…っ」

「いい子だ。今、奥まで入れてやるからな」

　たっぷりと味わえ。そう言って榛真は、その男根の先端を海沙希のヒクつく入り口に押し当て、一気に腰を進めていった。

「んんああぁぁっ」

　ずぶずぶと音を立てて這入ってくるものの刺激に抗あらがえず、海沙希の股こ間かんのものから再び白蜜が弾はじける。

「……っは、また入れただけでイったのか……？」

　榛真もまた、遠えん慮りよなしに締しめつける海沙希の媚肉の感かん触しよくに、眉まゆを寄せて息を詰つまらせていた。

「ああ、あっ、だっ、て…っ」

　欲しかったところに、一度に奥まで入れられてしまってはたまったものではない。肉にく洞どうをめいっぱい押し広げてくる男根は入っているだけで気持ちがいいのだ。これで、容よう赦しやなく突き上げられてしまったら。

「さあ、うんと苛めてやるぞ」

「あっ、あっ────あああっ！」

　榛真は一度引いたと思うと、また、ずうん、と深く腰を沈しずめてきた。その瞬しゆん間かんに内壁が思い切り擦られてしまって、脳が蕩とろけるほどの快感が込み上げてくる。

「ふあ、ああっ、……ううあっ、ああんんん」

　彼の律動は重く、強く海沙希を揺ゆさぶり、その度たびに達してしまいそうなほどの感覚に翻ほん弄ろうされた。

「ああ────うう、す、すご…い…っ」

「海沙希────、みさき」

「んっ、うぅうん…っ」

　覆おおい被かぶさってきた榛真に舌を吸われて、意識が白く濁にごる。夢中で顔を傾かたむけて吸い返すと、体内の彼の男根が膨ぼう張ちようするのがはっきりとわかった。

「あっ、あうぅんっ…！」

「海沙希────、俺だけのものだ」

　両の腕を捕とらえられ、シーツに縫ぬい止められ、一層深い突き上げが来る。

「ああ────っひぃうっ」　>>>♥

　最奥の我慢できないところを突かれてしまい、反った喉から快楽の悲鳴が漏もれた。感じすぎて苦しくなる。けれど彼はそんなこともお構いなしに、海沙希の泣き所をいじめ抜いた。甘く、優やさしく、けれども執しつ拗ように、その男根の切っ先で捏こね回してくる。

「うああっ、ああっ、あ────…っ、…っく、いく、いくうう…っ」

　あまりの快感に嫌いや々いやと首を振ふって泣き叫さけぶも、彼は許してはくれなかった。海沙希は何度も達してしまい、互たがいの腹の間でそそり立っているものから白蜜をだらだらと垂れ流す。

「ここ、気持ちいいよな…？　もっと、何度もイこうな」

「あっ、だ…めぇっ、もうっ、もうっ、し…ぬぅ…っ」

　快楽が強すぎて、本当に死んでしまいそうだった。身体からだがバラバラになりそうで、それでいてふわふわと浮いているような感じがする。もうやめて欲しいのに、ひどく幸せだった。

「ああ……榛真」

「海沙希、お前が、好きだ────好きだった、ずっと────」

「ん…ん、榛真、俺も……っ」

　熱い睦むつ言ごとを浴びせられ、どこに触ふれられても身体が蕩けそうになる。きっと自分達はこんなふうに、これからもこんな交こう歓かんを重ねていくのだろう。

　彼に抱だかれて過ごすそこは、もう快楽の島なのだ。
















終演のその後
















　榛真の家に一通の封ふう書しよが届いたのは、海沙希が依より代しろの役目を終えてから三ヶ月ほどが経過した日のことだった。薄うすい封ふう筒とうに、洒しや落れたロゴのアルファベットの判子が押してある。リターンアドレスは記されていなかった。何かのＤＭだろうと思い、海沙希は何の気なしに封書をひっくり返す。

『吉井海沙希様』

　そこには確かにそう書かれていた。

　榛真の家に居着くことになった海沙希だったが、自分がここにいることを知っている人間はそういない。ましてや、島の住人がこんなふうに海沙希に郵便を送ってよこすというのも、妙みような話だった。

（なんだろう）

　とりあえず家の中に戻もどった海沙希は、その封書を開けてみることにした。

　中には一枚の写真と手紙が入っている。それを目にした時、思わず瞠どう目もくした。

「郁斗さん……」

　写真には郁斗と、一いつ緒しよに島を出て行った男が仲なか睦むつまじ気に写っている。自じ撮どりしたらしいそれには、アンティーク風の部屋で、ブルーグリーンのソファに座った二人が笑っていた。




　────久しぶり。元気でやってるか？

　ていうのもおかしいか。お前には厄やつ介かいな役割を押しつけてすまなかったと思っている。




　手紙はそんな書き出しで始まっていた。そうか。郁斗は、海沙希が依り代の役から解放されたことを知らないのだ。後でちゃんと経緯いきさつを返事で書いてやらねば…と思いながら読み進める。

　郁斗と彼の恋こい人びとは、この島を出た後本土へ渡わたり、信州の山近い町でカフェを開いたという。郁斗の恋人の料理の腕うではけっこうなもので、すでに地元の人達の間では評判らしいのだ。郁斗自身も、店のインテリアやメニューの盛り付け、そして接客で貢こう献けんしているらしい。文面から郁斗が今の生活を心から楽しんでいることが伝わってくるようだったが、海沙希に遠慮してか、どことなく控ひかえめともとれる文章なのがおかしかった。ちゃんと説明してやらねば、と思いつつ、海沙希はふとある懸け念ねんを抱いだく。

（噂うわさになったりはしないのだろうか）

　六年前とはいえ、名の知れたアイドルであった彼の顔を覚えている者は大勢いるだろう。マスコミが押し寄せてきたりはしないのだろうか。

　海沙希はそんなふうに心配したが、芸能界にいた時の郁斗が、業界でも非常に力のある事務所に所属していたのを思い出す。彼が事務所の意向によってスポンサーに差し出され、犯おかされたのなら、それが外部に漏れれば醜しゆう聞ぶんと化すに違ちがいないだろう。あの事務所に睨にらまれたいマスコミはいない。

　だが、もしも骨のある者が真実を暴あばいてしまったのなら。

　海沙希はそこまで考えて、よそう、と思いとどまった。

　彼らは今幸せなのだ。だったらそれでいい。本土へ渡ったということは、そういったことも覚かく悟ごの上でのことなのだろう。

　手紙にはメールアドレスが書いてあった。すぐにメールをしようかと思い立ったが、この手紙を榛真にも見せたいと思った。だが、彼は今漁に出て行っていない。

「もう、帰ってくる頃ころだ」

　壁かべの時計を見上げ、海沙希は靴くつを履はいて外へ出た。彼の船を、出で迎むかえよう。そして郁斗からの手紙を一緒に読もう。榛真もまた、島の神事を取り仕切る小埜瀬の男として、郁斗の行方ゆくえは気になるはずだ。

　港への道を歩くと、海から心ここ地ちのよい風が吹ふいてきて、海沙希の長めの髪かみを嬲なぶる。その心地よさに目を細めながら頰ほおに乱れかかる髪をはらっていると、向こうから歩いてくる人ひと影かげがあった。

「──────」

　知っている顔だ。つい先日まで、依り代であった海沙希の肉体を弄もてあそんでいた男。

　海沙希は決まりが悪そうに目を逸そらし、やや肩かたを強こわばらせてその男とすれ違った。男もまた居い心ごこ地ちが悪そうに海沙希の側そばを通り過ぎる。もうそんなはずはないのに、海沙希はその男の近くを通るときに、思わず身構えてしまった自分に気づいていた。

　何かされることが怖こわかったのではない。

　身体が覚えていたのだ。あの、狂きよう乱らんとも言える数ヶ月を。

「……っ」

　つきん、と身体の奥が疼うずく。下腹に残った淫いん紋もんが熱を持ったような感じがした。いけない、いけない────そんなはずはない。

　肉体に灯ともった、燻くすぶった熱を、海沙希は忘れようと努めた。もうすぐ榛真に会うというのに、他ほかの男を見て欲よく情じようした顔をしていたら怒おこられてしまう。

　先日も彼に抱かれたことを思いだし、海沙希はふいに顔を赤らめた。榛真はいつも、海沙希を情熱的に、執しつ拗ように、快楽で噎むせび泣くほどに蕩とろかせ、何度も極きわみへと連れて行ってくれる。

　────いけない。まだ昼間だってのに。

　火ほ照てりつつある頰を風で冷まし、港への道を急いだ。ちょうど定期船が入ってきていて、外から来た人間が船から下りてきている。

　その中にいた何人かの顔ぶれを見て、思わず足が止まった。

　彼らが手にしている機材は、何度も見ている。明らかに報道関係者だとわかった。

（……まずい）

　彼らが何の目的でこの島に来たのかはまだわからないが、自分が姿を見せれば間ま違ちがいなく面めん倒どうなことになるだろう。芸能界から逃にげた役者が都会から遠く離はなれた島にいたとなれば、スクープにもなる。うぬぼれていなければ、の話だが。

　海沙希はあわてて引き返そうとしたが、海沙希と彼らの間にはもうさほどの距きよ離りもない。まだ気づかれた様子はないが、ここで不用意に駆かけ出したりすれば、かえって目立ってしまうかもしれない。ここは彼らに気づかれず、それも速すみやかに姿を消さなければならなかった。だがそれはなんと難しいことだろう。

「────海沙希ちゃん、こっち」

　ふいに声をかけられて、海沙希はそちらに顔を向けた。港近くの食堂の主人が、海沙希に向かって手招きをしている。彼もまた、依り代となっていた海沙希を抱だいていた。海沙希は一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよしたが、背に腹は替えられない。男が促うながすままに店の中に駆け込んだ。

「こっち。厨ちゆう房ぼうから裏へ抜ぬけて行きな」

　店には何人かの客がいて、ただならぬ様子で駆け込んできた海沙希に驚おどろいたような目を向けている。それにも構わず、海沙希は男の言うとおりに店の厨房を通り抜け、勝手口から外へ出た。

「裏道通ってきゃまず見つからねえだろ。気をつけろよ」

「────あ、ありがとうございます、あの……」

　海沙希が何か言うより先に、男は首を振ふる。

「なあに、今いま更さら詫わびを入れても遅おそいかもしれんが、それでもあんたはうちの島の大事な依り代だったんだ。守るのは当たり前のことだ。……それに、榛真の野や郎ろうにぶっ殺されたくはねえからな」

　息を吞のんだ瞬しゆん間かんに、早く行け、と言われて、目の前で引き戸がぴしゃりと閉まった。

　海沙希は次の瞬間、踵きびすを返して走り出す。家に戻る途と中ちゆうで、様々な感情が胸をよぎっていった。










　マスコミに見つからず、海沙希は無事に家に戻ることができた。奥の部屋でじっとしていると、それから一時間ほどして榛真が帰ってくる。

「海沙希、帰ったぞ。俺だ」

「────おかえり、榛真」

　とにかく一刻も早く彼の顔が見たくて、海沙希は早足で彼の下もとに近づいた。すると、何を言うよりも先に、榛真の腕が抱だきしめてくる。

「────他の奴やつらから聞いた。東京から、マスコミの奴らが来ているんだってな」

「あ……」

　どうやら、食堂の主人が榛真に知らせてくれたらしい。彼は事情を知っていた。それを踏ふまえて抱きしめてくれた彼のぬくもりに、思わず力が抜けそうになる。自分で思っていたよりも張り詰つめていたことに気づいた。

「……助けてくれたんだ」

「ん？」

「食堂の人。港でマスコミの連中と鉢はち合あわせしそうになってあわててたら、店の裏口から逃がしてくれた」

「そうか」

「思わず絆ほだされそうになった。……別に、恨うらんでいたわけじゃないけど」

　依より代しろであった時に肉体を好きにされたことに、思うところがなかったわけじゃない。それでも、彼らとて肉にく欲よくだけで海沙希を犯したわけではないだろう。島に来たばかりの頃ころ、親切にしてもらったのを覚えている。そう考えてしまうのは、甘過ぎだろうか。

「そいつはいいが、惚ほれないでくれよ」

「……心配しすぎだ、榛真」

　口調こそ軽いものだったが、その声にはうかがうような響ひびきが込められていた。海沙希が依り代の役から解放されてから、彼は時折こんなふうに独どく占せん欲よくをのぞかせてくる。それは案外、心地よいものだと知った。

「俺は、お前がいつこの島から出ていってしまうのか、心配で仕方がねえよ」

「────榛真」

　彼の手が、海沙希の髪を撫なで、柔やわらかくかき回す。そうされると、まるで髪自体に神経が通っているように、じん、と疼いた。

「ここに帰ってくるたびにお前がいると、まだここにいてくれたってほっとする。……けど、お前がこんなところはもう嫌いやだって言っても、多分俺は離はなしちゃやれねえけどな。今日来た奴らがお前を連れて行くつもりなら」

　榛真はそこで言葉を切る。その瞳ひとみの奥にある物ぶつ騒そうな光から、彼が何を言いたいのかなんとなく想像がついた。

「俺に帰るところがないなんて、知ってるだろ」

　海沙希は両手を上げ、榛真の頰を包む。

「俺はもう、どこにも行きたくない。ここで榛真といたい。ううん、別にここじゃなくたっていいんだ。榛真といられるんだったら」

「────海沙希」

　とびきり甘い、それでもどこか切せつ羽ぱ詰つまったような声で呼ばれて、海沙希の唇くちびるが塞ふさがれた。

「んう……っ」

　最初から深い、舌した根ねごと吸われるような口づけに、呼吸が止まりそうになる。首の後ろを摑つかまれ、逃げられないようにされて思うさま舌をしゃぶられて、閉じた瞼まぶたの裏に白い閃せん光こうが走った。

「……っふ、は…っ」

「────お前を誰だれにも、渡わたさねえからな」

「あ、は……んっ」

　敏びん感かんな顎あごの裏側を舌先で舐なめ上げられて、ぞくっ、と背筋が震ふるえる。合間に囁ささやかれた言葉に、何な故ぜだか涙なみだが出そうになった。口の端はしから溢あふれた唾だ液えきも優やさしく舐めとられて、膝ひざから力が抜けそうになる。

「こんな……帰ってきたばっかで……」

　食事もまだなのに、と海沙希は瞳を潤うるませながら榛真を軽く睨にらんだ。だが、どう見ても発情してしまっているのは、彼にも丸わかりだろう。

「後で俺が作ってやるよ。……まずは抱かせろ。お前だってもう感じちまってるだろう？」

　ふわりと浮ふ遊ゆう感かんがして、彼に抱き上げられていることを知った。海沙希はもう何も言えず、榛真の首にしがみつく。今何か言おうものなら、泣き出してしまいそうだった。










「ん……んく…あああ」

　双そう丘きゆうの奥の部分で、熱く濡ぬれた舌がぬめぬめと動いている。ひくひくと蠢うごめく後こう孔こうを舐められ、海沙希は耐たえきれずにシーツについた両手をがくりと曲げた。

　榛真の顔を逆向きに跨またぐ格好で、恥はずかしいことをされている。彼の舌がぴちゃぴちゃとそこで音を立てる度たび、足先にまで甘い痺しびれが走った。

「んっ、んっ！」

　時折中に唾液を押し込むようにされると、腰こしの奥が熱くうねる。

「あ、あ…っ、榛真、も…っ」

　もう早く入れて欲しい。今日は特に、彼と早くひとつになりたかった。深く繫つながったまま腰を揺ゆらされ、恥はじ知しらずな肉にく洞どうに熱いものをぶちまけて欲しい。

　けれど榛真はこんな時でも愛あい撫ぶの手を抜いたりしないのだ。海沙希がどろどろに溶とけてしまうまで感じさせようとしてくる。

「駄だ目めだ。もっと気持ちよくなってからな」

「も…、もう、きもちいい…からぁ…っ、あぁあんっ」

　開かれた股こ間かんで、そそり立って張り詰めている海沙希の前方を、長い指で優しく撫で上げられてしまい、その瞬間頭が真っ白になってしまった。

「暇ひまなら、俺のも頼たのむぜ」

　促うながされて視線を向けると、そこには下か肢しの衣服の布地を押し上げている彼の股間があった。海沙希は震える指を伸のばすと、たどたどしい手つきでベルトを外し、ファスナーを下ろす。下着の中から引きずり出したそれは、重たげな質量と共に勢いよく頭をもたげた。

（これ、はやく挿いれたい）

「ん、むっ……」

　海沙希は口を開き、榛真のそれを含ふくんでいく。必死で舌を動かしていくのだが、自分もまた巧たくみな舌と指で弄いじられていて、感じてしまって集中できない。

「ふ、ふ…う、う────…っ」

　榛真に預けた腰をぶるぶると震わせながら、海沙希は懸けん命めいに口の中のそれをその気にさせようと頭を上下に動かした。その甲か斐いがあってか、咥くわえているそれは口中でビキビキと音を立てそうに膨ぼう張ちようしていく。海沙希の喉のどが突つき上げられそうになり、苦しさに涙が滲にじんだ。

「────もう、いいぞ」

　すると榛真が息を荒あらげながら促してくる。

「まいったな……。俺のほうが我が慢まんできなくなった。頼む、挿れさせてくれよ」

「……っ」

　勝手なことを、と榛真を睨みながらも、海沙希はやっとのことで体勢を変えた。彼に舐め蕩とろかされた後孔はひっきりなしに収縮し、早く欲しいと訴うつたえている。正直、あれ以上焦じらされていたら、身も世もなく泣き出してしまうところだった。それでも海沙希は、震える脚あしで榛真の腰を跨ぎながら、強がりを口にしてしまう。

「わ、かった…、挿れさせて、やる」

　榛真から見れば、海沙希が限界だったことはお見通しだろう。それがくやしいのだが、セックスでは海沙希は優位に立てる気がしない。快楽に弱い海沙希の肉体は、おそらくこれからも榛真に徹てつ底てい的に征せい服ふくされるだろう。

　それでも彼は、海沙希を大事に扱あつかってくれる。離れたくないと懇こん願がんするように抱だきしめてくるこの男が、愛いとおしくてならなかった。

「あ、あ……」

　入り口に押し当てると、榛真の凶きよう器きの切っ先がぐぷ、とめり込んでくる。その感かん触しよくに耐えられず、海沙希は一気に腰を落としていった。

「あ…あ、ああぁあ────…っ、～～っ」

　ぞくぞくっ、と全身に震えが走る。欲しくてたまらなかった媚び肉にくを擦こすられ、こみ上げる快感に、海沙希は挿そう入にゆうの刺し激げきだけで達してしまった。

「ふあ、ぁ、は、はいって、く、あ、ああぁぁ……っ」

　思い切り仰け反り、危あやうく後ろに倒たおれそうになった海沙希を、榛真が腕うでを摑んで支えてくれる。そうしてそのまま、下からずうん、と突き上げられた。

「んぁあぁぁあっ、うぁあっ」

　達しているのにお構いなしに揺すられて、高い嬌きよう声せいが漏もれてしまう。じゅぷ、じゅぷ、と繫ぎ目から卑ひ猥わいな音が漏れる毎ごとに、海沙希の股間のものから白しろ蜜みつが零こぼれた。

　身体からだが熱くて、燃え上がりそうだ。

「あっ…あ、はる、ま、あ、いく、ああっ」

「いいぞ…、たくさんイけよ。見ててやるから。いい眺ながめだ。いやらしいお前が、全部見える」

「ああ、あうう……ああっ」

　恥ずかしい。けれどもっと見て欲しい。

　自分は彼に抱だかれてこんなに蕩けているのだということを、知って欲しかった。他ほかの誰でもない榛真が、海沙希をこんなにしているということを。

「ここも……気持ちよさそうだ」

「ひゃうぅっ」

　脚の間で白蜜に濡れ、震えているものを優しく握にぎられ、扱しごかれる。

「ア、や、だ…め、それっ、そんなっ…虐いじめられた…らっ」

「前と後ろ、一いつ緒しよにされるの、好きだろうが」

　確かに海沙希は、前後を同時に責められるとわけがわからなくなってしまう。榛真の上で細ほそ腰ごしを揺らしながら、あっ、あっ、と悶もだえ、啜すすり泣いた。

「ああっ……、きもち、いぃ……」

「俺もだ、海沙希……」

　引き寄せられ、榛真の上に覆おおい被かぶさり、舌を絡からめ合う。

　こんなに気持ちがよくて幸せなことは他にない。

　それでも、肉体で繫がるにしても、そこに気持ちが伴ともなわなければ、身体の底からこみ上げてくるこの感覚は得られないと思うのだ。

　離れたくない。彼の側そばから。ここでこうして、ずっと繫がっていたい。

「ん、ふ…っ、ふぅううう……っ」

　彼と激しく舌を絡めながら、海沙希は何度目かの絶頂を迎むかえ、体内の彼を強く締しめ付けては痙けい攣れんするのだった。
















「────帰ったらしいぞ、奴やつら。今日の定期船に全員乗っていったらしい」

　誰だれかからの電話を受けていた榛真が、通話を切るなり海沙希にそう告げた。

「────よかった」

　海沙希は心底そう思う。ため息をつき、思わず伸びをするように両りよう腕うでと背中を伸ばした。

「これでやっと外に出られるな」

「ほんとだよ。長かった……」

　マスコミは一週間ほど島にいたらしい。その間、海沙希のことを島中に聞き回っていたらしいが、誰も口を割らなかったと聞いた時は驚おどろいた。海沙希のことをよく思っていなかった人達もいたのは事実であるのにだ。たまたまそういった人達は訊たずねられなかったのか、あるいは興味本位で島の秘密が暴あばかれるのを嫌いやがったのか。

　だが、そのどちらでも構わないと海沙希は思う。

　海沙希は彼らが島に滞たい在ざいしている間、この家から一歩も出なかった。

　彼らはもちろん、島の顔役であるここ榛真の家にもやってきた。その時海沙希は家の奥おく座ざ敷しきに隠かくれていたのだが、榛真はうまくあしらってくれたらしい。話している声が聞こえなかったのは少し残念だった。

「島の人達が誰も話さなかったなんて、少し意外だ」

「お前もこの島の人間だって、認められたってことだろ」

　笑いながら言う榛真に、海沙希は少しだけ戸と惑まどう。

「俺が？　この島の人達に？」

「お前にとっちゃ、迷めい惑わくな話かもしれねえがな」

「ううん」

　とっさにかぶりを振ふった。何な故ぜだか、そうしたかったのだ。

「嬉うれしいよ」

　きっと、母もそう思ってくれるだろう。あの海の中で見た母は、優やさしい顔をしていた。

「────そっか」

　俺も嬉しい、と囁ささやいた情人に、海沙希は静かに唇くちびるを寄せた。










あとがき




　こんにちは。西野です。「快かい楽らく島じま～淫いん神しんの贄にえ～」を読んでいただいてありがとうございました。最初に、何を書こうかなと考えていたんですが、ルビー文庫さんにこういうプロットを送りつける私はアホなの!?　と言いたいです。いざ書いてみたらけっこう通常営業な感じでモブ祭りでした。プロットを読んだ担当さんに

「モブとかあるのがちょっと心配でしたが……」

　と言われ

「大だい丈じよう夫ぶです！！！」

　と自信満々に返した記き憶おくがあるんですけど何が大丈夫なんだろう。あ、痛々しい感じにはならないってことですね。それなら大丈夫です。うちのモブおじさん達は接待要員ですので。

　今回もまた大人のルビー文庫フェアに入れていただいているので、まあそれならばいいか…とちょっと思いました。

　島とか山奥の村とか、ある意味隔かく絶ぜつされた土地で行われる奇き習しゆうみたいなのが大好きなんですが、やっぱりエロい儀ぎ式しきは鉄板ですね。

　前回の「甘かん淫いん」に続きまして、挿さし絵えの笠かさ井いあゆみ先生、ありがとうございました！　現在ラフを拝見しましたが、キャラクター達の艶つやっぽさに心を奪うばわれました。挿絵に関しては全面的に信しん頼らいさせていただいてますので、どんなエロ美しい絵ができあがってくるのか、今からとっても楽しみです。

　担当様にもお世話になりました。ご迷めい惑わくおかけしましてほんとうにすみません……。次があれば締しめ切りまでにスパッ！　と初しよ稿こうを提出したいです。

　それから今年は無事にデビュー十周年を迎むかえることができまして、こんなふうに私みたいな駄だ目めな人間が作家を続けていられるのは、周りで支えてくれている方々と、読者様の存在のおかげです。本当にありがとうございます。これからも求められる限りはがんばりたいと思います。

　それでは、またお会いできましたら嬉うれしいです！








西野　花　　



【ブログ】http://blog.livedoor.jp/nishinohana/

【ツイッター】@hana_nishino
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